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第 I章 まとめ

任海宮田遺跡のB地区からは古代～近世の遺構・遺物が確認され、当地で長期間にわたって集落が

経営されたことが窺えた。主に古代～中世の建物群を検出したが、古代から中世へと連続して変遷す

るのではなく、10世紀前半頃に一度廃絶 したあと、13世紀頃に再び集落が経営されたようである。

第1分冊では任海宮田遺跡B地区の調査成果について概述した。ここではB地区の調査で検出された

遺構と出土遺物の二′点から簡単なまとめを試み、本調査の総括としたい。

1 古代出土土器
古代の遺構がBl・ B6地区など限られた地区に分布しているのに対し、遺物は出土量に差こそあ

れ、調査区全域から出土している。出土遺物の大半が須恵器ないしは土師器であり、出土量は全体で

破片数67302点 を数える。そのうち、実測できたものは遺構出上のものを中心に3067点 を数える。

a 胎 土 の分類

肉眼観察の結果、須恵器は 7種類、土師器は 5種類の胎土 (巻末の写真 1・ 2参照)に大別できる。

以下に特徴を箇条書きにする。

(1)須恵器

I群 :胎土がやや粗 く砂気が強い。断面の色は薄い灰色を呈し、出土量が最も多い。

Ⅱ群 :胎土がきめ細かく、断面の色は青灰色、白色細粒が混じる。

Ⅲ群 :胎土が非常にきめ細かく、断面の色は赤味をおびた褐色で、表面を黒褐色に仕上げる。大粒の

白色粒が混じる場合もある。

Ⅳ群 :生焼けの可能性もあるが、一定量出土する。断面白色を呈す。

V群 :胎上が練り込んだように層を成す。断面灰色もしくは赤味をおびる。やや大きめの白色粒と黒

色粒が混じる。

Ⅵ群 :胎土がやや砂ぼく、断面薄い灰色、黒班が目立ち、時に黒色粒の中央に穴があく場合もある。

Ⅶ群 :胎上が非常に粗 く、大粒の砂粒が混じる。

(2)土師器

I群 :胎土が粗 く軟質で、断面の色は白黄色である。赤彩土師器・黒色土器にも多く認められる。

Ⅱ群 :胎上が細かく、断面の色は責白色を呈す。出土量が最も多い。赤彩土師器・黒色土器にも多 く

認められる。

Ⅲ群 :胎上の特徴は 2群に類似するが、黒色粒を多 く含む。

Ⅳ群 :胎上がきめ細かく硬質で、断面の色は橙色を呈す。

V群 :胎上が粗 く、断面の色が肌色で、赤色粒を多 く含む。

出土した須恵器の大半は I・ Ⅳ・Ⅵ群のもので、Ⅱ・Ⅲ・V・ Ⅶ群は少量である。実測した遺物の

内訳では、 I群 (48.5%)Ⅱ 群 (2.40/0)Ⅲ 群 (7.00/0)Ⅳ 群 (12.7%)V群 (0.60/0)Ⅵ 群 (27.50/O)

Ⅶ群 (1.30/0)と なる。供膳具では半数が I群のものであるが、貯蔵具ではⅥ群のものが半数以上を

占め、筆記具では I群のものが多い。このうちⅡ・Ⅲ群のものは、調整に特徴があり、杯蓋や杯・皿

などの調整が、他の須恵器に比べ回転ヘラ削りを丁寧に施し、ものによつては金属器的な光沢を備え



表1 胎土別組成表
焼物種類 機 種 用途 種類

数量
集計

須恵器

I群

424貯麒
甕

Ⅱ群

3

貯蔵具

Ⅲ群

46

賂蔵具

Ⅳ群

貯蔵具

V群

6貯蔵具 1

M盤

240貯蔵呉

]

1

M連

1

11貯蔵具 i

土師器

I継

供膳具 347
432

2

煮炊呉

E群

供膳具 432
523

煮炊呉 2

Ⅲ群

供膳呉

煮炊具

W群

供膳具

煮炊具 1

供膳具 253
263

薫炊具

合計

須恵器供膳具比率 須恵器貯蔵具比率
須恵器胎土比率

上師器胎土比率 土師器供膳具比率 土師器煮炊具比率

□ I群 霊 畔 □珍珍珍賜畔 剛 畔 ‐ 畔 圧蚕憲亜]暉 □ 暉
第1図 胎土別組成図
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るものも見受けられる。Ⅱ oⅢ群の杯蓋は器形および調整の特徴から8世紀前半の杯蓋の特徴をもつ

ものが多いが、杯 Bに 8世紀前半のものがないことや、同胎上の器種に皿Bな どが含まれることから、

9世紀後半のものと考えた。またⅡ・Ⅲ群の須恵器には後述する杯Adや杯Bc・ 皿Bbな どがあり、

これらは体部の途中に稜をもつもので、他の胎上の須恵器では認められない器形のものが含まれる。

上師器ではⅣ群のものが少量で、他のものは一定量含まれる。実測 した遺物の内訳では、 I群

(30.30/O)Ⅱ 群 (36.7%)Ⅲ 群 (13.00/0)Ⅳ群 (1.60/0)V群 (18.40/O)と なる。胎上分析の結果 (第 4

分冊第 1章参照)で は、B6地区の上師器焼成遺構の製品について、供膳具を中心に任海宮田遺跡特

有の胎土をもつ一群があることが指摘されている。第 1図が示す傾向では、 I群 とⅡ群が煮炊具の大

半を占めることや、赤彩土師器や黒色土器の胎土の大半がこの群に含まれること。土師器焼成遺構周

辺の同時期の建物が分布するBl・ B2・ B6地 区で、Ⅲ群 。V群の占める割合が高いことから、

I・ Ⅱ群については外部からの搬入品である可能性が高く、Ⅲ群 。V群の上師器が焼成遺構で製作さ

れた製品の可能性が高い。Ⅲ群・V群の上師器が焼成遺構で製作されたものと考えると、実測した遺

物に限られるが、供膳具では350/0、 煮炊具では130/Oを 占め、B地区全体の1/3程度を供給 していたと

考えられる。

b 器 種 の分類 (第 2・ 3図 )
B地区で出土した土器には、須恵器・土師器・黒色土器・赤彩土師器・緑釉陶器・灰釉陶器・製塩

土器などがある。用途による分類については、供膳具・煮炊具・貯蔵具・生産用具・筆記用具が出土

しており、ここでは供膳具 。煮炊具・貯蔵具について器種の分類を行なった。製塩土器については生

産地から塩を入れる容器として持ち込まれたものと考えたため、ここでは貯蔵具として扱っている。

(1)須 恵器

(供膳具             ・

一杯蓋― (1～ 3)主 に杯 Bと セットになる蓋で、杯蓋 a・ bが出土量の主体を成す。

杯蓋 a(1):天 丼部に鉦の付 くもので、錘や体部、日縁端部に様々な形態のものがある。

杯蓋 b(2):天 丼部が無鉦のもの。

杯蓋 c(3):口 径の大きなもので、大型杯類の蓋と考えられるもの。

一杯―  (4～ 11)無高台のもの (杯☆)と有高台のもの (杯 B)がある。

杯Ba(4):高 台の取 り付け位置や高台の形態に違いがある。

杯Bb(5):杯 Baと 同器形であるが、法量が大きく身の深いもの。

杯Bc(6):外 部が中途で屈曲し稜をなすもの。

杯Bd(7):法 量が大きく、体部の途中で沈線を引くもの。

杯Aa(8):身 の浅いもので、底部や体部の立ち上がりの形態に違いがある。

杯Ab(9):杯 Aaよ りもやや深身のもの。

杯Ac(10):椀 型のもの。

杯Ad(11):平 坦な底部に体部が中途で屈曲し稜をなすもの。

一皿―  (12～ 16)杯 よりも体部の立ち上がりが浅い。無高台のもの (皿 A)と有高台のもの (皿

B)がある。出土量は杯に比べ僅かである。

皿Aa(12):杯 Aと 同器形だが、底径が大きく体部の立ち上がりの浅いもの。

皿Ab(13):底 径が小さく、体部が浅く外側へ開くもの。



皿Ba(14):平 坦な底部に高台が付 く。底径力Ⅵ さヽく、体部は外方へ浅く開くもの。高台の長い

もの、短いものがある。

皿Bb(15):や や尖底の底部に高台の付 くもので、体部は中途で屈曲し稜を成す。立ち上がりは

短く外側へ外反する。

盤A (16):皿 Aaと 同器形の大型のもので、底部から体部下半にかけて、外面に丁寧なヘラケ

ズリを施す。

(貯蔵具

―重―  (17～ 28)貯蔵具のうち、底部が平坦および高台をもつものを重とした。

壷蓋  (17):平 坦な頂部から直角に体部が垂下するもの。短頸壷の蓋とみられる。

短顎壺 (18・ 19):体部が張り、短い口縁をもつ有台のもので、壼蓋とセットになるものとみられ

る。

直口壼 (21・ 22):体部が張り、口縁が上方に短く延び、底部が平底のもの。

広口壼 (26):大 きく開く口縁部がつくもので、底部も含めた器形全体が分かるものは調査地から

は出土していない。双耳壼の口縁の可能性も高い。

長頸壷 (25):細 く長い口縁部をもつもの。広口壺と同様、器形全体が把握できるものは出土して

いない。

双耳壷 (27・ 28):長胴の平底の重で、左右両側に耳をもつもの。大型のものが多い。

小型壷 (20。 23・ 24):小型壷の出土量は少なく、器種では広口壷 (20)と 徳利形重 (24)が認め

られる。

横瓶   (29):出 土量は僅かで、側面に閉塞円盤痕跡が認められる。
一甕― (30～32)貯蔵具のうち、底部が丸底および尖低を呈するものを甕としたが、器形の全体

を把握できるものは出上 しておらず、口縁形態から判断 した。法量から大甕 。中奏・小奏に

分離可能である。

甕A (30・ 31):口縁部が無文を基調とし短頸のもの。

甕B (32):口 縁部が装飾性をもち長頸のもの。

(2)土 師器

(食膳具

―椀―  (33～ 35):須恵器杯の系譜をひく無高台のもの (椀 A)と 盗器の系譜をひく有高台のもの

(椀 B)が ある。両者 とも器の内外面 に赤彩 を施す ものがある。椀大は本遺跡の出土量の主

体となる土器で、一方椀 Bは極少量確認できる。

椀Aa(33):口 径18cm前後の法量の小さなもの。

椀Ab(34):椀 Aaと 同器形で、口径20cm前後の法量の大きなもの。

椀B (35):全 体像の把握できる遺物は出上しておらず、底部破片のみ確認できた。
一皿―  (36～38)無高台のもの (皿 A)と 有高台のもの (皿 B)がある。両者とも器の内外面に

赤彩を施すものがある。

皿A (36):底 径が小さく、浅く外へ開く体部をもつ。

皿B (37):皿 Aの器形に高台がつくもので、低短な高台と長い高台をもつものがある。

耳皿  (38):皿 Aの左右両端を上方に折 り曲げたもので、平底の底部に糸切 り痕を残す。

高杯  (39):中 空で末広がりの低平な脚部をもつ。出土量は少ない。

イ



(煮炊具

小型甕 (40):平底の底部をもち体部下半にケズリを施すものが多い。

長胴甕 (41・ 42):九底の底部に砲弾形の体部をもつ。

鍋   (43):半 球形の体部に外傾する口縁部がつく。

羽釜  (44):長胴砲弾形の羽釜である。底部は未確認で、この個体のみの出土である。

台   (45):体 部は口縁に向かってやや外反し、円筒状を呈す。底は抜けており、底端に方形の

切り込みを3箇所もつ。

(3)黒 色土器

(食膳具

椀Aa(46):無 高台で深身の椀である。

椀Ab(47):椀 Aaよ りも口径20cm前後を測る法量の大きなもの。

椀Ba(48):広 く平らな底部に、器壁の薄い体部が延びる畿内系のもの。体部外面にまでヘラケ

ズリが施される。

皿B (49):有 高台の皿。出土量は少ない。

鉢A (50):椀 Abと 同器形で更に大型のもの、体部外面下半から底部にかけて手持ちヘラケズ

リ調整がを施される。

鉢B (51):鉢 Aに高台がつくもの。

(4)製 塩土器

製塩土器A(52):短 脚尖底のもので、九底ないし平底風の底部を呈し底部径が狭 く、体部との立

上がりに段をもつもの。

製塩土器B(53):口縁部と体部の間に細 くしまった頸部をもつもの。

製塩土器C(54):丸 平底の甕型土器で、内面に横および斜位のハケメ、外面に縦位のハケメを施

し、器壁が薄く平滑に調整されているもの。

(5)緑 釉陶器

椀Aa(55):軟 質のもので、円盤状の削り出し高台をもつもの。

椀Ab(56):硬 質のもので、体部が内湾し、円盤状の削 り出し高台をもつもの。

(6)灰 釉陶器

椀 (57):有高台の椀である。口縁部や体部、高台の形態に違いがある。

皿 (58):有高台の皿である。体部や高台の形態に違いがある。

広口壼 (59)大 きく開く口縁部がつくもの

長顎壼 (60)細 く長い口縁部をもつもの。

短頸董 (61)体部が張り、短い口縁をもつ有台のもの

c 土 器 の変遷 (第 4～ 6図 )

任海宮田遺跡で出土した土器の概要及び器種については、第1分冊の各遺構および遺物の頂で述べ

ており、ここでは土器を 5期に分類 し、その変遷を時期毎に掌握して建物群等の時期変遷に援用する。

分類に際しては、竪穴住居床面直上付近の出土遺物を中心に図示したが、補完的に床面以外の遺物に

ついても選別して図示している。但し竪穴住居出土遺物のため、上記の分類案よりも図示できた器種

構成は少ない。
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I期の土器群 (第 4図上段 )

東側建物群 (B12,13地 区)が形成された時期で、 S132～ 34の土器が該当する。須恵器は供膳具

の杯蓋 a、 杯Aa・ 杯 Ba・ 杯Bbが認められる。蓋は疑宝珠状のツマミが付き、口縁端部は下方ヘ

垂下し、先端の尖りの鈍い三角ないしは内側に稜をもつ方形に近い形状に仕上げる。頂部外面にヘラ

ケズリを施すものがみられる。杯Aは 口径1lcm～ 13cmの ものがあり、体部と底部の境界に丸みをもつ。

体部の立ち上がりは 5期 を通じて最も強い。杯 Bは器壁が厚 く、体部と底部の境界に丸みをもつ。境

界よりも内側に高台がつき、高台は水平もしくは内端で接地し、方形もしくは踏張 りの弱い形態のも

のである。

土師器は煮炊具の甕・小型甕・鍋が認められる。奏は体部上方が張る器形で、口縁は肩部との境で

稜をもって外傾する。口縁端部は単純に丸 く収めるもの、面取 りして方形に仕上げるもの、上端を軽

く引上げるものがある。調整は内外面ハケメを基調とし、外面下方にケズリを施す。小型甕は口縁端

部を九 く収め、外面下方にヘラケズリを施す。鍋は体部上半が張る器形で、口縁端部は面取 りして方

形に仕上げる。

Ⅱ期の土器群 (第 4図下段 )

西側建物群 (Bl・ 6地 区)で掘立柱建物が出現する時期で、東側建物群も継続 して経営される。

S114・ 31の土器が該当する。須恵器は供膳具の杯蓋 a・ 杯Aa・ 杯Bbが認められる。蓋はボタン

状のつまみが付き、端部は内側に稜をもち方形に近い形状のものが多 くなる。ttAは 1lcm台が主体と

なり小型化する。底部径が小さく、体部の立上がりが弱くなり、器壁は I期 と比べ薄くなる。杯 Bは

I期に比べ器壁が薄く、体部と底部の境界に九みをもつ。境界よりも内側に高台がつき、高台は水平

もしくは内端で接地し、形状は方形である。

土師器は供膳具と煮炊き具が認められる。供膳具の椀Aは体部が内湾して立上がり、体部外面下端

および外底面にケズリが施される。土師器と同形態の黒色土器の椀 Aも 認められる。煮炊具では甕・

小型甕・鍋が認められる。甕の体部の張 りは I期に比べやや下方に下がる。口縁端部は上端を軽 く引

上げるものや、端部が月巴厚し上下に拡張するものがある。調整は体部外面の中位まで上下方向のヘラ

ケズリを施すものも認められる。鍋は体部上半がやや張る器形で、口縁上端を軽 く引上げる。この他、

西側建物群の建物群 3ではⅡ期の掘立柱建物があり、包含層中から灰釉陶器 (K14)や軟質の緑釉陶

器が少量だが認められる。

Ⅲ期の土器群 (第 5図上段 )

東西両建物群で最も建物頭数が増加する時期で、Bl地区の建物群 1では廂をもつ大型掘立柱建物

(S B 202)が出現する。 S111・ 12・ 15'17の土器が該当する。須恵器は供膳具の杯蓋 a・ 杯蓋

b・ 杯Aa・ 杯 Ba・ 杯Bdが認められる。蓋はつまみの付 くものと無鉦のものがあり、日縁端部は

内側に巻き込む形状となる。ttAは 回径1lcm～ 13cm台で、体部の立上がりがⅡ期よりも更に弱くなる。

杯 Bは体部と底部の境界に稜をもち、境界付近に高台が付 く。高台形状は方形で、水平に接地する。

S115で は、床面直上遺物ではないが、体部に二条の沈線を施す大型の杯Bdが認められる。
土師器では供膳具と煮炊具が認められる。椀 Aは 回径12cm～ 13cm台 のものが主体となる。Ⅱ期よ

りも底部径が小さく、器高が高くなる。器壁は薄く、底部および体部下半のケズリは省略される。Ⅲ

期には皿Aが認められるようになり、器壁は薄く底部に回転糸切 り痕が認められる。黒色土器では11
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Ct4台 の小型の椀と16cm台の大型の椀が認められ、大型のものについては底体部の手持ちヘラケズリが

施される。甕の体部の張 りは体部中位にあり、日縁端部は方形または九形に短 く巻込むようになる。

体部下端のケズリが省略されタタキメが残るものがある。小型甕は受け口状の口縁となり、体部の内

外面に回転ナデが施される。鍋の回縁端部は甕と同様で、体部の張 りがⅡ期と比べて弱い。この他、

西側建物群の建物群 1ではⅢ期の大型掘立柱建物があり、包含層中から灰釉陶器 (K90)が多量に認

められる。

Ⅳ期の土器群 (第 5図下段 )

西側建物群では、建物群 1で建物規模が最大の S B201が出現し最盛期をむかえ、東側建物群は途

絶える時期である。 S113・ 16・ 19の上器が該当する。須恵器は供膳具の杯蓋 b。 杯Aa・ 杯Ba・

皿Bが認められる。蓋はつまみの付かないもので、天丼部ヘラ切 りでなだらかに体部がのびるものと、

天丼部糸切りで、天丼部と体部に稜をなすものがある。両者とも口縁端部を九 く仕上げる。杯Aは体

部の立上がりが弱く外に開く器形となる。ttBは体部と底部の境界に高台が付 く。高台形状は方形で、

水平に接地する。皿 Bは脚の長い高台の付 くものがあり、高台内部の切離し痕跡はナデ消しである。

土師器は供膳具と煮炊具が認められる。椀Aは 口径1lcm～ 12cm台のものが主体で、Ⅲ期のものに比

べ器壁が厚 く、底径が大きくなり、器高が低 くなる。底部には明瞭に回転糸切 り痕が残る。皿は高台

の付 くものと付かないものがあり、Ⅲ期に比べ器壁が厚 くなる。黒色土器では口径1lcm台の小型の椀

と20cm台 の大型の椀が認められ、底体部に手持ちヘラケズリが施される。甕の体部の張 りはⅢ期より

も下がり、口縁端部は内側に丸型に長 く仕上げるようになる。体部の内外面に回転ナデが施される。

小型甕は受け口状の口縁で、体部の内外面に回転ナデが施される。鋼の口縁端部は甕と同様で、体部

の張りが弱く、体部下方にタタキメが残る。この他、建物群 1ではⅣ期の大型掘立柱建物があり、包

含層中から灰釉陶器 (K90,053)や畿内系の黒色土器椀 (Ⅲ類)が認められる。

V期の土器群 (第 6図上段 )

建物群 1では大型掘立柱建物が無 くなり、竪穴住居のみで集落が構成される時期である。 S101・

04・ 21・ 22の土器群が該当する。須恵器は供膳具の杯Aa・ 杯Baが認められる。ttAは体部が外に

開く器形で、底部は無調整である。杯 Bは底部外端に高台が付き、器形が椀に近似する。土師器は供

膳具と煮炊具があるが蝸は認められない。椀 Aは Ⅳ期と同様、器壁が厚 く、底部に明瞭に回転糸切 り

痕が残る。Ⅳ期に比べ器高が低いものが多くなる。法量は口径12cm～ 13cm台の小型のものと、17cnl台

の大型のものが認められる。甕は体部の張りが下方にあり、口縁端部は外側が九 く肥厚する。体部は

内外面に回転ナデが施され、外面下方にタタキメの残るものがある。小型甕も甕と同様の口縁端部で、

体部の内外面に回転ナデが施される。

S108の土器群 (第 6図下段 )

S108は V期の中でも、より新 しい時期のもので10世紀中頃を想定している。須恵器は含まず、土

師器のみの構成となる。椀は底径がV期の中でも更に大きくなり、器高が低 くなる。甕は口縁端部が

嘴状に外へのび、体部の調整が省略され上方までタタキメと当て具痕が内外面に残る。
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任海宮田遺跡V期 (古)の上器群

任海宮田遺跡V期 (新 )の上器群
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古代建物変遷

a 建 物変遷 につ い て

任海宮田遺跡は扇状地に位置し、この周辺一帯は利水に不便な地域であったためか弥生時代以降古

墳時代にかけて非常に追跡の希薄な地域である。周辺では扇状地の扇端部寄 りに立地する友杉遺跡で、

弥生時代後期後半の竪穴住居が 1棟確認されている。また背後の台地上では古墳時代中期の福居古墳、

古墳時代後期の伊豆宮古墳が認められ、集落の出現が古墳時代以前に遡る可能性もあるが、現時点で

は古代と古墳時代以前の集落様相にはかなりの格差があったようである。

任海宮田遣跡における古代の耕地開発を目的とする集落は 8世紀前半頃に形成され始め、本格的に

竪穴住居や掘立柱建物が増加するのは 8世紀後半以降となる。当地区で検出された建物群は、上記の

建物群が著しく増加した 8世紀後半以降の建物群であり、扇状地の開発がどの様に着手し、発展して

いつたのか経過を窺う資料として注目される。また任海宮田遺跡と同様に、この周辺では吉倉B遺跡

や南中田D遺跡などの集落が奈良・平安時代に形成され10世紀前半まで存続するものが多く、この地

域周辺が古代に活発に開発されたことが窺える。そして、この様な動きのなかで当遺跡の建物群の出

現も把握することができる。

B地区で検出した古代の遺構は、竪穴住居、掘立柱建物、礎石建物、土師器焼成遺構、土坑、谷、

溝などである。遺物では須恵器、土師器、赤彩土師器、黒色土器、緑釉陶器、灰釉陶器、金属製品、

石製品などが出土 している。集落は掘立柱建物・礎石建物・竪穴住居で構成され、掘立柱建物12棟、

礎石建物 1棟、竪穴住居36棟が確認されている。建物群は、位置関係や遺物の出土傾向から東西 2グ

ループに大別できる。西側建物群はBl・ B2・ B6地区で検出された建物で、掘立柱建物、礎石建
物、竪穴住居で構成される。一方東側建物群はB12・ B13地区で検出された建物で、竪穴住居だけで

構成された建物群である。それらは更に、建物の位置関係から西側建物群で 3群、東側建物群で 2群

に分離することが可能であり、B地区の建物群は全体で、 5群に細分することができる。

建物群の変遷を考えるに際し、竪穴住居については、床面直上付近やカマ ドの出土遺物、各遺構の

重複関係を参考に変遷を考えた。掘立柱建物については、柱穴からの出土遺物が S P 2043の ように建

物廃絶時の一括資料として出上した例も窺えるが、遺物の出土しない柱穴も多い。また遺物の出土し

た柱穴でも、大半が破片資料であるため、建物構築時や廃絶後の柱穴埋没過程で混入したものと考え

られるものも多い。掘立柱建物の変遷に関しては、柱穴出土遺物だけでなく、包含層出土遺物の分布

傾向や、建物方位および遺構の重複関係も含め、変遷を考える目安とした。

上記の検討方法を参考に、西側建物で 4時期、東側建物群で 3時期の建物変遷が窺えた。B地区全

体では 5時期 (8世紀後半～10世紀前半)の遺構変遷が想定できる。以下それらの建物群ごとに詳細

を記述する。

建物群 1:西側建物群のひとつで、Bl地区およびB2地区の東側に位置する。掘立柱建物 (SB
201～206)お よび竪穴住居 (S101～07)で構成される建物群である。Ⅱ期に出現し、V期 まで存続

する建物群である。

Ⅱ期では掘立柱建物 (S B 203)1棟がある。 S B203の柱穴出土遺物は、V期の破片資料を含む

が、重複関係や建物方位・面積規模や包含層出土遺物の上限から、建物群 1の 出現期の建物と想定し

′ぢ



た。Ⅲ期には掘立柱建物が 2棟配置される。Ⅲ期の主屋と考えられる S B 202は 、 S B203と 重複する

位置に配置され、建物規模は 2間 ×5間の側柱建物で身舎北側に一面の廂が付き、建物占有面積が約

110♂ を測る。 S B202の 北側約20mの位置に S B206が ある。建物の一部しか確認出来ていないが、

後続の建物群の配置から倉庫であろう。また S B 202と 206の間は遺構の希薄な空間が広がり、南北に

2棟並列に配置される。この建物配置はⅣ期の建物配置にも踏襲され規模を拡大する。Ⅳ期の主屋建

物 S B201は 、前代の S B 202と 重複する位置に建ち、南北両面に廂をもつ 2間 ×8間の狽1柱建物であ

る。建物占有面積が約189♂ を測り、当遺跡で最大規模を誇る。北側にはⅢ期と同様、空間を挟んで

倉庫が 2棟 (S B 204・ 205)並列に配置される。また S D019の谷側にS B207が配置される。V期

以降は中心建物としての機能を失ったのか、掘立柱建物に替わって竪穴住居だけで構成される建物群

へと変化する。竪穴住居はS101～ 07の 7棟あり、重複関係から前半の 3棟 (S101・ 03・ 05)と後

半の 4棟 (S102・ 04,06・ 07)で構成される。両者とも一辺 3m前後の小型の竪穴住居である。

建物群 1では廂付きの大型掘立柱建物 (S B201・ 202)が 2時期に亘って計画的に配置される。遺

物では、主に包含層の出土であるが灰釉陶器が破片数254点 と多量に出土し、緑釉陶器は 1点だけで

ある。灰釉陶器はK90号窯のものが大半で、053号窯のものも若千認められる。灰釉陶器の分布傾向

は、大型建物周辺に濃密に分布しており、恐らく大型建物の管理者によって使用
とユ
されたものと考え

られる。また、須恵器・土師器では供膳具の出土量が圧倒的に多 く、土師器の耳皿や幾内系黒色土

器・墨書土器 。円面硯や風字硯・多量の上錘などが出土している。なお墨書土器では「平」「安」「上」

などの特定の文字が集中して認められる。特に「平」については、大型掘立柱建物と同時期のものを

合み、数量もBl地区で最も多く出土していることから、大型建物を管理していた集団と何らかの関

連をもつシンボルとして使用されていた可能性が高い。建物群の西側30mの地点には幅約 8m程の谷

(S D019)が南北に流れ、当追跡の物流の拠点として機能していた可能性が高い。但 し谷底からの古

代の出土遺物は少量であり、当時の拠点的な建物の周辺の谷などから出土するであろう墨書土器など

の祭祀的な遺物は見当たらない。恐らく谷の両岸には中世にも建物群が存在し、谷を継続利用したた

めであるう。

建物群 2:西側建物群のひとつで、B2地区の南辺で検出されており、竪穴住居 4棟 (S108～ 11)

で構成される。建物群 1の西側にある谷 (S D019)を挟んで対岸に位置する。 S111がⅢ期に出現

し、Ⅳ期の S110、 V期のS108,09と 変遷する。V期は 2棟の竪穴住居が確認されているが、出土

遺物からS108は V期の中でも最後出の建物であり、10世紀中頃のものと考えられる。 S109か らは

出土遺物が無く判然としないが、重複関係からV期の前半と考えたい。また建物群の南狽1が調査区外

で詳細は不明であるが、各時期に数棟の竪穴住居で構成された建物群と想像できる。出土遺物につい

ては建物群 1の ような特殊な遺物は少なく、須恵器や土師器の供膳具や煮炊具・貯蔵具など一般的な

もので構成される。

建物群 3:西側建物群のひとつでB6地区に位置し、掘立柱建物 (S B 208～ 211,213)・ 礎石建物

(212)・ 竪穴住居 (S113～ 22)で構成される。建物群 3は Ⅱ期に出現 した建物群であり、 SB

211・ 213,S114で構成される。 S B2111ま 2× 3間の総柱建物であり、 S B213は 2× 3間以上の

側柱建物である。両者はL字状に配置されており、 S B211が南北棟、 S B 213が東西棟となる。緑釉
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陶器 (軟質陶洛北産)や灰釉陶器 (K14)の分布傾向から、 S B211が倉庫、 S B 213が 主屋と考えら

れる。建物の東側には、恐らくB2地区で検出した S D19が北流しており、建物群の東側が正面と考
えられる。またS114は 5,lm× 4.4mの隅丸長方形を呈 し、後続の竪穴住居よりも規模の大きいなも

ので、 S B211の東側に隣接 した位置にある。建物の正面という遺構配置から考えて、竪穴住居と掘

立柱建物の同時併存の可能性は低いものと推測される。ここではⅡ期のなかでもS114の方が SB
211よ りも更に先行 していたものと考えたい。Ⅲ期には竪穴住居主体の建物群となり掘立柱建物 1棟

(S B210)、 竪穴住居 4棟 (S112・ 15・ 17・ ・18)で構成される。東側掘立柱建物は 2× 2間の総

柱建物で、倉庫と考えられる。竪穴住居は倉庫の周囲に沿って 5m間隔ほどで配置され、東側壁面に

カマ ドをもつものが主体となる。またS112の西側には土師器焼成遺構 1が配置される。Ⅳ期は、掘

立柱建物 1棟 (S B208)、 竪穴住居 5棟 (S113・ 16・ 19・ 20)で構成される。 S B208は 2× 3間

の側柱建物であり、土師器焼成遺構 2の北側 5mに位置する。桁行きの柱間距離が1.6～ 1.7mと 他の

掘立柱建物よりも短い。竪穴住居は焼成遺構の南側に配置される。カマ ドは北側壁面に配置するもの

が主体となる。V期は、礎石建物 1棟 (S B 212)。 掘立柱建物 1棟 (S B209)。 竪穴住居 2棟 (S

121・ 22)で構成される。 S B209,212は 東西に並列に配置される。 S121・ 22は S B209。 212と

は南側へ50mほ ど距離を隔てて配置される。出土遺物では、竪穴住居内から須恵器や土師器の供膳

具・貯蔵具・煮炊具のほか、墨書土器や製塩土器、鉄淳などが認められる。また、その他の遺構や包

含層からは、上記のもののほかに緑釉陶器・灰釉陶器 。墨書土器や円面硯・鳥形須恵器や焼台・石帯

の巡方や九輛など特殊なものが一定量出土する。墨書土器では「成」「大」「乾」などの特定の文字が

集中して認められ、特に「成」の墨書が多い。なお須恵器・土師器の器種では貯蔵具や煮炊具に比べ

食器類の出土量が高い。

建物群 4:東側建物群のひとつでB12地区の北側部分に位置し、竪穴住居 3棟で構成される。 I期の

建物群で西側壁面にカマ ドをもつ。当調査区では後続の竪穴住居を確認していないが,道路を挟んで

北狽1約 10mに あるC18地区から、後続の竪穴住居が 2棟検出されており、建物群は更に存続したもの

と考えられる。出土遺物は須恵器の食器類や土師器の煮炊具が主体となる。

建物群 5:東側建物群のひとつで、B13地区の南東隅に位置し、竪穴住居11棟で構成される。 I期は

重複関係から、前半 (S134)と 後半 (S127・ 32・ 33)に分かれる。後続のものに比べ、住居面積

が広 く、カマ ドは重複状況から東側壁面に設置されていた可能性が高い。Ⅱ期は竪穴住居 3棟 (SI
26・ 31・ 35)で構成され、カマ ドは西側壁面に設置される。Ⅲ期は竪穴住居 4棟 (S128・ 29・

30。 36)で構成される。カマ ドは南側壁面ないしは確認できないものがある。出土遣物では竪穴住居

内から須恵器や土師器の供膳具・貯蔵具・煮炊具が認められ、墨書土器や蛇紋岩製の丸輛なども出土

している。その他の遺構や包含層からは、墨書土器や無脚硯が出土する。また墨書土器では「縄足」

「式」など特定の文字が一定量認められ、過去の調査でも同様の文字がこの建物群の周囲から多 く出

土している。

以上建物群ごとに変遷を記述した。建物群は①建物群3の ように竪穴住居と掘立柱建物が混在する

もの。②建物群 1の V期や建物群 2・ 4・ 5の ように竪穴住居のみで構成されるもの。③建物群 1の

Ⅱ～Ⅳ期のように掘立柱建物のみで構成されるものが認められる。①については、建物群 3では、Ⅱ

期からV期まで認められる。Ⅱ期については上記の理由でS B211・ S B213と 、S114が同時併

′j
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第10図 任海宮田遺跡B12・ 13地区の古代建物変遷
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存していなかった可能性が高く③のタイプとすると、①のものは竪穴住居数棟に 1棟程度の掘立柱建

物で構成されるようである。①②を構成する竪穴住居は、 1辺 3m前後の小型竪穴住居註2で、任海宮

田遺跡周辺の古代建物群の様相を考察した森隆氏によると、任海宮田遺跡で典型的みられる小型竪穴

住居が主体となる村落は、収容人数の低さや構造の簡素さから、冬期を除く農繁期のみの一時的住居

棟の可能性が高く、居住者については使役等で駆り出された徴発労働者などを想定している。 また、
それら①②タイプに居住する徴発労働者層の上位に位置するのが、恐らく③タイプの建物群の居住者

であろう。③タイプの建物群は、 1群のⅢ・Ⅳ期と3群のⅡ期が該当し、建物構造や配置、遺物の出

土傾向から耕地開発を目的とする集落のなかでも、有力者の居住した中心施設と考えられる。 時期
的には洛北産緑釉陶器や灰釉陶器K14が出土した建物群 3の掘立柱建物 2棟がⅡ期の中核域のひとつ

を形成する。建物群 3は Ⅲ期以降に竪穴住居を主とする建物群に変わることや、Ⅲ期に土師器焼成遺

構が出現することから、中心施設としての役割から手工業生産など中心施設に付属する建物群へと役

割を変えるものと考えられる。Ⅲ・Ⅳ期の中心施設は、建物群 1の灰釉陶器 (K90～ 053)が多量に

出土した大型掘立柱建物 2棟 と考えられる。両者を経営した集団が、血族など同一意識をもった集団

が建物群 3から継続的に移動したのかどうか判然としないが、Ⅲ・Ⅳ期の墨書土器の文字が、建物群

1では「平」と書かれたものが多数を占めるのに対して、建物群 3では「成」と書かれたものが大半

であり、両者で異なることや、 3群の北側 (C地区)で「成」が広範囲に分布していることから、別

集団であつた可能性が示唆される。また、吉倉B遺跡で同期の大型建物が存在することや、東地区で

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ期の墨書土器「縄足」 。「弐」 。「城長」などの文字群が出上していることから、建物群

1や 3の ような開発を管理・指導した有力者層の居住域が複数存在し、扇状地の開発を複数の勢力が

群在して進めたものと考えられる。B地区の開発の中心は、西側建物群ではⅡ期～Ⅳ期が該当し、東

側建物群では I期～Ⅲ期と考えられ、東西建物群間で存続時期に差異が認められる。なお、建物群か

らは大規模な倉庫群が確認されていないことから、収穫物については当地で管理されたのではなく有

力者層の基盤となる本拠地に逗ばれたものと考えられる。

b 各期の実年代 について
B地区の調査から実年代の根拠となるものは出土しておらず、北陸で研究されている須恵器・土師

器の編年と対比して年代を推定する。対比に際し、須恵器については田鳥明人氏 (1988)・ 岡本淳一

郎氏 (1991)・ 池野正男氏 (2002)、 土師器については岡本淳一郎氏 (1991)。 内田亜紀子氏

(1997・ 2000・ 2003)の 編年を参考に、須恵器では、杯蓋及び杯A・ Bの器形および調整の特徴と器

種構成ならびに法量から、土師器では、椀類および煮炊具の器形や調整の特徴から各編年と対比した。

搬入品と考えられる緑釉陶器については百瀬正恒氏 (1986)。 高橋照彦氏 (1995)、 灰釉陶器につ

いては斉藤孝正氏 (1981)。 前川要氏 (1984・ 1991)。 山下峰司氏 (1995)、 幾内系黒色土器につい

ては森隆氏 (1995)の研究を参考に年代を推定した。

対比の結果、 I期については8世紀後半～9世紀前半、Ⅱ期は9世紀中頃、Ⅲ期は9世紀後半、Ⅳ

期は9世紀末～10世紀初頭、V期は10世紀前半以降と推定される。         (武 田健次郎)
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表2 B地区の建物変遷

西側建物群 東側建物群

建物群 1 建物群2 建物群3 建物群4 建物群5

I期 (8c後半～9c前半)

掘立

竪穴 S123・ 24・ 25
前半 I S134

後半 I S127・ 32・ 33

Ⅱ期 (9c中頃)
掘立 SB203 SB211・ 213

竪穴 S114 S126・ 31・ 35

Ⅲ期 (9c後半)
掘立 SB202・ 206 SB210

竪穴 S111 S112・ 15・ 17・ 18 S128・ 29・ 30・ 36

Ⅳ期 (9c末～10c初 )
掘 立 SB201・ 204・ 205・ 207 SB208

竪穴 S110 S113・ 16・ 19。20

V期 (10c前半～)

掘 立 SB212・ 209

竪穴
前半 I S101・ 03・ 05 前半 I S109

S121・ 22

後引件I S102・ 04・ 06・ 07 後半 I S108

%



3 中世建物変遷
中近世の遺構面では掘立柱建物124棟、井戸 8基の他、数多くの上坑・溝が検出されてる。ここで

は、掘立柱建物・井戸・区画溝などを中心に遺構の変遷を示していきたい。

a 遺構時期比定の方法 と時期区分
各遺構の時期を決め、それらの変遷を考える上では、当然のことながら出土遺物が手掛かりとなる。

掘立柱建物については柱穴内からの出土遺物が重要となる。今回の調査では建物柱穴から完形の中世

土師器が出土する事例がいくつかある。しかし、その他の出土遺物は破片資料で、建物構築時や廃絶

後の柱穴埋没過程で混入したものとなる。柱穴以外の遺構についても同様の傾向がある。また、大型

土坑や溝については、出土遺物の時期幅があるものが多い。また、遺物が出土しない遺構もあるため、

各遺構の構築時期・存続期間・廃絶時期を特定することは難しい。こうした問題を踏まえ、遺構変遷

を考えるにあたっては以下の方法に採った。まず各遺構・包含層出土遺物の示す時期から、各地区で

の遺構変遷が想定される時期幅を捉え、後述するI～ Ⅶ期の区分を設定した。そして、掘立柱建物や

溝・土坑の出土遺物、および重複による前後関係を基にそれぞれの時期に遺構を当てはめた。加えて、

基本層序から得られる知見として、黒褐色系の遺構覆上が古く、灰～灰黄掲色系の遺構覆土が新しい

傾向がある。大まかに前者は中世前半、後者は中世後半に該当する。ただし、地区内での基本層序が

一様でない場合もあり、出土遺物や遺構重複などがない場合の参考に止めた。また、建物の長軸方向

の方位を棟方位とし、その値が近い、あるいは直交する際は、建物配置が一定の規制の下で行われた

と想定し、同時期の建物群を考える上での目安とした。

各地区の遺構変遷が想定される時期幅は、報告書掲載遺物で時期が比定されたものから推定した。

また、それらの数量から時期毎の多寡
離3を
把握し、遺構分布の濃淡を考える上での参考とした (表 3)。

それによると、古くは12世紀前半のものが認められる。しかし、そうした年代を示す遺物はほとんど

が中国製磁器である。12世紀中頃～末の珠洲 12・ 3期 も出土するが少量である。珠洲や中世土師器は

13世紀代以降のものの出上が中心となる。日常雑器類が早くて12世紀中頃、さらに13世紀以降の所

産が主体となること踏まえれば、中世集落の形成開始時期も一部12世紀中頃に遡り、多くは12世紀

1lC 12C 13C 14C 15C 16C
前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 I 後半 前半 1 後半 前半 後半

西
地
区

Bl地区 ■ ■ ■ 日 日■ ■ ■ 日 ■ ■ 日 ■ ■ ■

B2地区 ■ ■ 日■ ■ 日 ■ 日 ■ ■ ■ ■ ■

B3地区 ■■日 H日 日 E I■ ロ 田 ■ !

B4地区 ■ ■ ]■ 日 ロ ロ 日 ■ ■ ■ ■ ■

B5地区 日 ■ ■ 日 日 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 日 H■ B■

B6地区 H田 日■ 日 日 ■ ■ ■ 日 ■ 日 ■ 日 ■ ■ ■ ■

B7地区 日■ 日 :日 日

B8地区 :日 ■ :■ 日

東
地
区

B9地区 ■ 日 1日 日   ■ ■

B10地区 日 ■ 口 ■ ■ ■ ■ |■ ■ 田 日 ■ ■ 日

一

日 ■ ■

BH地区 ■ ■ ■■ ■ ■■ ■ ■ H■ 日

B12地区 ■ ■ ■ ■ 日 |■ ■ ■

B13地区 H■ ■ 日 E :■ ■ ■ ■ 日 ■ : ■ 日

B14剤ζ[丞 ■ ■ 日 田 E■■ ■ ■ ■   ■ ■ ■ ■    日 日 l― ■ ■ | ■ 日

■■■日出土あり

“

出土多い

表3 任海宮田遺跡B地区遺物消長表

24



末～13世紀始めとしておくことが妥当と考えられる。逆に集落の終焉を示す遺物は、16世紀前半まで

時期が降る。近世以降の遺物もあるが、明確な遺構は少ない。これらのことから、任海宮田遺跡B地

区の中世集落は主に12世紀中頃から16世紀前半の期間で変遷することとなる。以上のような期間を、

I～ Ⅶ期の七時期に分けた。各時期の年代観は、 I期 :12世紀中頃～13世紀前半、Ⅱ期 :13世紀後半、

Ⅲ期 :14世紀前半、Ⅳ期 :14世紀後半、V期 :15世紀前半、Ⅵ期 :15世紀後半、Ⅶ期 :16世紀以降と

している。

b 遺構変遷
調査地区はBl～ 14地区まである。その配置から、Bl～ 8地区からなる西地区と、B9～ 14地区の

東地区に大別した。遺構変遷はこの二つの地区毎に述べていく。

(1)西地区 (第 14～ 18図 )

西地区ではBl～ 8地区で掘立柱建物が80棟確認される。自然流路 S D0191こ よりBl・ 3・ 4地

区とB2地区、またS Dl14か らB2地区とB6地区は分断されていた。加えて、B6と B7・ 8地

区の間にも谷状地形がある。南北方向に流れる自然流路や谷により形成された微高地上に集落が形成

されていたことが分かる。よって、Bl・ 3・ 4。 5地区、B2地区、B6地区、B7・ 8地区のそ

れぞれが各建物群を構成するまとまりとなる。こうした状況は流路埋没の進行状況による変化はある

が、中世の段階では継続していたものと考えられる。なお、西地区ではⅥ期以降の遺物の出上が少な

く、集落の痕跡は認められない。

I期 《23棟 :S B001～ 003・ 005・ 006・ 008・ 012・ 014・ 028。 029・ 034・ 040,042・ 043・ 047・

050・ 057・ 060・ 067・ 071 ・074・ 076・ 080》

Bl地区では建物の重複が認められ、少なくとも2時期の変遷がある。柱穴の重複からS B001→

S B 003の 順が分かる。 S B 005・ 006も 建物位置が重複するが、前後関係は不明となる。また、SB
012,014も 同様である。B2地区ではS B0291こ 小型の S B 028が付随する。B2地区には古代から

存続するS D019がある。中世では徐々に埋没し、自然流路から浅い谷状地形へと変化しつつ存在し

ていた。覆土最上層では近世の遺物が出土することから、最終的な埋没はその頃であろう。この緩く

カーブする流路に沿ってB2地区の建物群は建物方位が決定されている。また、 S D019の東岸には

流路内に柵列 S A001が検出される。桟橋状の構造物が想定され、流路を利用した物資の流通に関連

すると考えられる。出土遺物もなく、中世のどの段階に存在していたかは不明である。S D019よ り

東側の建物群と関連が深いと考えるならば、Bl地区やB4地区の建物群に対応する。B3地区には

S B034があり、位置や方位からBl地区 S B 012・ 014や B4地区の建物群と連動するものとみられ

る。B4地区は掘立柱建物が多く検出され、中世前半において経営の中心的な役割を果たしていたと

考えられる。 S B 040。 042・ 043・ 047'050・ 057・ 060が当期の建物となる。 S D062に より調査区

北西と南東の建物群に分けられる。また、調査区北西にある畠と思われるさく状遺構はS B 043よ り

も先行する。B6地区ではS B067・ 071があり、建物群の南側にはS Dlllが ある。SD■ 1か ら西

に向かって地形は低くなっていき、B7'8地 区との間は谷状地形となる。また、調査区南東にはS
D l14があり、東側の地区とも分断されていた。B7・ 8地区ではS B074・ 076・ 080がある。B7

地区北側の S B 074は B8地区 S B 080と 建物群を形成する。前者と重複するS D l191よ 建物に先行す

わ



る溝である。これらの地区の内、B2。 4・ 6か らは珠洲 12期の出上があり、一部の建物は12世紀

中頃に構築された可能性がある。

Ⅱ期 《20棟 i S B004,007・ 021・ 025,027・ 038・ 041・ 044～ 046・ 049・ 053～ 055・ 058・ 059・
068,070。 077・ 079》

Bl地区ではS B 004・ 007の 2棟のみと建物数が減少する。北に隣接するB3地区も遺構分布が薄
く、空閑地が広がる。B2地区ではS B 021が調査区北側にある。中央部にS B025・ 027があり、後

者にS X016付随する。B3地区はS B 038があり、Bl地区の建物群と方位を同じくするが、やや距

離をおいて位置する。B4地区では10棟が検出される。 S D 066・ 067・ 071～ 073に より調査区中央
の建物群は東西に分断される。西側は柱穴の重複からS B 044→ S B 049の 順が分かる。 S B 044は 確

認された建物の中で最大面積となる大型の建物である。調査区南東の建物群は I期からの方位を継承

するS B 054・ 058・ 059が先行し、次いで S B053・ 055になると考えておく。B6・ 7・ 8地区には

I期 とほぼ方位を同じくしつつ、位置を変えた建物群が存続する。S B 068,070・ 077・ 079がそれ

に当る。また、 S B 077に は井戸の可能性もあるS X086が付随する。

Ⅲ期 《19棟 :S BOll・ 019・ 023・ 026・ 030～ 033・ 035。 039,048・ 051・ 052・ 056・ 064・ 072。

073・ 075。 078》

Bl地区では方位を大きく変えたS B011・ o19がある。この建物方位はⅣ・V期へと継続していく。
B2地区では調査区中央部のS B023・ 026のみとなる。後者にはS X015が伴う。B3地区では小型
の側柱建物 S B 030～ 033・ 035がある。建物方位からB4地区との関連が強いと考えられる。B4地

区では S B 039・ 048・ 051・ 052・ 056がある。 S B 048に S E02が付随する。 S B 051・ 052は前後関

係不明である。 S B 039は 小型の側柱建物で、調査区北東隅に位置し、調査区外に関連する建物群が

存在する可能性がある。近接してS E01が あり、位置関係からS B 039に 付随すると考え当期として

おくが、出土遺物もなく時期は判然としない。 S B 056は S D077の区画内に位置する。B5地区では

S B 064があり、B4地区と一連の建物群とみられる。B6地区ではS Dl14埋没後、 S B072・ 073

が構築される。B7地区ではS B075・ 078が調査区南側にまとまり、 S X086がⅡ期より存続する。

Ⅳ期 《11棟 :S B 015～ 018・ 022・ 036・ 037・ 061・ 063,065・ 066》

Bl地区ではⅢ期と近い方位を維持しつつS B015～ 018がある。B2地区ではS B 022があり、建

物からやや離れた南側にS X013・ 014がある。 S X014か らは白磁小椀 X類が出上している。遺物と

してはⅡ期に相当するが、破片資料であり他の出土遺物から遺構は当期にしている。なお、この白磁

小椀は、器厚の薄い精巧な作りのもので、一般的な集落での出土はあまりないとされる。本来、Ⅱ期

あるいはⅢ期の建物群に関連する遺物と考えられる。B3地区ではBl地区の建物群と方位を合わせ

て S B 036・ 037がある。これらの方位を示すBl・ 3地区の建物群もS D019を 意識している可能性

がある。B5地区はS B061・ 063がある。前後関係は不明。調査区西側には南北方向のさく状遺構が

広がる。B6地区はⅢ期から建物方位を変えた S B 065・ 066がある。B地区には建物は認められない

が、中規模の土坑が点在する景観が窺える。
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V期 《7棟 i S B009・ 010・ 013・ 020・ 024・ 062・ 069》

Bl地区に4棟がまとまる他は、 1棟の建物が点在する景観となる。また、Bl地区ではS D011

による区画からS B009・ 010,020の 3棟が 1単位となる。B2地区のS B 024は S X008を伴う。Ⅱ

期から継続的に建物が構築され続けた調査区中央部に位置している。

(2)東地区 (第 19～ 22図 )

B9～ 14地区で構成される東地区では、B9～ 10地区、B12地区南側、B13地区西半および南東端

を中心に計44棟検出された。地形はB12・ 13地区にかけて平坦面が広が り、隣接するB10,■ ・14

地区に向かって低 くなる。遺構はB9～■・14地区、およびB13地区の礫層隆起部分において希薄で

ある他は、建物群周辺を中心に分布している。

I期 《11棟 :S B 082～ 085,099。 101・ 103。 107・ ■3・ 122。 123》

B10地区にはS B 082・ 083の 2棟が重複する。前後関係は不明で、いずれかが次段階へ降る可能性

もある。しかし、調査区内の出土遺物ではⅡ期のものはごく少量であり、 I期内での変遷を想定して

おく。B ll地区には S B 084・ 085が方位を合わせて存在し、 S E03が伴う。B13地区には調査区北

西側にS B099・ 101・ 103・ 107・ 113、 南東側にS B 122・ 123がある。また、 S D170～ 172・ 178の

溝群が南西から北東に向かって延びる。 S B 099。 113と の重複関係は不明であるが、その他の遺構と

の重複では溝が古い場合が多く、建物よりも先行する可能性が高い。また、 S D 1701ま B12地区SD

154か ら続くものである。 S D 177・ 179イよ南東から北西に向かって延びる。重複関係からS D178→

177の順であり、ここからもS D 170～ 172・ 178の溝群が古い傾向にあることが窺える。また、B

10・ 13地区からは珠洲 12期の出土があり、一部の建物は12世紀中頃まで遡る可能性がある。

Ⅱ期 《8棟 :S B 086。 100・ 104～ 106・ ■0。 121・ 124》

B■地区ではS B 086があり、S E04を 伴う。B12地区では I～ Ⅱ期の遺物が出土するものの、当

期に比定しうる建物は明かでない。B13地区では 調査区北西側にS B 100・ 104～ 106。 ■0がある。

柱穴の切り合いからS B 104→ S B 106の順が分かる。これらの建物群は方位を同じく揃えており、少

なくとも1度の建て替えを行いつつ存続したと思われる。また、S E08は この建物群に付随する。調

査区南東にはS B 121があり、重複関係によりI期のS D 179よ り新しいことが分かる。B14地区には

S B124があり、B12地区北西側の建物群と一連のものと考えられる。 I期ではB10・ 11地区とB13

地区の二つの建物群で展開していた。前者は当期で廃絶し、後者のみが次期へと続いていく。

Ⅲ期 《10棟 i S B081・ 087・ 091・ 102・ 108・ 109。 111・ 112・ 114・ ■5》

B9地区ではS B081がある。建物方位では IoⅡ 期に近いが、調査区内の出土遺物ではⅢ期以降

がほとんどを占めることから当期としておく。建物の東狽1は谷地形となり、さらに礫層が隆起してい

るため他の遺構の広がりもあまりない。建物群が広がるならば、北 。南・西側へ連なると思われる。

B12地区では S B 087・ 091、 B13地区ではS B 102・ 108・ 109・ 111'■ 2・ ■4・ 115がある。建物方

位を合わせ、建物群を形成している。 S B lll・ ■2・ ■4・ 115は建物位置が重複している。切り合

い関係は不明であるが、少なくとも1度の建て替えはあったようである。また、B12地区にはSD

138。 139・ 145、 B13地区にはS D 165～ 168がある。明確な囲続ではないが、区画溝と考える。
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第19図 任海宮田遺跡東地区中世 I・ I期の集落変遷
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Ⅳ期 《9棟 :S B 090・ 092～ 094・ 116～ 120》

B12・ 13地区共に調査区の南側に建物群が構築される。B12で はS E05、 B13で はS E07が伴う。

また、 S B 093と S B 094、 およびSB■ 7と SB■ 8はそれぞれ重複関係があるが、前後関係は不明

である。 I～ Ⅲ期において大型の建物が構築されていた範囲には建物が認められず、当期以降も同様

のあり方を示す。こうした傾向は西地区でも認められ、Ⅲ期からⅣ期の間で集落景観が大きく変化す

ると言えよう。

V期 《4棟 i S B088,089・ 095,098》

建物群はB12地区の中央部東側と南部東側にのみ確認される。B12地区北側にはS D 133に よる区

画が行われる。sD133の南側にはⅥ期のS D158が重複しており、南辺が存在していたかは不明であ

る。溝の南東端はS D155と 合流して途切れている。仮に南辺があつたとしても、南東の一部が開放

してたものと考えられる。 S D133底面の標高は西辺で29.8m、 北辺で29,7m、 東辺で29.6mを測り、

東側が低くなる。幅も東側で広くなる。区画溝の東辺がやや幅が広く、深くなる状態であったと言え

よう。区画内側の面積は少なくとも約818rあ る。建物や区画溝周辺の大型土坑群も当期とする。B

9地区ではS X089がある。谷地形を東西方向の石列により区切り、水田として利用していた可能性

がある。

6 SX134

番  
① SX437

誓脚
聞∝

Ⅶ期

0 30

第22図 任海宮田遺跡東地区中世Ⅷ期の集落変遷
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Ⅵ期 《2棟 :S B 096・ 097》

B12地区の南側のみに建物が構築される。建物周辺には大型土坑 S X 146。 147・ 150・ 154・ 165・

175がある。調査区中央にはS D158に よる区画が出現する。東辺中央付近に土橋を設け、出入口とし

ていた。区画内側の面積は約643♂である。区画内部にはS X127・ 130が存在したと考えられるが、

概して遺構分布が希薄である。 S D158の南東隅からは S D 159が つながる。それらに沿ってSD
149・ 160があり、 S D160は B13地区まで延びている。調査区北側にも東西方向の S D 141がありB

13地区のS D164ま で続く可能性がある。 S D158底面の標高は西辺で30.5mで、それ以外はほぼ30.0

mを測る。溝幅は東辺と南辺で広くなる。また、S D149。 159・ 160底面の標高は30.5～ 30,7mで、

S D 158よ り浅い。

Ⅶ期

掘立柱建物は存在しない。B12地区の南西部で遺構が検出される。長軸方向を東西方位に合わせた

長楕円の大型土坑がある。これらの上坑群に近接して石組井戸 S E06がある。一部の遺構からは伊万

里や唐津の出上があり、近世以降の所産のものが含まれる。

C 掘 立柱建物 につ いて
遺構変遷の中で、各建物を中心とした遺構の時期を設定した。ここでは、掘立柱建物の規模や構造

等の様相を示し、時期毎や調査区域ごとに変化や特徴がないのか確認していきたい。

(1)建物密度

1,000♂ あたりの建物棟数を、東西区域別に時期毎の変化を示す (グラフ 1)。 西地区では I期 :

1.27棟、Ⅱ期 :1.1棟、Ⅲ期1.04棟 と緩やかに減少し、Ⅳ期 :0.6棟 とI期 に比べ半減する。V期 には

0.39棟まで減少する。東地区では I期 :0.73棟、Ⅱ期 :0.53棟、Ⅲ期 :0。63棟 と推移し、Ⅳ期で0.6棟

となる。続くV期では0.27棟、Ⅵ期で0.13棟となる。

以上のように、 I期からⅢ期にかけては西地区の密度が高く、中世集落の形成当初からしばらくは

西地区に建物群が多くある景観が認められる。その後、Ⅳ期において東西地区は同様の傾向を示すよ

うになる。V期ではさらに減少するものの、東西地区は近い値を示すようになる。

(2)建物構造・面積

建物の構造を総柱・側柱構造として分け、東西区域別に時期毎の変化を示す (グラフ2・ 3)。 ま

た、面積については25♂未満 (小型建物)、 25♂以上～50♂未満・50♂以上～100♂未満 (中型建物)、

100♂以上 (大型建物)と して分けて示した (グラフ4・ 5)。 関数についても桁行 2～ 7間毎に分け

て示す (グラフ6・ 7)。

西地区の I期では総柱建物のみで構成され、Ⅱ期から側柱建物が出現するが、 50/0と 少ない。Ⅲ期

以降は4割前後が側柱建物となる。 I期からⅢ期にかけての面積は、50♂未満の建物が 6割前後を占

める。 3× 3間以下の建物も同様の割合を示す。Ⅲ期以降、約 4割が側柱建物の掘立柱建物となる。

面積はほぼ50♂未満となり、3× 3間以下の建物が約 9割を占める。Ⅳ期では総柱 。側柱建物共に50

ぽ未満となる。その中でも約15♂ を境として、それ未満の面積が側柱建物となる。ただし、Bl地区

S B017のみ、 2間 ×2間の側柱建物ながら、39,9ぜの規模を示す。V期では最大面積の掘立柱建物
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であるBl地区 S B010が側柱建物となり、規模による構造の違いは不明瞭となる。

東地区では、 I期からⅢ期にかけて総柱建物のみで建物群が構成されている。面積は50♂以上の建

物が I期では28%と 少ないが、Ⅱ期には600/0に達する。Ⅲ期には430/Oま で減少する。間数では桁行 4

間以上の建物が I～ Ⅲ期にかけて増加する。また、Ⅱ・Ⅲ期では25♂未満の建物がなく、小型建物が

建物群構成に含まれないことが分かる。Ⅳ期では一転し、25♂未満の建物がほとんどを占める。側柱

建物も現われ44%を 占め、 3× 3間以下の建物のみで構成されるようになる。V期以降も同様の傾向

にあるが、面積は25♂未満のみとなる。

このように、中世集落の開始段階では総柱建物のみであったものが、時期を降るに従い側柱建物の

比率を高めていく様相が認められた。側柱建物は東地区のⅥ期において50%を 占めるようになるが、

依然として総柱建物も存続する。ただし、V期以降では、面積による構造の違いは明瞭ではなくなる。

面積では東西地区共にⅢ期まで100♂以上の大型建物が認められるが、Ⅳ期では50♂未満の建物で占

められ、西地区では25♂未満となる小型建物の割合が高く特徴的である。また、V期以降は、西地区

で50♂以上～100r未満の中型建物が認められるが割合は少なく、50♂未満で中型・小型建物に分れ

る。東地区では小型建物のみとなる。
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(3)建物方位

各時期の建物方位について、北からの東西方向への振幅を東西地区に分けて示した (第 23図 )。 東

西地区共にI～ Ⅳ期にかけて2～ 3方位に分かれている。V期では西地区が 3方位、東地区が 1方位

となる。西地区ではBl・ 2・ 6地区に分散して建物が構築されているのに対し、東地区ではB12地

区のみにあることに起因するのであろう。Ⅵ期では東地区の 1方位になる。

また、東西棟で北から西へ傾く方位角に90° を加え、北から東方向への振幅として扱い、15° 毎に

区分して、各時期における比率を示した (グ ラフ8,9)。 それによると、東西地区共にI～ Ⅲ期で

は30° までに多くが収まる。その内、Ⅱ期までは16～ 30° が東西地区共に多い。南北棟ならば北北東、

東西棟ならば西北西となる傾向が強いと言える。西地区ではⅣ期以降、東地区ではⅢ期以降に 1～

15° や76～ 90° が主体となり、南北や東西の方位を指向する。さらに、東地区では各期を通じ、31～

60° がなく、北東や北西方位が採用されていないことが分かる。建物方位を集落内における規制とす

るならば、 I～ Ⅲ期にかけて北北東・西北西が強く意識されたが、Ⅳ期以降は南北 。東西へと変化し

た状況が読みとれよう。また、東地区ではその切り替わりが早く、Ⅲ期であったこととなる。

(4)竪穴状土坑

掘立柱建物に付随する施設として竪穴状土坑があり、今回の報告で大型土坑として示している内の

一部が該当する。掘立柱建物の内側あるいは、外側に隣接 して構築されている。ただし、前者が19棟
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10000

80%

6000

40%

20%

000

I期 Ⅱ翔 Ⅲ期 Ⅳ期 V期 Ⅵ期

■竪穴状土坑あリ ロ竪穴状土坑なし

ゴ
ー
「
■

竪穴状土坑付属率 (総柱建物のみ)

100%

800/O

60%

40%

20%

0%

I期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 V期 Ⅵ 翔

■竪穴状土坑あリ ロ竪穴状土坑なし

Ｊ
Ｉ
司
■

―
に
―
ト
ー
ト
ー
ト
ー

グラフ10 堅穴状上坑付属率 (全建物 )

100%

8000

60%

40%

20%

0%

男1

グラフ11 竪穴状土坑付属率 (総柱建物 )

②     ② ⑥

掘立柱建物内

ラフ12
第24図 竪穴状土坑 構築位置

イ′



あるのに対し、後者は 3棟 と少ない。これら竪穴状土坑は総柱建物のみに確認された。

全建物数での竪穴状土坑付属の割合を示す (グ ラフ10)。 I期 :26%、 Ⅱ期 :29%、 Ⅲ期14%、 V

期 :9°/oと なる。また、総柱建物数での害J合 を示す (グ ラフ11)。 I期 は総柱建物のみであるため、

変わらずに26%になる。Ⅱ期 :32%、 Ⅲ期 :19%、 V期 :17%で推移する。この様に建物群全体にお

いて、 I～ Ⅱ期では 3割前後に付随する。Ⅲ期で半減し、V期 には 1割に満たなくなる。ただし、総

柱建物に限ればⅢ期以降も2割弱の割合で竪穴状土坑を付属させていたことが分かる。

竪穴状土坑が確認される建物の規模を時期別に示す (グ ラフ12)。 I・ Ⅱ期ともに桁行 5間 と3間

がそれぞれ 2～ 3割程度、残りを桁行 4間が占める。Ⅲ期では桁行 4間が50%と なる。また、Ⅱ期に

は4× 7間の S B044、 Ⅲ期には4× 6間の S B48があるため、桁行 6間以上が存在する。この 2棟

には建物内でなく、外側に竪穴状土坑が隣接する。V期では桁行 3間のみに確認された。

竪穴状土坑の構築される位置の傾向を示す (第 24図 )。 建物の南辺から東辺にかけて確認される場

合が多い。また、建物の一辺全体を竪穴状土坑が占める事例は、南辺のみに認められた。

竪穴状土坑自体の規模は、短軸が建物の柱間 1間分、長軸は 1～ 3間分となるものが24基 と多い。

その他にS X37が 2× 3間分となり、 S X032～ 035は合わせて 3× 4間分を占める。また、構造は10

～30cm程度掘 り込まれた単純な形態を基本とする。覆土は単層あるいは複数層の堆積であるが、炭

化物層や焼上の形成はない。Sx0871こ は最下層に酸化鉄が沈着し、土坑底面が硬化していたことを窺

わせる。この他に、土坑内に礫を配置した一群があるが、そのあり方はそれぞれ異なる。 S X015は

土坑内の四方に石積みを巡らす。 S X021に は一部に石列が作られている。 S X033に は礫が敷き詰め

られているが、その上面は平坦に整えられていない。

今回の調査において竪穴状土坑は主に I～ Ⅲ期に、総柱建物の内の 2～ 3割程度に付設される傾向

があった。建物規模は桁行 4間以上で、土坑規模は短軸柱間 1間分×長軸柱間 1～ 3間分が中心とな

る。それらは、建物内側の外周南辺から東辺に沿って作らることが多い傾向が認められた。

d 周 辺追跡 との比 較
ここでは、任海宮田遺跡および近接する遺跡群における既存の調査報告事例を簡単に振 り返 り、B

地区での様相と比較しておきたい。

(1)任海宮田遺跡A地区 (富山県文化振興財団2006)

本報告のB地区南側に隣接する調査区域で、当事務所が平成12・ 13年度に調査した。13世紀中頃か

ら中世集落が形成され、17世紀代までの遺構変遷が示されている。それによると、13世紀中頃から15

世紀後半において、中世集落の形成 。展開が認められ、その後は規模が縮小 していく。最大面積の建

物はA3地区 S B08で、約143♂を測る。報告書時期区分の前Ⅱ期 (14世紀中頃～15世紀後半)と され、

今回のⅣ期に該当させておく。B12地区から約30m南の調査区であり、Ⅳ期に東地区南側で展開する

中・小型の建物群と関連する可能性もある。また、Al・ 4地区においても報告書時期区分の前 I期

(13世紀中頃から14世紀前半)に 中・小規模の建物が確認されている。今回のⅡ～Ⅲ期に該当し、B

13地区南東の S B 121を含めた建物群の動きを想起させる。

このようにⅡ～Ⅳ期にかけて、本報告の東地区建物群と連動した動態を垣間見ることが出来よう。
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(2)任海宮田遺跡 B～ D、 Ll・ 2、 N中地区 (富山県埋蔵文化財センター1996・ 1997・ 1998)

本報告のB地区北側、約150m程の距離をおいて位置する。国際健康プラザ建設に伴い、富山県埋蔵

文化財センターによる調査が平成 7～ 9年度に行われた。熊野川左岸に沿ったB・ C・ D・ Ll・ L

2地区に建物群が展開する。B地区では12世紀代、その他では13世紀代となる。また後者では 3期の

遺構変遷が示される。その中のLl地区には S B011162ぽ、 S B05:143♂ と大型建物が存在する。

両者ともに13世紀前半とされ、今回の I期に該当する。建物群の最終段階は13世紀後半とされ、 I・

Ⅱ期に展開する建物群と言える。また、これらの建物群から西に約250mと やや距離をおいて位置す

るN中地区では、13世紀後半～14世紀前半の建物群が確認されている。今回のⅡ・Ⅲ期に当る。

本報告の建物群とは距離が離れているため、関連する建物群の動きとして把握することは難しい。

今後本報告が行われる当事務所調査のC地区も含めて整理する必要があろう。ただし、 I～ Ⅲ期にか

けて大型建物を含んだ建物群の形成があり、Ⅳ期までに縮小・断絶する傾向にあることは、今回示し

た遺構変遷の中でも見ることができた共通の事象と言えよう。

(3)総合運動公園内遺跡群 (富山県埋蔵文化財センター1990・ 1991。 1993・ 1994)

任海宮田遺跡の南に位置する遣跡群で、南中田A・ C・ D遺跡、吉倉A・ B遺跡、任海鎌倉遺跡、

栗山猪原遺跡において中世の集落が検出されている。主に12世紀後半～14世紀代の集落である。南中

田D遺跡では13世紀代で途絶し、再び15世紀以降の建物群が検出されている。また、南中田D遺跡で

は竪穴状土坑が建物に付随する比率が高いとされる。13世紀代までを中心に、 3間 ×2間以上の規模

に伴うようである。大型建物は南中田A・ D遺跡、吉倉 B遺跡において検出されている。いずれも12

後半～13世紀代の範疇におさまり、今回の I・ Ⅱ期に該当する。この時期に主体を持ち、その後Ⅲ・

Ⅳ期と展開した後、多くの建物群は途絶する。一部にV期以降も集落が認められる。

以上の様に、任海宮田遺跡 B地区周辺の中世集落について概観してみた。 I期に開始された中世集

落がⅡ・Ⅲ期と展開する。 I～ Ⅲ期ではそれぞれ100♂以上の大型建物を有する。最大面積は今回報

告した任海宮田遺跡B4地区 S B 044の 171.1♂ となり、次いで富山県坦蔵文化財センター調査の任海

宮田遺跡 Ll地区 S B01が 162♂ となる。また、140♂前後の規模の建物は各遺跡に点在する。Ⅳ期以

降は一様に集落規模は縮小、あるいは途絶する傾向にあった。一部には存続する建物群もあるが、建

物が確認できるのはⅥ期までであった。Ⅶ期以降、つまり16世紀以降の集落構造は不明瞭となる。

e 結 び
これまで、遺構変遷を示した後、掘立柱建物の規模・構造や近隣の調査事例などについて見てきた。

最後にそれらを基に集落変遷を I～ Ⅲ、Ⅳ、V・ Ⅵ、Ⅶ期にまとめ直して、結びとしておきたい。

I期 において総柱建物からなる集落が、西 。東地区で開始される。Ⅱ期以降では側柱建物が加わっ

て建物群を構成していく。建物方位は自然流路や谷状地形により建物群が分断されるためそれぞれ違

いはあるが、概ね北北東・西北西への指向が強い。また、竪穴状土坑は I～ Ⅲ期では、建物群の 2～

3割に付随する。先述した南中田D遺跡までには及ばないが、比較的高い率で確認された。建物密度

では I～ Ⅲ期にかけて西地区の方が高く、50♂以上の建物数も多い。特にB4地区では最大面積の建

物が I～ Ⅳ期を通じて検出され、経営の中心的な役割を担っていた可能性が高い。西地区では側柱建

物の小型建物が徐々に増加してくる。大型建物を中心に、中型 。小型建物が付随している。一方、東

地区では小型建物がなく、大型 。中型の総柱建物で集落が構成される傾向がある。このように、東西
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地区では集落景観にやや相違が認められる。東地区では母屋 :大型建物、副屋・倉庫 :中型建物によ

り建物群をなしていたと見なす。これに対し、西地区では小型建物が加わる。それらは、 I～ Ⅱ期で

は 2× 2間の総柱建物、Ⅲ期では 1× 2間の側柱建物となる。前者は倉庫、後者は簡易な小屋的な建

物が想定される。つまり西地区では母屋 :大型建物、副屋 :中型建物、倉庫 :小型建物の構成の他に、

母屋 :中型建物、副屋・倉庫 :小型建物という組み合わせも想定される。有力層のB4地区建物群の

周辺に、それよりも規模の劣る建物群が随伴するように展開していた見ることもできよう。

Ⅳ期からは東西地区共に4割ほどが側柱建物となり、建物密度も同じとなる。中型・小型建物によ

る構成になるが、面積は50♂未満のみとなる。このような側柱構造の増加や建物規模の縮小は、富山

県内の調査事例からも指摘されている (高梨2004)。 建物方位は南北・東西方向が多くを占めるよう

になる。特に東地区ではほとんどが小型建物となり、景観が一変する。 I～ Ⅲ期までの集落構造から、

新たなそれへと変わる転換期にあたると言えよう。

V期以降は建物構造・密度ともに東西地区に大きな隔たりはなくなる。また、Ⅵ期に至ると西地区

の集落は断絶し、東地区のみとなる。東地区は S D 133・ 158に よる区画が継続して作られる。区画外

に小型建物が散在し、建物や溝周辺に大型土坑が作られていく。その内側に建物は確認されず、他の

遺構や遺物の分布も希薄である。こうしたあり方から、日常的な居住空間とは考えにくい。

Ⅶ期には東地区のB12地区に不整形の上坑などが認められるのみである。Ⅶ期以降は居住域として

積極的に利用されず、耕地化が進んだものと考えられる。他の地区も含め近世の遺物が出土すること

から、調査区域外に居住域が移動し存続していた可能性がある。

以上のように、 I期に成立した集落が、Ⅱ・Ⅲ期と東西地区において展開した。こうしたあり方は

周辺の調査区や遺跡とも符合する動きであつた。大型建物に居住する有力層が主体となり、開発を進

めたものと思われる。その中でも、B4地区では近接する遺跡群を含めても最大面積となる建物が存

在することが注目される。こうして、 I～ Ⅲ期と営まれてきた集落は、Ⅳ期を転換期として規模を縮

小 していく。続 くV・ Ⅵ期は熊野川寄りの東地区に中心をおく。当該期の建物群は周辺の調査区や遺

跡においても少ない。ただし、B12地区では建物の検出は少ないものの、遺物の出土は比較的多 く認

められる
註4。
また、溝による区画が継続して作られていることから、この区画された空間を必要とし

た人々の存在が窺われる。具体的な内容は不明であるが、何らかの活動・行為を目的としたものと思

われる。いずれにせよ、建物構造の変化や居住域の移動も踏まえ、V期以降の集落構造は再検討され

る必要があろう。Ⅶ期には集落は断絶、あるいは移動する新たな転換期をむかえたと考えられる。

さて、任海宮田遺跡の報告はA・ B地区と行われてきた。今後、残るC地区について報告される予

定である。その成果も踏まえ、任海宮田遺跡における中世集落の動態をとらえていく必要があろう。

(青山 晃 )

註 1 大型掘立柱建物 (S B201・ 202)に 関して武田健次郎 (2001)で は、須恵器胎土Ⅱ・Ⅲ群の杯

蓋の形態から出土遺物の上限を8世紀前半と捉え、建物変遷から大型掘立柱建物の時期を8世紀後半

～ 9世紀前半の時期と暫定的に年代観を与えた。また灰釉陶器については大半が包含層から小片で出

土したため、建物廃絶後に近隣建物群の捨場として利用されたものと推測した。しかしながら次年度

の周辺地区の調査状況や出土遺物の組成および分布状況から、当建物群で利用されたことが分かった。

また須恵器胎土Ⅱ・Ⅲ群の解釈からⅢ・Ⅳ期の建物群と仄釉陶器の使用時期が同じと判断したため拙

稿の解釈とは異なる結果となった。
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註 2 任海宮田遺跡で典型的に認められる竪穴住居が、当時の建物において小型であるという理由に
ついては森 隆 (2000)で詳細に述べられている。

註 3 まず、報告書に掲載され、時期が比定された遺物の数量を地区毎に把握した。該当する時期と

した遺物の数量が、地区内で 1割以上の比率となる場合、「出土多い」として扱った。

註 4 B12地区においては、 S D 133。 158に よる区画内には遺物の分布は少ないものの、調査区南側
を中心に出土する傾向が強く、出土点数も地区毎で比べると最も多 く出上している。多 くの掘立柱建

物を確認したB4地区の 2倍弱の出土量があり、B12地区でⅣ・V期の遺物も一定量出土しているこ

とが要因であると思われる。詳しい組成や分布については第Ⅱ章第 8節「中世の土器組成」を参照さ

れたい。
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第Ⅱ章 考察

任海宮田遺跡 B地区出土の古代土器組成

はじめ に

任海宮田遺跡では、Bl・ B6地区やB12・ 13地区を中心に古代の集落遺構の分布が確認された。
とりわけBl地区では竪穴住居以外に大型の掘立柱建物が検出され、一帯をまとめていた在地有力層
の建物と推定されている。また、大型掘立柱建物の周辺からは多量の上師器 。須恵器の他に、破片で

260点の灰釉陶器や127点の墨書土器などがみられ、任海宮田遺跡の中でも中核的な状況が確認されて

いる。また、B6地区では、 9世紀後半の土師器焼成遺構が確認されており、土師器生産の場として

機能していたことが判明している。一般に集落遺跡から出土する多くの上器類は集落から離れた場所

から流通によってもたらされたものである。出土した土器の中には猿投産の灰釉陶器や洛北産の緑釉

陶器など遠隔地からもたらされたものがあり、当時としては価値の高い品物の一つとして扱われてい

た。その一方で、須恵器はおよそ郡単位内で生産されたとみられ、土師器についてはより在地色の強

いものである。製塩土器は沿岸部周辺で製塩生産を目的としてのみ焼かれた土器である。このような

土器類については何らかの方法や手段を経て当地までもたらされ、利用されたものばかりである。こ

れらの土器類を種類毎に分類 。計数を行い、その内容や組成について検討を加えていくことは、土器

類を保有・利用した人々の経済的地位、階層、生業などを解き明かしていく上で、必要不可欠な作業

であると考えられる。そこで、今回はB地区で古代の遺構が確認されたBl地区・B2地区・B6地

区・B12地区・B13地区の 5地区について出土した古代の上器類すべてを対象に土器組成について分

析していくことにする。

l 分析方法
分析の対象とした土器類はBl地区、B2地区、B6地区、B12地区、B13地区から出土した古代
の土器のすべてである。土器は各種類別に分類し、計数は破片数で行った。また、杯や椀などの供膳

具については口縁部・体部・底部といった部位別ごとに表し、最低個体数の推定として底部を大

(2/3以上残存のもの)、 中 (1/2以上残存のもの)、 小 (1/2未満残存のもの)に細分した。更に便宜的

に大が 1点で 1個体、中が 2点で 1個体、小が 8点で 1個体として最低個体数を求めた。分布図は出

土地点と数量を2mメ ッシュ内で破片数を計数した。分布図に示したドットは0■などの記号を使い、

数量をその大きさをもって表した。ただし須恵器の杯と土師器の椀については口縁部や体部、底部と

いった破片のすべてをドットすると膨大な量のために、傾向が出にくくなることが予想されたため、

底部のみの分布とした。また、用途別組成に分けた場合、供膳具 (杯 。椀・鉢・皿・高杯・蓋 。盤な

ど)、 貯蔵具 (須恵器奏・壼・横瓶)、 煮炊具 (土師器甕・蝸)、 硯 (円面硯 )、 製塩 (製塩土器)、 土

錘、その他 (器形が判別できないもの)に分類した。

2 各地区における傾向
今回取り扱った地区は古代の遺構が確認されているBl・ B2・ B6・ B12・ B13地区の 5地区で

ある。これらの地区で確認されている建物は、掘立柱建物12棟、礎石建物 1棟、竪穴住居36棟が検出
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されている。まず、任海宮田遺跡 B地区全体の出現率を概観 し、順次各地区毎に述べていく。更に、

B2地区 。B12地区・B13地区の建物群のような竪穴住居で構成されているような一般的な集落と、

Bl地区やB6地区の建物群のような大型掘立柱建物や礎石建物を伴うような一般集落とはやや異に

する地区とに分けても傾向をみていくことにする。

Bl地区の遺構としては、主として 9世紀代を中心に大型掘立柱建物を含む掘立柱建物 7棟で構成

されており、次に10世紀前半頃になると竪穴住居 7棟で構成されるようになる。これらの建物群は、

報告書本文中のまとめで建物群 1と して扱っているものである。特に大型掘立柱建物は在地有力層の

建物と考えられている建物で、建物群の周囲からは多量の灰釉陶器・墨書土器・土錘・鉄製品などが

確認されている。このため、建物群 1は任海宮田遺跡の中でも重要な場所として考えられている。B

2地区はBl地区と隣接 した地区で西南端に竪穴住居 4棟 (建物群 2)が確認されている。B6地区

では礎石建物 1棟、掘立柱建物 5棟、竪穴住居11棟 (建物群 3)で構成されている。稀少な遺構とし

ては土師器焼成遺構が検出されている。 B12地区では竪穴住居 3棟 (建物群 4)、 B13地区では竪穴

住居が■棟 (建物群 5)確認されている。建物群 2・ 建物群 4・ 建物群 5は竪穴住居を中心とした一

般的な集落であると考えられている。

これら5地区から出上した土器類の総点数は67302点 にのぼる。種類としては土師器 。須恵器・黒

色土器 。赤彩土師器・墨書土器・灰釉陶器・緑釉陶器・陶硯類・製塩土器・土製品 (土錘・羽口)な

どがある。 5地区で土器破片′点数が最も多 く出土した地区は、Blと B6地区であり、ほぼ同数でそ

れぞれ27362点 、27264点であった (表 1)。 次に多いのがB13地区で7125点 を数え、他にB12地区の

3880点、B2地区の1671点 となっている。こうしてみると、Bl地区とB6地区の出土破片点数が他

地区に比べて突出していると言うことができる。また、単純に調査平面積で害↓って、 1♂単位あたり

の出土破片数を算出した場合、Bl地区で10点 /♂、B6地区で 7点/♂、B13地区で1.2点 /♂、B2

地区で0.6点 /だ、B12地区で0.6点 /♂ となり、Bl・ 6地区が他地区に比べ出土密度も高いことが分

かる。種類別組成では最も多 く出土したのが土師器で42603点 出土 している。これは総破片点数の

63.3%に相当する比率である (第 1図 )。 次に多いのが須恵器で19493点 で総破片点数の28,9%を 占め

ている。赤彩土師器の2297点 (3.4%)、 黒色土器の1458点 (2.2%)と なっている。他に、灰釉陶

器・緑釉陶器の326点 (0.50/0)、 土錘・羽口などの土製品で456点 (0.70/0)、 製塩土器の227点 (0.3%)

などがある。最も多 く出上した土師器の中で特に多いのが椀皿類で29944点であり、全体の総破片点

数の450/O、 土師器の中では実に70%と 高い出現率を占めている。須恵器の中では杯皿類と壷瓶類がそ

れぞれ9354点 と10080点 でほぼ500/Oづつ占めており、貯蔵具の占める割合の高さがうかがえる。また、

過去に分析した任海宮田遺跡A地区註
1に
比べて、赤彩土師器・黒色土器・灰釉・緑釉陶器の占める割

合が高いといえる。

用途別組成でみると最も多 く出土しているのは供膳具で43672点である。これは総点数に占める割

合の64.90/0に あたる (第 1図 )。 次に多いのが煮炊具で12561点 (18.6%)、 貯蔵具で10211点 (15。2%)

であり、煮炊具と貯蔵具はほぼ似たような出現率を示している。他に上錘や羽口などの土製品で456

点 (0。 70/0)、 製塩土器で227点 (0,3%)、 陶硯類 (円面硯や風字硯など)で 19点 (0.1%)、 その他で

156点 (0.20/0)である。このようにみると煮炊具の18,6%は やや低率であり、貯蔵具の15。2%は任海

宮田遺跡A地区と比較した場合やや高い比率であることが分かる。

供膳具の個体数の推定については、墨書土器土器を含めた須恵器の杯類で685イ団体、皿類で39個体、

蓋 (つ まみのみの個体数)で 158個体、土師器の椀類で2371個体、皿類で139個体となっている (表 2)。
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また、黒色土器の椀類で116イ固体、鉢類で21個体、皿類14個体で、赤彩土師器の椀類で247個体、皿類

で40イ団体となっている。灰釉陶器では椀30イ団体、皿で17個体となる。須恵器の杯類と土師器の椀類を

比較すると、 2:8の 割合となり、いかに土師器椀の占める割合が高いかが分かる。また、墨書土器
については杯の数が47個体 となり、杯全体の685イ固体を割ると、およそ15個 に 1個の割合で墨書され

ている計算になり、椀についてはおよそ20イ固に 1個の割合で墨書されていることになる。このように

みると、墨書される杯や椀が割と少ないことが分かる。

(1)Bl地 区 (表 1・ 第 1～ 6図 )
Bl地区についてみると、種類別組成では破片点数27362点の中で最も多 く出土したのは土師器で
17610点 を数える。これはBl地区出上の破片点数の64.30/0に 相当する出現率である。次に多いのが

須恵器で8120点であり29.70/Oを 占めている。赤彩土師器の493点 (1.80/0)、 黒色土器の358点 (1.30/0)、

土錘・羽回の319点 (1.2%)がつづ く。他に、灰釉陶器・緑釉陶器の261点 (0,9%)、 墨書土器の127

点 (0.50/O)、 製塩土器の72点 (0,30/0)な どがある。緑釉陶器は 1点のみの出土である。灰釉陶器は猿

投産の黒笹90号窯式が主体であるが、中には尾北産のものも少量含まれる。墨書土器では「平」が最

も多く、「安」「上」なども含まれる。灰釉陶器、墨書土器ともに出現比率では全体の 1%に も満たな

いが、絶対数では他の地区より突出していることが特記できる。また、須恵器の中には陶硯類が含ま

れており、識字層の存在がうかがえる。上記以外 |こ も漁労に使用される土錘が303点 みられ、製塩土

器も72点出土している。また、土器類以外では鉄製品の出土が39点ある。

器種別組成でみると、須恵器の杯Aと杯 Bの底部のみの比率は杯Aで 39.20/O、 杯 Bで 60.8%で有高

台の杯 Bが比率が高い。また、皿の底部のみの比率は皿Aで43.90/O、 皿 Bで 56.10/0で皿Bがやや高い。

また、甕類と壷類の比率をみると59%と 41%で甕類がやや優占している。壷の中で出現率をみると董

類・小壼で61,00/O、 広口重・長頸壷・双耳壼 。細頸壷で32.90/O、 短頸壷・蓋 ,直口壷で4.60/O、 横瓶・

平瓶で1.5%と なっている。このうち、重類・小壷としたものは体部で器形の判別ができなかったも

のであり、これらの壷類を除いた場合、広口壼・長顎重・双耳壼・細頚重がかなりの出現率であるこ

とがわかる。土師器の椀と皿の比率は椀で96.5%、 皿で0.5%と椀が著しく優占している。椀について

は無高台の椀Aで93.5%、 有高台の椀 Bで6.5%であり、椀☆の害」合が卓越している。皿については皿

Aで 60.40/0、 皿 Bで39.6%と 無高台の皿Aの 占める割合が高い。黒色土器については椀と皿の比率は

椀で97.1%、 皿で2,9%と 椀が著しく優占している。さらに、椀の中では無高台のAが 89.2、 有高台の

椀 Bが 10.80/Oと 椀Aが優占している。赤彩土師器についても椀と皿の比率は椀で82.0%、 皿で18.00/O

で椀が高い比率を占める。皿については有高台の皿Bが76.50/oで皿Aは 23.50/Oに過ぎない。墨書土器

については須恵器と土師器の比率は須恵器が23.60/O、 土師器が76.40/0と 土師器の比率が高い。須恵器

杯につてみると杯Aで 65%、 杯 Bで 350/Oで杯 Aの比率が高い。土師器椀は椀 Aで 86.1%、 椀 Bで

13.90/Oで椀Aの比率が高い。これは、墨書土器が無高台の土器のものの比率が高いといえる。

用途別組成では最も多 く出土しているのは供膳具で19714点 である。これは総点数に占める割合の

72.0%に あたる。次に多いのが貯蔵具で6108点 (22.3%)で あり、これは今回分析 した 5地区の中で

最も高い出現率と言える。煮炊具は1133点 (4.10/O)で あり、これは貯蔵具と対照的で 5地区の中で

最も少ない出現率となっている。他に土錘や羽口などの上製品で319点 (1.1°/o)、 製塩土器で72点

(0.30/0)、 円面硯や風字硯などの陶硯類で 4点 (0.1°/o)、 その他で12点 (0.1%)と なっている。こう

してみると供膳具の占める割合が大部分を占め、煮炊具が著しく少ないことがみてとれる。

分布をみると全体的に大型掘立柱建物を中心に北西から南東にかけて帯状に分布している。個別に
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みると須恵器杯・蓋はIRIね大型掘立柱建物周辺を中心に分布していることが分かる。皿・鉢に関して

は、大型掘立柱建物周辺を中心に分布しているのに加え、東南にある谷の落ち際に分布している。壷

類や奏類については大型掘立柱建物から北束周辺を中心に密布している。土師器・黒色土器・赤彩土

器の椀皿類については大型掘立柱建物周辺を中心に分布している。土師器の甕 。渦は竪穴住居を中心

に出土し、小型甕は大型掘立柱建物周辺に分布している。灰釉陶器は大型掘立柱建物から北東周辺を

中心に分布している。墨書土器は竪穴住居を中心としながらも、散在傾向にある。

(2)B2地 区 (表 1、 第 1・ 7～ 9図 )

B2地区についてみると、破片点数1671点である。このうち最も多く出上したのは土師器で1117点

を数える。これはB2地区出上の破片点数の66,80/0に相当する出現率である。次に多いのが須恵器で

466点 であり土器点数の27.9%を 占めている。赤彩土師器の65点 (3.9%)、 黒色土器の 4点 (0.2%)、

土錘・羽回の 1点 (0。 1%)がつづく。他に、灰釉陶器・緑釉陶器の 2点 (0。 1°/o)、 墨書土器の16点

(1.0°/o)な どがある。用途別組成で最も多く出土しているのは供膳具で785点である。これは総点数

に占める割合の47.0%にあたる。次に多いのが煮炊具で588点 (35。 20/0)、 貯蔵具で260点 (15.5%)で

あった。他に土錘や羽口などの上製品で 1点 (0,1°/o)、 その他で37点 (2.20/0)と なっている。こうし

てみると、Bl地区やB6地区に比べて種類別組成で土師器の占める割合はさほど差はないが、用途

別組成で椀皿類の供膳具力�70/Oで、煮炊などに使用された甕や蝸などの煮炊具の占める割合力湘5.2%

とやや高くなっているのがみてとれる。

分布については須恵器杯・蓋や墨書土器については竪穴住居群と南北に走る溝を中心に出土してい

る。須恵器壷・甕類については溝を中心に分布傾向にある。土師器や赤彩土師器の椀皿類は竪穴住居

群とその周辺で出土している。土師器の甕・蝸類は竪穴住居群を中心に出上している。このようにみ

ていくと、椀皿類などの供膳具や甕・蝸などの煮炊具は竪穴住居群 (建物群 2)を 中心に出上してい

ることがいえる。

(3)B6地区 (表 1、 第 1。 10～ 16図 )
B6地区については、土器点数27255点の中で最も多く出土したのは土師器で16217点を数える。こ

れはB6地区出上の土器点数の59.50/0に相当する出現率である。次に多いのが須恵器で7743点であり

上器点数の28.4%を 占めている。赤彩土師器の1673点 (6.10/0)、 黒色土器の1053点 (3.90/0)、 土錘・

羽口の109点 (0.4%)がつづく。他に、灰釉陶器・緑釉陶器の60点 (0,30/O)、 墨書土器の254点

(0。 9°/o)、 製塩土器の146点 (0.5%)な どがある。概ねBl地区と類似した組成で、土師器 (椀類 )

の出現率が高く、また黒色土器 。赤彩土師器・墨書土器がやや多い傾向にあることが窺える。また、

土製品でフイゴの羽口が63点 と他地区に比べて多い出土量である。灰釉陶器は黒笹14号窯式が出上し

ており、緑釉陶器は洛北産の軟質のものが出上している。墨書土器については「成」が最も多く出土

しており、他に「礼」「安」「上」などがみられた。また、陶硯類としては円面硯が、特殊な須恵器と

しては鳥形須恵器もみられる。また、土器類ではないが石製品として石帯が建物群 3か ら2点出上し

ている。

器種別組成でみると、須恵器の杯 Aと杯 Bの底部のみの比率は杯Aで64.2%、 杯 Bで35.8%で無高

台の杯 Aの方が比率が高いことが分かる。また、皿では底部のみの比率が皿Aで 29.5%、 皿 Bで

70.50/Oで皿 Bの比率が高い。また、奏類と壼類の比率をみると67,9°/oと 32.10/Oで 奏類が高い比率を占

めている。重の中で出現率をみると広口壷 。長顕壷・双耳壷・細頚壼で56.90/O、 壷類・小壼で31.5%、

短頸壺・蓋・直口壼で7.50/O、 横瓶・平瓶で4.10/0と なっている。このうち、壺類・小壷としたものは
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体部などで器形が判別できなかったものであり、これらの壷類を除いた場合、広口壼・長頸壷・双耳

壼・細頸重が比較的高い出現率であることがわかる。土師器の椀と皿の比率は枕で94.6%、 皿で5.40/O

と椀が著しく優占していることが分かる。椀については椀Aで91.30/O、 椀 Bで 8.70/0で あり、無高台の

椀Aの割合が著しく高い。皿については皿Aが 9.20/O、 皿 Bで 90,80/Oと 有高台の皿Bが高い比率で出現

している。黒色土器については椀と皿の比率が椀で99.50/0、 皿で0.50/0と ほとんど椀で占められている。

さらに、椀の中でも無高台の椀Aが97.6%、 椀 Bが2.40/0と 椀Aが優占している。赤彩土師器について

は椀と皿の比率は椀で90.20/O、 皿で9.80/0で 椀が高い比率を占めている。皿では有高台の皿Bが85。 7%

で皿Aは 14。 30/0に過ぎない。墨書土器では須恵器と土師器では須恵器が35.40/O、 土師器が64.60/Oと 土

師器の比率が高い。須恵器杯は杯Aで 66.10/O、 杯Bで33.90/Oで杯Aの比率が高い。土師器椀は杯Aで

96%、 杯 Bで 40/0で杯Aの比率が高い。墨書については無高台のものの方が比率が高いといえる。灰

釉陶器では椀と壼類でみた場合、椀で46.7%、 壷類で53.30/0で あつた。また緑釉陶器では椀で88.90/O、

皿で11.10/0と なっている。

用途別組成では最も多く出土しているのは供膳具で19028点 である。これは総点数に占める割合の

69.80/0にあたり、Bl地区と同様に高い出現率となっている。次に多いのが煮炊具で5188点 (19,0°/o)

であり、貯蔵具で2686点 (9.80/0)であった。他に土錘や羽口などの土製品で109点 (0.4%)、 製塩土

器で146点 (0.50/0)、 円面硯や風字硯などで13点 (0.1%)、 その他で85点 (0,3%)と なっている。B

l地区では出現率が低い煮炊具がB6地区では19°/Oを 占めている。その一方で、Bl地区では220/Oで

あった貯蔵具は、B6地区では低 く9.80/0と なっている。こうしてみると椀皿類などの供膳具が多い

のは、実際に使用されたもの以外に、土師器焼成遺構で焼かれた椀類の失敗した破片が多 く含まれて

いることが一要因と考えられる。このことは後述する分布で、土師器焼成遺構周辺に密布しているこ

とからもうかがえよう。

分布をみると全体としては北北東から南南西にかけて帯状に分布しているが、集中的に出土してい

るのはやはり建物群が分布している範囲である。個別にみていくと須恵器杯・皿・蓋については掘立

柱建物群や竪穴住居群を中心に分布しており、須恵器の双耳瓶 。広口壼・長頸壷を除く壷や横瓶につ

いてもほとんど粗密なく建物群を中心に散在している。双耳瓶・広口壼・長顕壷や甕類に関してはど

ちらかというと土師器焼成遺構周辺を中心にやや集中している傾向が見て取れる。土師器の椀や赤彩

土師器、黒色土器の椀類は掘立柱建物群や竪穴住居群を中心に分布しており、特に土師器焼成遺構周

辺に出土量が多い傾向にある。また、捐や甕類については掘立柱建物や竪穴住居群を中心に出土して

いることがみてとれる。緑牙由陶器や灰釉陶器については掘立柱建物などの建物群周辺を中心に出上し

ている。土錘についてはやや建物群から離れたところに散在している。羽回は土師器焼成遺構周辺で

分布が確認されている。製塩土器は建物群の周辺に分布している傾向にある。墨書土器については建

物群周辺からの出土傾向が見てとれる。陶硯類については散在傾向で、建物群からやや離れたところ

から確認され、鳥形須恵器は礎石建物の南側から出土している。

(4)B12地区 (表 1、 第 1。 17～ 21図 )

B12地区についてみると、破片点数3880点の中で最も多く出上したのは土師器で2925点 を数える。

これはB12地区出上の破片点数の75,30/0に相当する出現率である。次に多いのが須恵器で907点であ

り、23.30/Oを 占めている。他に赤彩土師器の32点 (3.2%)、 黒色土器の 5点 (0,1%)、 土錘・羽日の

2点 (0.1°/o)がある。灰釉陶器・緑釉陶器の 1点 (0.1°/o)、 墨書土器の 2点 (0.1°/o)、 製塩土器の 6

点 (0.20/0)な ども確認されている。用途別組成では最も多く出上しているのは煮炊具で2573点であ
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り、これは総点数に占める割合の663%に あたる。次に多いのが供膳具で1038点 (26.70/0)である。

他に貯蔵具で245点 (6.30/0)、 土錘や羽口などの土製品で 2点 (0,1%)、 製塩土器で 6点 (0.2%)、 そ

の他で16点 (0.4%)と なっている。このようにみていくと、煮炊用の甕・蝸類などの煮炊具の多さ

が指摘できる。

B12地区の建物群は調査区北端に集中して立地している。全体の遺物分布をみると、遺構周辺でも

分布しているのだが、全体としては散在的で、あまり傾向が現れていない。須恵器杯・蓋・壼・甕や

土師器 。赤彩土師器椀皿については遺構周辺に特に集中することはなく、漠然とした分布で、甕や小

型甕については、やや竪穴住居内から出土していることがみてとれる。灰釉陶器・土錘・製塩土器・

墨書土器については散在傾向で、遺構との整合性もみられない。

(5)B13地区 (表 1、 第 1・ 22～ 27図 )

B13地区についてみると、破片点数7125点の中で最も多 く出土したのは土師器で4729点 を数える。

これはB13地区出上の破片点数の66.3%に 相当する出現率である。次に多いのが須恵器で2255点 であ

り上器点数の31.6%を 占めている。赤彩土師器の34点 (0.5%)、 黒色土器の34点 (0.5%)、 土錘・羽

口の25点 (0.3%)がつづ く。他に、灰釉陶器・緑釉陶器の 2点 (0.1%)、 墨書土器の43点 (0.6%)、

製塩土器の 3点 (0.1%)な どがある。墨書土器としては「式」聯亀足」と判読できるものがみられた。

また、土器類ではないが、石帯で透孔の入る九輌が 1点出土している。用途別組成において最も多く

出土しているのは供膳具と煮炊具でそれぞれ3097点 と3078点であり、これは総点数に占める割合の

43.4%、 43.20/0に それぞれ相当する。次に多いのが貯蔵具で913点 (12.8%)、 土錘や羽回などの土製

品で25点 (0.30/0)、 製塩土器で 3点 (0.1°/o)、 円面硯や風字硯などで 2点 (0.1%)、 その他で 6点

(0。1%)と なっている。

B13地区の古代の遺構は調査区全体に分布しているわけではなく、南東端に竪穴住居群が集中して

いる。そのため、遺物全体の分布も竪穴住居群の分布とほぼ一致し整合性がみてとれる。須恵器杯・

蓋は調査区全体に分布しているものの、竪穴住居群にやや集中している。須恵器の壼類と甕類は建物

群周辺からの出土が多 く、横瓶は散在傾向にある。土師器椀類や鋼奏類は調査区全体に散在している

ものの竪穴住居群の周辺から高い密度で出土している。土錘や羽口といった土製品については概ね竪

穴住居群の周辺に多 くみられる。墨書土器については4割程度が竪穴住居から出土している。

3 比 較分析
ここでは、各地区における建物群の様相をふまえて、一般的な集落とやや異なる集落との比較を試

みる。ここで言う一般的な集落とは竪穴住居を主体とした建物群であり、B2地区の建物群 2、 B12

地区の建物群 4、 B13地区の建物群 5がこれに相当する。これらの建物構成は、建物群 2で竪穴住居

4棟、建物群 4で竪穴住居 3棟、建物群 5で竪穴住呂11棟であり、合計18棟からなっている。その一

方で、一般的な集落とはやや異なる建物群としては在地有力層の建物と推定されている大型掘立柱建

物が確認されているBl地区の建物群 1と 礎石建物や生産の場である土師器焼成遺構などが検出され

たB6地区の建物群 3である。建物群 1は掘立柱建物 7棟、竪穴住居 7棟で構成されており、建物群

3は掘立柱建物 5棟、礎石建物 1棟、竪穴住居11棟で構成されている。

一般的な集落に相当するB2・ 12・ 13地区の種類別土器組成では、土師器が69。 20/Oで優占している。

次に多いのが須恵器で28.6%を 占めている。他に赤彩土師器の1.0%、 墨書土器の0.50/O、 黒色土器の

O.3%、 土錘・羽回のO.20/Oがある。灰釉陶器・緑釉陶器 (0,1%)や、製塩土器 (0,1°/o)も 確認され
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ている。用途別組成では最も多いのが煮炊具で49。 20/Oを 占めている。次に多いのが供膳具で38.8%で

ある。他に貯蔵具 11.20/O、 土錘や羽口などの上製品で0.2%がある。また、陶硯類・製塩土器で各

0.1%づつ出現している。器種別組成でみると、須恵器の杯Aと杯 Bの底部のみの比率は杯Aで 59.5%、

杯 Bで40.5%で 無高台の杯 Aの比率が高いことが分かる。また、皿では底部のみの比率が皿Aで

35.7%、 皿Bで64.3%と なり、皿 Bの比率が高い。また、甕類と壼類の比率をみると67.7%と 32.3%

で甕類が高い比率を占めている。壷の中で出現率をみると壼類・小壼で453%、 広口重 。長顎壷・双

耳壷・細頸壷で34.1%、 短頸壷・蓋・直口壼で10.5%、 横瓶・平瓶で10.10/0と なっている。このうち、

壷類 。小壼としたものは体部などで器形が判別できなかったものであり、これらの壷類を除いた場合、

広口壼・長顎壼・双耳壼・細頚重がやや高い出現率であることがわかる。土師器の椀と皿の比率は椀

で97.4%、 皿で2.60/0と 椀が著しく優占している。椀については無高台のAで 88.60/O、 有高台のBで

11.40/Oであり、椀 Aの割合が著しく高い。皿については皿☆が44%、 皿 Bで56%であり、皿☆と皿B

との間に10%程度の差がある。黒色土器の椀は、無高台の椀Aで83%、 椀 Bで 17%と 椀Aが優占して

いる。赤彩土師器については椀と皿の比率がそれぞれ92.6%と 7.4%と なり、椀の比率が考しく高い。

椀は椀Aで68,4%、 椀 Bで 31.60/0と なり、椀Aの 占める割合が高い、皿では有高台のBが200/Oで無高

台のAは 800/0と なっている。墨書土器では須恵器と土師器の比率をみると須恵器で67.2%、 土師器で

32.80/0と なり、須恵器の占める割合が高い。須恵器杯では杯Aで 88.60/O、 杯 Bで 11.4%と なり杯Aの

比率が高い。土師器椀は椀Aで70%、 椀 Bで30%で椀Aの比率が高い。墨書については無高台のもの

の比率が高いといえる。

このようにしてみると、Bl地区・B6地区とB2地区・B12地区・B13地区を比較した場合、種

類別組成においては土師器が60～ 70%、 須恵器が30%で さほど差はみられない。しかし、土師器の用

途別組成をみると、B2地区・B12地区・B13地区では煮炊具が49.2%と 出現率で最も高い。それと

は対照的に、Bl・ B6地区では椀類の供膳具が優占していることが一般集落との最も大きな相違点

である。また、黒色土器・赤彩土師器・灰釉陶器・緑釉陶器については、出現率においては、B2・

B12・ B13地区の 2～ 7倍の出現率を示している。また、黒色土器についていえば、 4～ 13倍 という

高い出現率を示している。このようにみると、Bl地区とB6地区では煮炊用の甕蝸が少なく、椀類

の供膳具が多い傾向にある。また、緑釉陶器・灰釉陶器、黒色土器の出現率も
二般集落よりも高いこ

とがいえる。器種別組成でみると須恵器の杯については概ね杯△よりも杯Bが優占しているが、Bl

地区では杯 Bが60.80/0と Aよ りも多 く、他の地区と逆転した比率を示している。壷類と甕ではすべて

の地区において奏が約60～ 70%を 占めていることがいえよう。土師器の椀と皿の比率はどこの地区で

も90°/。以上が椀であり、椀Aが900/O以上を占めている。黒色土器の椀についてもよく似た傾向を示し

ており、椀と皿の比率は椀が90%以上を占めている。また、椀でもAの方がBよ り優占している。

4 竪 穴住居 にお け る土器組成 (表 3・ 4、 第 28図 )
一般に竪穴住居から出土する破片数でみた場合、土器類は日常生活で使用されたであろう土師器と

須恵器で占められる。特に、土師器が 7～ 8割ほどを占める場合が多く、これは煮炊具として甕禍な

どの大型のものが破片となり数が多 くなることが主要囚と考えられる。以下に破片点数が100点 を上

回る竪穴住居をピックアップし、時期ごとに竪穴住居の出現傾向をみてみる。

I期の竪穴住居はB12・ B13地区に立地しており、建物群 4(S123・ 24・ 25)、 建物群 5(SI

27・ 32・ 33・ 34)の計 7棟である。これらのうち破片点数が100点以上の竪穴住居は S123。 SI
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27・ S132・ S133で あった。 S123を みると種類別組成では概ね土師器が80%以上と大半を占めて

いる。用途別組成では煮炊具である甕蝸類が80%を 占めている。 S127・ 32・ 33に ついてもやはり土

師器で60～ 75%ほ どを占める。用途別では煮炊具が60%以上と優占している。供膳具についてはやや

ばらつきがあるものの20～ 40%を 占めている。 S127については貯蔵具が他の竪穴住居に比べて比率

が高く10%を 占めている。

Ⅱ期になると西側地区でも竪穴住居が確認されるようになる。竪穴住居が確認された地区はB6地

区とB13地区で計 4棟で構成されている。このうちS114・ S126・ S131の 3棟で破片点数が100

点以上確認されている。B6地区では建物群 3に属するS114があり、竪穴住居以外としてはBl地

区で掘立柱建物である S B 203、 B6地区で掘立柱建物 S B211・ 213な どがみられる。B13で はSI
26・ 31・ 35があり、 3棟で構成されている。 S114・ 26,31の 3棟ともに土師器の占める割合が高

い。用途別組成でみるとB6地区の S114を 除けば、概ね煮炊具で700/O、 供膳具で25%、 貯蔵具で

4%と いう出現率である。

Ⅲ期で竪穴住居が確認されているのはB2・ B6・ B13地区で計 9棟で構成されている。B6地区
では竪穴住居 S112・ S115,S117・ S118の他に掘立柱建物の S B210がある。これらのうちS

112・ S115,S117・ S130が 100点以上確認されている。種類別組成をみると全体として土師器
の占める割合が高いが、B6地区の竪穴住居では須恵器・土師器以外の焼物も一定量含まれる。B6

地区の用途別組成をみると明らかに供膳具の多いことが指摘できる。70～ 80%の高い出現率であり、

B13地区のS130の煮炊具が大半を占め、供膳具が300/O前後である状況とは対照的である。B13地区

については供膳具が優占することはなく、Ⅱ期と同様に煮炊具が大半を占めている。

Ⅳ期の竪穴住居は西側のB2・ B6で検出されており、東側からは竪穴住居がみられなくなる。こ

の時期はBl地区の建物群 1を 中心とする S B 202で ある大型掘立柱建物やそれに伴うS B204・ SB
205が配置される時期でもある。また、B6地区の建物群 3に伴う土師器焼成遺構と掘立柱建物 SB

208の 時期に相当する。 B2地区ではS110の 1棟 と、B6地区ではS113,S116・ S119。 SI

20の 4棟の計 5棟が確認されている。これらのうち、破片点数が100個体以上の住居はS113,SI

16・ S119の 3棟である。全般に土師器が大半を占めており、用途別組成では供膳具が高い出現率を

示しており、 S116で は86.3%を 占めている。

V期 はBl・ B2・ B6地区で確認されている。Bl地区ではS101～ S107の 7棟が、B2地区
ではS108,09の 2棟が、B6地区では S121・ S122の 2棟がそれぞれ確認されている。これらの

うち、 S101,S102,S104・ S107・ S108・ S121の 6棟が100点以上確認されている竪穴住

居である。B6地区のS121を 除けば、土師器が80～ 90%と 高率で占めている状況がみてとれる。ま

た、赤彩土師器や緑釉陶器 。灰釉陶器なども少量含んでいる。また、 S102か らは墨書土器が 6点ほ

ど確認されている。用途別組成ではB2地区の S108を 除けば供膳具の占める割合が70%以上を占め

ており、その反面、煮炊具が占める割合は200/O未満と低い出現率になっている。B2地区の S109で

は若干煮炊具が供膳具を上回るかたちとなっている。B6地区のS121で は供膳具が70%と 卓越して

おり、煮炊具は25%に とどまっている。この時期の竪穴住居の組成比率はBl・ B6地区出上の土師

器椀が多いことに起因してか、供膳具の占める割合が高いことがいえる。

以上、竪穴住居で時期ごとにみてきた。こうしてみると、まず種類別組成については須恵益の占め

る割合が時期が下ると共にやや減少傾向にあることがみてとれよう。また、黒色土器や赤彩土師器に

ついてはⅢ期～Ⅳ期に占める割合が増加することがわかる。他に、竪穴住居の帰属時期が同じでも、
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地区ごとに大きく傾向が異なることが確認された。一般的な集落であるB12地区やB13地区とそうで

ないBl地区やB6地区の竪穴住居では、Bl地区やB6地区の竪穴住居の方が供膳具の占める割合

が非常に高いということがあげられる。これについては、実際、竪穴住居における使用形態の違いに

よるものなのか、又は混ざり込みによるものかは判断し難い。

5 ま とめ

以下に、B地区全体、Bl地区、B6地区、B2・ 12・ 13地区に大きく分けて土器組成について箇

条書きで示し、まとめとしたい。

(1)B地 区全体の出土破片点数の出土量をみると、地区によって偏 りがあり、Bl・ B6地区の両

地区を合わせるとB地区全体の 8割 にものぼる。種類別組成をみると、土師器と須恵器の出現率は

63.3%と 28.9%と なっている。他に赤彩土師器 (3.4%)、 黒色土器 (2.2%)、 灰釉・緑釉陶器 (0.5%)、

土製品 (0。7%)、 製塩土器 (0.3%)で ある。このようにみると土師器の占める割合が高いことがいえ

る。また、過去に分析した任海宮田遺跡A地区と比べて、赤彩土師器・黒色土器・灰釉・緑釉陶器の

占める割合が高い。また、用途別組成をみると、B地区全体では供膳具が64,90/0と 優占しており、中

でも椀類の占める害J合が高い。貯蔵具の占める割合も15.20/0と 任海宮田遺跡A地区に比べて高く、そ

の一方で煮炊具の18.6%は 低率であるといえる。地区 (建物群)に よっても種類別組成や用途別組成

において違いがあり、竪穴住居を中心とする一般的な集落 (B2・ B12・ B13地区)においては土師

器の中でも甕蝸などの煮炊具が優占している。その一方で、在地有力者の居宅とみられる大型掘立柱

建物が位置するBl地区や、礎石建物や土師器焼成遺構が検出されているB6地区では、煮炊具の占

める割合が低 く、椀類が卓越している状況がうかがえる。Bl地区やB6地区では緑釉陶器・灰釉陶

器、黒色土器の占める割合が高く、出現率ではB2・ B12・ B13地区の 2～ 7倍にのぼる。更に、黒

色土器についていえば、B2・ B12・ B13地区の 4～ 13倍 ということが言える。また、一つの試みと

して、供膳具の最低個体数を算出してみた。 B地区全体の須恵器杯類で685個体、皿類で39個体、土

師器椀類で2371個体、皿類で139個体となり、あらためて土師器椀を多用していたかが分かる。

(2)Bl地 区の出土破片点数は27362点 であった。種類別組成で最も多 く出土 したのは土師器で

64.3%、 須恵器で29,7%、 赤彩土師器で1.80/O、 黒色土器で1.3%、 土錘・羽口で1.2%、 灰釉陶器・緑

釉陶器で0.9%、 墨書土器で0.5%、 製塩土器で0.3%の 出現率であった。用途別組成では供膳具で

72.0%、 貯蔵具で22.3%、 煮炊具で4.1%、 土錘や羽口などの土製品で1.1%、 製塩土器で0.3%、 円面

硯や風字硯などの陶硯類で0。 1%、 その他で0.1%と なっている。供膳具が72.0%と 優占しているし、

貯蔵具も22.3%と 他の地区に比べて高い比率である。その一方で煮炊具が4.1%と 著しく低率であった。

分布をみると調査区の北西から南東にかけて帯状に分布しつつ、概ね大型掘立柱建物などの建物群を

中心に密布している状況であった。また、墨書土器土器は竪穴住居にやや集中していることがうかが

えた。

(3)B6地 区の出土破片点数は27255点 であった。種類別組成で最 も多 く出土 したのは土師器で

59.50/oの 出現率であった。次に須恵器で28.4%、 赤彩土師器で6.1%、 黒色土器で3.9%、 土錘・羽口

などの上製品で0.4%、 灰釉陶器・緑釉陶器で0.3%、 墨書土器で0.9%、 製塩土器で0.5%と なってい

る。用途別組成では供膳具で69.80/O、 煮炊具で19,00/O、 貯蔵具で9.8%で、土錘や羽口などの上製品で

0.40/O、 製塩土器で0.5%、 陶硯類で0.1%、 その他で0.30/0と なっている。Bl地区では出現率が低 く

かった煮炊具がB6地区では19.0%を 占め、その一方で、Bl地区では22.3%であつた貯蔵具は、B
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6地区では低く9.8%と なっている。分布をみると、概ね建物群に密布していることがうかがえた。

土師器の椀や赤彩土師器・黒色土器は土師器焼成遺構を中心に出土しており、緑釉 。灰釉陶器は掘立

柱建物付近に密集している傾向にある。また、鳥形須恵器は礎石建物の南側に分布している。

(4)B2・ 12・ 13地区の出土破片点数は12676点であった。種類別組成では、土師器が69.2%で優占

し、須恵器で28.6%、 赤彩土師器で1.0°/O、 墨書土器で0.50/0、 黒色土器で0,3%、 土錘・羽口などの土

製品で0.20/O、 灰釉陶器・緑釉陶器で0.1°/O、 製塩土器で0.1%と なっている。用途別組成では煮炊具で

49.20/O、 供膳具で38.80/O、 貯蔵具■.20/O、 土錘や羽口などの上製品で0.20/O、 陶硯類・製塩土器で各

0.10/oづつ出現している。分布についてはB2地区で、概ね竪穴住居と南北にのびる溝を中心に分布

している。B12地区は散在傾向にあるが、土師器の甕類については竪穴住居 (建物群 2)付近からや

やまとまって分布している。B13地区では竪穴住居群 (建物群 5)か らまとまりをもって分布してい

る。

(5)竪穴住居を時期ごとに種類別・用途別紅成をみた場合、種類別組成については須恵器の占める

割合が時期が下るにつれてやや減少傾向にあることがうかがえた。また、黒色土器や赤彩土師器はⅢ

期～Ⅳ期に占める割合が増加している。

以上、任海宮田遺跡B地区の古代土器組成の様相を箇条書きで示した。今回はB地区の上器組成比

率の基礎的データの提示に重点を置いた。そのため、他の遺跡との比較や検討といつたことがらにつ

いては、ほとんど言及していない。今後とも同様な手法によリデータの蓄積をし、他の遺跡との比較

検討を通じて総合的に任海宮田遺跡の位置づけを行っていく必要があろう。 中村 亮仁

註 1 中村亮仁「任海宮田遺跡A地区における古代の竪穴住居の上器組成について」『任海宮田遺跡
発掘調査報告 I』 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 2006
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表 1 任海宮田遺跡B地区古代出土遺物破片数集計表
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表2-2 供膳具の部位別破片数集計表
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表3 竪穴住居の種類別土器組成
住 居 時 期 須 薫 器 土 師 器 黒 色 土器 施釉陶器 梨 第 十器 十 純 合 計

S123

I期

0 0 0

S124 5 0 0 fl

S125 2 0 0 0

S127 0 0 0 0

S132 212 0 2

S133 0 0 0 0

S134 ユ 49 0 0 0

S114

Ⅱ期

155 2 2 0

S126 0 0 0

342 6 1 0 0 458

2 6 0 0 0 0 8

S111

Ш期

0 0 0

ST1 2 156 6 0 281

S115 2 0

S117 17 2 0

S118 4 0

磁 8 74 0 0 0

S129 1 5 0 0 0 6

S130 2 0 0

S136 0 2 0 0 3

ST1 0

Ⅳ期

7 0 0 0

S113 7 0 0

S116 183 5 I 0 299

S119 0 2 0

S120 0 0 0 0 0

V期

1 0 II 0 530

S102 2 5 0 1 170

S103 0 0

S104 螂 1 0 0

6 0 1 0 0 0

Ы06 0 l 0 0

2 0 3

S108 0 0 0 1 145

Ы09 0 1 0 0 0

S121 48 7 0 2 0

S122 4 0 0

表4 竪穴住居の用途別土器組成
住 居 快 膳 具 貯 蔵 具 煮 炊 具 裂 塩 土 錘 その他 合 計

RT2£

I期

0 0 0

S124 1 0 0 0

ST25 2 0 0 0

0 0

STn2 100 2 0

S133 47 1 69 0 0

RT34 6 0 0 0

S114

Ⅱ期

2 0 0 202

ST26 4 0 1

S131 0

ST35 0 0

l

Ⅲ期

0

2 6 0 0

SI 5 2 0 0 lR0

団 7 4 2 0 0 288

S118 1 0 0

ST28 1 0 0 0

S129 l 0 0 0 6

S130 0 0 ユ

S136 1 1 0 0 0 2

S110

Ⅳ期

1 0 0 0

S113 0 0 0

S116 258 1 0 0 299

Sこ19 2 0 0

S120 0 0 0

S101

V期

8 0 0

S102 155 6 0 1 0

STOR 5 0 0 0

S104 256 0 2 0 298

ST05 6 0 0 0

SЮ6 4 0 0 0

ST07 7 0 0

SЮ8 0 1 0 145

ST09 0 0 0 l

S121 2 0 0

ST22 0 0 40

3/



竪穴住居の種類別組成

霊 須恵器 □ 土師器 霧 黒色土器 □ 赤彩土師器 霞 墨書土器 □ 施釉陶器 ■ 製塩土器 □ 上錘

竪穴住居の用途別組成
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第28図  竪穴住居出土の上器組成比率
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墨書土器について

はじめ に

任海宮田遺跡は、当財団によって平成12～ 14年度にかけて調査が実施された。年度順にA～ C地区

に大別される。地区割については第 1図で示した。B地区は、Bl～ B14地区まであり、墨書土器は

B地区全体で335点確認されている。その内識字できたものは185点 となる。識字した文字には「平」

「成」「弐」「上」「軋」「安」「大」「田」「万」「□成」「城長」聯電足」「西家」などがある。

B地区では、建物群が 5箇所あり、集落の中心の1つ と考えられる西側のBl・ B6地区の建物群

と竪穴住居で構成されたB2・ 12・ 13地区では出土遺物の傾向に顕著な差が窺える。このため墨書土

器についても集団間の差が窺えるのではないかと考えた。

B地区の墨書土器は、それぞれの建物群で同一文字が集中する傾向にあり、その帰属集団を象徴す

るものとして中野由紀子氏 (2001・ 2002)イよ指摘している。また、富山県埋蔵文化財センターや富山

市教育委員会の過去の調査でも、任海宮田遺跡や、その周辺に位置する吉倉B遺跡・南中田D遺跡・

栗山拮原遺跡においても、「◎」「式」「城長」「柴」「真」「小林」「□林」などの特定の文字が一定量

纏まって出土している。これら当遺跡付近一帯の集落は、古代に出現し、10世紀まで著しく成長を遂

げた集落であり、この付近一帯の開墾に携わった集団として、同様の目的で経営された集落と考えら

れる。ここではB地区で出土した墨書土器の分布状況や文字、胎土・器種構成を比較し、この一帯の

耕地開発に携わった集団の様相の一端を窺ぃたい。

a 墨書土器の分類
3点以上出土した同一文字は「平」「上」「安」「成」「大」「軋」「弐」「城長」の 8文字がある。そ

のうち「平」「上」「成」「式」については文字の書き方に違いが窺える。それぞれ 2～ 3程度に分類

することが出来た。分類文字は第 3図に図示した。以下に内訳を記述する。

。「平」は楷書で書かれたもの (分類 1)と 草書で書かれたもの (分類 2)の 2種類に大別できる。

識字総数は44点あり、そのうち分類 1は■点、分類 2は23点認められる。

・「上」は2画目と3画目を続けて書かないもの (分類 1)と 2画日と3画 目を続けて書くもの (分

類 2)の 2種に大別できる。識字総数は5点あり、そのうち分類 1は 3点、分類 2は 2点である。

・「成」は楷書で書かれたもの (分類 1)と 草書で書かれたもの (分類 2)、 3画目が楕円形に書か

れやや記号化したもの (分類 3)の 3種に大別できる。識字総数は95点あり、そのうち分類 1は 8点、

分類 2は44点、分類 3は 29点認められる。また「成」については「□成」や「成□」と2文字で墨書

されたものが 2点出上している。

・「弐」は楷書で書かれたもの (分類 1)と 草書で書かれたもの (分類 2)の 2種類に大別でき、識

字総数は7点ある。そのうち分類 1は 2点、分類 2は 2′点認められる。

b 墨書土器の組成
B地区で出土した文字毎の数量については表 1に示した。墨痕を含めた墨書土器全体の組成比率は、

須恵器38%・ 土師器62%と なり、土師器の比率が多い。須恵器は、杯類80%・ 杯蓋150/O・ 皿 5%で、

土師器は、椀880/O・ 皿 90/0。 甕0.50/O・ 蝸0。 50/0と なり、須恵器では杯類、土師器では椀類が多数を
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「 平 I介緬 ¬

44I平 I分類 2 1 1 1 1 26-73
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「 成 I介緬 1
I厄尾 I 委目2 43 1 14 1 2 1 2^ウ 38
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IFヱ I 1

Iミ 1分類 刊 1 1

「 試 I介麺 2
I這正 l ヌミ〒 1

I上 I分輌 1 1 11～ 1
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iZ冦
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Iジ(1 1

「 童II
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「 尾吾 I 27

少 数 の 文 宇
▽

`士

F翌呂
1

等 150 150 4 44 1 1 1 7 3 1
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占める。土師器では更に、土師器76%・ 黒色土器 9%・ 赤彩土師器150/Oの割合となる。

これまでの任海宮田遺跡の調査やその周辺の遺跡 (吉倉 B遺跡や南中田D遺跡)の墨書土器の組成

について考察した越前慶祐氏 (1994)の研究がある。その結果と比較すると、吉倉 B遺跡では組成比

率が、須恵器51%・ 土師器が49%と なり、器種ごとでは、須恵器が杯類78%。 杯蓋220/O、 土師器が椀

95%。 皿 5%と なり、土師器では更に、土師器73%・ 黒色土器 5%。 赤彩土師器22%の害J合 となる。

また、この吉倉 B遺跡の傾向は、近隣の南中田D追跡やこれまでの任海宮田遺跡の組成比率も同様の

傾向を示すようである。B地区の場合、須恵器と土師器の比率が吉倉 B遺跡と異なるが、器種ごとの

比率や土師器のうち黒色土器や赤彩土師器の占める割合はほぼ同等である。このことは、 9世紀後半

～10世紀初頭のⅢ・Ⅳ期の建物群 1・ 3が集落の中でも中核的な領域を形成する建物群であり、それ

らの位置するBl・ B6地区で多量に墨書土器が出土したことに起因すると考えられる。北陸では須

恵器供膳具に対 し、土師器供膳具の生産が 9世紀後半から増加することが指摘されており、建物群

1・ 3で土師器供膳具を多量に消費したため吉倉 B遺跡よりも、土師器の割合が須恵器に比べ高い比

率になったと考えられる。しかし、器種や黒色土器、赤彩土師器に対する墨書の選別については同様

の方針が働いていたものと考えられる。

表 1を参考に文字ごとの組成を比較すると、「成」や「式」では須恵器と土師器がほぼ同数で、「平」

では土師器の割合が高 く、「上」「安」「軋」ではすべて土師器となる。文字別墨書土器の時期別分布

帯を示す表 2をみると、Ⅲ期に中心をもつ「成」「弐」とⅣ・V期 に中心をもつ「平」「上」「安」「礼」

とで差が認められることから、上記の結果は、墨書土器の時期差が反映しているものと考えられる。

c 墨書土器の分布 について
墨書土器の出上位置は、建物を検出したBl・ 2・ 6・ 12,13地区について第 5図～第14図にドッ

トで表示し、 ドットの横に報告書番号を明示した。またドットについては、第 1節の古代土器の分布
と同様の方法で図示している。但し、数量については個体数でカウントした。第 5～ 11図 までは墨痕

の付着した破片も含めて図示し、第12～ 14図は地区別に文字の分類ごとに出上位置を表示した。

Bl地区 :出土した墨書土器の個体数は101点で、そのうち識字できたものが「平」「上」「安」な

ど59点ある。須恵器は25点あり、建物群 1の場所もしくはそのやや東側に分布する。土師器は76点あ

り、そのうち黒色土器 6点、赤彩土師器 5点 を数える。土師器においても須恵器と同様、建物群の場

所もしくはそのやや東側から墨書土器が出土している。墨書土器以外の遺物が建物群を中心に広く分

布する (第 1節参照)のに対して、墨書土器が建物群のやや東寄りに分布することは、土砂の堆積過

程で東寄りに遺物が流れ込むのではなく、塁書土器の廃棄のされ方が他の遺物と異なる可能性がある。

河川 S D019が西側のB2地区に存在したものと考えられるが、建物を挟んで反対側に廃棄されてい

るようである。河川を利用した祭祀とは関係のない利用のされ方であったと推測される。文字では

「平」が最も多く、B地区全体で出土した「平」44点中41点がBl地区で出土しており、93%がBl
地区から出上したことになる。また他の3点 もBl地区周辺のB2・ B4地区からの出土であり、建

物群 1と 関係の深い文字と考えられる。この他「上」「安」もBl地区で認められる文字群である。
「上」「安」についてはヽ文字が体部に書かれている。

B2地区 :出土した墨書土器の個体数は10点で、そのうち識字できたものが「平」「大」など8点

を数える。須恵器が 6点、土師器が 4点出土しており、建物群 2の竪穴住居周辺で多く確認されてい

る。建物群 1や 3と は明らかに出土数量に差が認められることや、「平」が 2点出土しているのに対

,7



し、「成」が認められていないことから、建物群 1と の関係が示唆される。「大」については、西側建

物群全体に少数認められることから、「平」「成」とは異なる性格の利用のされ方をした可能性がある。

B6地区 :出土した墨書土器の個体数は174点で、そのうち識字できたものが「成」陣し」など102

点ある。須恵器は67点あり、建物群 3の建物の位置から多く出土している。土師器は107点あり、黒

色土器13点、赤彩土師器 9点を数える。須恵器と同様、建物群の配置と同じように分布しており、建

物群 1と は分布状況が異なる。文字では「成」がもっとも出土量が多く、B地区全体で出土した「成」

95点のうち91点がB6地区から出土しており、全体の96%を 占める。他の 4点 もB6地区周辺のB

l・ B4地区で出土しており、建物群3と 関係の深い文字と考えられる。また「卓し」と書かれた文字

がB6地区で一定量認められる。建物群 1の「安」や「上」と同様、文字が体部に書かれる。このほ

か「□成」の墨書や、一個体しか認められないが「西家」や「城長」が確認されている。「成」につ

いては、次年度調査のC地区でも多く確認されており、分布域は更に北狽1に広がっていたようである。

またC地区では「家成」や「斐家成」などの人物名と考えられる文字群が確認されている。C地区で

1ま 「成」の分布域が人物名の分布域と重なることなどから、それらの人物名を省略した意味など何ら

かの関連を示している可能性が高い。「西家」については、B6地区の南側であるがA14地区でも、

「北奈」が出上している。「城長」についてはB14地区でも確認されており、過去の調査
註1で
もB13。

14地区の周辺で集中して出土しいる。また周辺遺跡の吉倉B遺跡でもみつかっていることから、「城

長」については、県内の研究者によって様々な説が述べられている。

B12地区 :出上した墨書土器は個体数で、 3点を数える。すべて判読不明で、須恵器 1点、赤彩土

師器 2点である。建物群4と は分布域と時期が異なることから、流れ込みと考えられる。

B13地区 :出土した墨書土器は個体数で、32点を数える。そのうち識字できたものが「式」など10

点ある。須恵器は23点あり、土師器は9点で、そのうち赤彩土師器が 3点ある。須恵器・土師器とも

に、建物群 5の建物群の配置と分布が重なるものも多いが、流れ込みと考えられる遺物も認められる。

文字では「弐」が 9点出上しており、「弐」と識字できた墨書土器は、建物群 5の竪穴住居とほぼ配

置が重なることから、建物群 5と 関係の深い文字と考えられる。そのほか「縄足」の墨書が 1点認め

られており、人物名と考えられる。聯亀足」は前述した周辺の過去の調査やC地区の東側でも分布の

集中が確認できることから、建物群 5に関連する可能性が高い。

d 施 文字位置等の検討
文字の施された位置については表 2～ 4に まとめた。墨書土器は、ほぼ共膳具に限定して墨書され

ており、蓋以外の容器の内面には墨書されない。須恵器杯蓋以外の施文字位置については、各建物群

と関連性が高いと考えられる「平」「成」「弐」などの文字は底部外面に書かれるものが多い。一方各

建物群ごとに集中が認められるものの出土量が少ない「上」「安」「軋」については体部中央に書かれ

る。また建物群ごとに集中が認められず、建物群全域で少数認められる「大」「廣」については底部

外面に施される傾向にある。

文字の大きさは、図4で示した長さと幅を測定し表 2～ 4に まとめた。表 1では、文字ごとの長さ

について最小・最大の範囲と平均の大きさを示し、図15。 16には分類ごとの時期別分布と「平」「成」

の大きさの分布を示した。文字の大きさは、長さの平均が2.5cm前後のものが多い。時期別に文字の

大きさに顕者な差は認められないが、「弐」などのⅢ期のものに比べ、V期の「上」はやや小さい傾

向が窺える。また「平」では、分類 1が横長に墨書されたのに対し、分類 2では縦長に墨書される傾

ν



向が窺える。「成」については分類ごとに顕著な差は窺えない。

墨書土器の胎土は、須恵器では文字に関係なく肉眼観察 1群または4群が主体であり、両者はB地

区において普遍的に認められるものである。集落内で一般的な様相をもつ 1群や 4群の器が墨書の対

象とされる一方で、仏器模倣と考えられる丁寧な作 りの 2・ 3群土器や緑釉・灰釉陶器には墨書が施

されないことなど、墨書の利用形態に傾向が窺えた。土師器については土師器焼成遺構の製品と考え

られる 3・ 5群のものが、「平」「成」に多 く含まれるのに対 し、「弐」は 3・ 5群が含まれない。

e ま とめ

文字群ごとの分布傾向では、建物群 1・ 2では「平」、建物群 3では「成」、建物群 5では「式」が、

建物群を経営した集団を象徴する文字と考えられる。建物群 2は 「平」の数量が少量であり、建物の

構成や他の出土遺物の傾向から、恐らく建物群 1の集団に従属していたものと推定される。文字群の

分布から、B地区では最盛期のⅢ期の段階で、少なくとも3つ の集団が集落の運営に携わっていたも

のと考えらる。その中では、管理する側とされる側が存在し、Bl地区のⅢ・Ⅳ期の建物群 1は管理

する側の典型であり、B2地区の建物群 2は管理される側の典型であろう。B6地区の建物群 2につ

いては、「成」の分布範囲から集団規模が更に北側に広がる可能性や、遺構や出土遺物の傾向から手

工業生産に携わっていた可能性があり、Ⅲ・Ⅳ期の段階では管理集団の一部と考えられるが、その中

核域は別であつたと思われる。 B13地区の建物群 5は、「式」の分布範囲が東や北に更に広がること

や、建物構成や出土遺物の傾向から、Ⅲ期では建物群 2と 同様の管理される側の集団であったと考え

られる。なお管理側の建物群 1や建物群 3に収穫物を保管しておく大規模な倉庫群が形成されていな

いことから、収穫物は管理者の本拠地か、あるいは更に上位の支配者層に速やかに納入されていた可

能性が考えられる。管理者の本拠地あるいは上位の支配者が、平野の東西どちらの方面の勢力か検証

するため、須恵器の墨書土器について文字ごとに胎土分析 (資料数54点 )を行なった。分析の結果

(第 4分冊第 1章参照)、 須恵器の大半が平野東部の金谷窯の製品であり、平野西部の古沢窯と産地不

明のX領域のものが若干確認されている。文字ごとに産地の傾向は窺えず、肉眼観察でも偏 りは認め

られないことから、製品の大半が平野東部であるものの時期的な傾向の可能性もあり、集団の帰属は

不明である。また、これらの墨書土器が器の所有を示すのか、祭祀などに利用されたのか、あるいは

生産地から運搬する際の識別のために利用されたのか判然としないが、使用痕の著しい灰釉陶器や緑

釉陶器などには墨書が認められない一方で、須恵器・土師器などの一般的な供膳具が墨書の対象とな

っている。これらは管理側と考えられる建物群 1・ 3で多量に出土し、管理されている側でも少量出

土することから、「平」「成」「式」については、管理側が貸与したものを識別できるように施したも

のの可能性がある。また管理側の集団では灰釉陶器や緑釉陶器などを使用していた可能性が高い。

(武田 健次郎 )

註 1 富山市教育委員会  『富山県総合運動公園内遺跡群試掘調査概要Ⅱ』1989
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表2 墨書文字一覧 (1)

遺物番号 図面番号 文字写真 出上位置 種類 器種 文字 文字分類
文字の大きさ

施文字位置 胎 土
長 さ 幅

11 320 317 Bl― S101 土師器 椀 A 成 2 外底・中央 5君羊

Bl― S102 土師器 椀A 平 l 3 外底。中央 5君羊

Bl― S102 土師器 抗A 平 2 外底・中央 5審羊

Bl‐ S102 土師器 椀A 平 2 ■3 外底・中央 2春羊

322 322 Bl‐ S103 上師器 椀A 田 体部・中央 正 位 l君羊

322 Bl‐ S103 土師器 椀A 平 2 外底。中央 2群

323 Bl― SP2013 須恵器 杯A 廣 3 夕枷筆下方 4群

323 Bl― SP2022 黒色土器 皿 B 平 不 明 外底・中央 1群

202 Bl― SP2055 土師器 椀A 記号? 体部・中央 1群

325 BlもP2058 土師器 椀 上 1 体部・中央 正位 1群

325 Bl‐SP2066 土師器 皿 A 平 1 外底。上半 2群

B}SX001 土師器 椀A 平 2 外底。中央 2群

372 B}SX001 土師器 皿 B 平 2 外底。中央 3群

373 Bl SX001 須恵器 杯蓋 平 不 明 3 外天丼。中央 1群

329 315 Bl SX001 土師器 椀 A 平 2 外底・中央 5群

329 Bl SX001 土師器 椀 上 2 体部・中央 正位 1群

377 Bl SX001 土師器 椀A 上 1 外底。中央 5群

378 329 Bl‐SX001 土師器 椀 上 2 体部。中央 正位 3群

Bl‐SX00 赤彩土師器 椀A 上 l 11 体部。中央 正位 1群

380 Bl SX00 土師器 椀 A 生 2 外底・中央 5群

382 329 320 Bl SX00 黒色土器 椀 安 体部。中央 横位 2群

450 Bl SD20 須恵器 杯 A 平 2 外底・中央 1群

Bl‐SD20 須恵器 杯 B 平 不 明 3 外底・中央 4君羊

452 Bl‐SD20 赤彩土師器 杭 A 平 2 外底・中央 1群

453 Bl SD20 土師器 椀 A 平 l 外底・上半 5君羊

473 332 Bl SD217 須恵器 杯蓋 平 l 4 外底・右方 4君羊

332 315 Bl‐SD217 須恵器 皿 B 平 2 外底・中央 3群

475 315 Bl‐SD217 赤彩土器 杭B 平 2 外底・中央 1群

Bl‐SD217 須恵器 杯A 平 不明 外底・中央 4群

500 Bl SD218 須恵器 杯蓋 平 2 外天丼・中央 1群

332 Bl SD218 土師器 椀A 平 l 外底・中央 5群

895 B] 土師器 椀 A 平 l 知表・中央 5群

896 B] 土師器 椀A 平 不明 外底・中央 5群

B] 須恵器 杯A 平 1 外底・下方 1群

898 344 B 須恵器 杯B 平 1 4 外底。中央 1群

B 土師器 椀 A 平 2 外底・中央 5群

B 土師器 椀 A 平 2 外底・中央 5群

B 土師器 椀 A 平 2 外底・中央 3群

B 土師器 平 2 体部。中央 横位 5群

B 須恵器 杯 B 平 2 外底。中央 1群

B 須恵器 杯 蓋 平 2 5 内天丼・中央 4群

905 B 赤彩土師器 皿 B 平 2 4 2 外底・中央 l群

906 B 赤彩土師器 椀 B 平 2 外底・中央 1群

907 344 B 須恵器 杯 B 平 2 外底・中央 4群

908 344 B 土師器 椀 B 平 2 外底。中央 5群

B 須恵器 杯A 平 不明 外底。中央 6君羊

345 B 土師器 椀A 平 2 外底・中央 5群

345 B 土師器 椀A 平 不明 外底・中央 3群

345 B 土師器 抗A 平 2 外底・中央 5君羊

B 土師器 椀A 平 不明 外底。中央 5君羊

B 須恵器 杯A 平 不明 外底・左方 4群

B 土師器 椀B 平 1 外底・中央 2群

918 B 土師器 椀A 安 体部・中央 正位 5群

320 B 土師器 椀 安 体部。中央 正位 1群

B 黒色土器 椀 安 体部・中央 横位 5群

922 322 B 須恵器 杯A 万 体部・中央 横位 1群

345 B 須恵器 杯 A 成 3 1群

345 B 黒色土器 椀 A 成 2 2 外底。中央 2群

345 B 赤彩土師器 椀 A 大 外底。中央 1群

B2 須恵器 杯 A 言己号 4群

B2 土師器 椀 A 平 1 外底・中央 1群

322 B2 土師器 椀 A 平 不 明 3群

323 353 B2 土師器 椀 A 生Or千 2群

353 B2 須恵器 杯A 大 外底。中央 4君羊

′θイ



表3 墨書文字一覧 (2)

遺物番号 図面番号 文字写真 出上位置 種類 器種 文字 文字分類
文字の大きさ

施文字位置 胎土
長さ 幅

1325 B2 須恵器 杯A 余 外底・左方 4群

1326 353 B2 須恵器 杯A 嘉 外底。中央 4群

1327 須恵器 杯A 大 外底。上方 1群

356 B4 土師器 椀A 平 l 外底・中央 5群

455 B4 土師器 椀 千 体部・中央 正位 1群

356 B4 土師器 椀A 成 3 2 外底・上方 5群

B6-S114 須恵器 杯B 成 3 外底・左方 4群

B6-S114 須恵器 杯A 成 3 外底・上方 1群

579 B6‐S115 赤彩土師器 椀A 成 1 外底・中央 1群

580 317 B6‐S115 須恵器 杯B 成 2 外底・上方 6群

B6‐S115 黒色土器 椀A 成 3 外底・中央 1群

582 B6-S115 須恵器 杯蓋 成 3 外天丼・中央 1君羊

583 359 B6-S115 黒色土器 皿 成 3 体部・中央 逆位 2群

585 B6-S115 須恵器 杯 A 成 不明 外底・中央 6群

322 B6‐S116 土師器 皿 B 芳□ 外底。上方 5群

B6‐S116 土師器 椀A 成 不 明 3 外底。中央 3群

B6‐S116 土師器 椀A 成 3 外底・中央 2群

B6‐S117 須恵器 杯B □成 外底・中央 4群

642 B6‐S117 土 師器 椀A 成 2 外底・中央 5群

B6〔亜17 土 師器 椀A 成 2 3 外底・上方 5群

644 B6-S117 須恵器 杯 A 成 1 外底・中央 1群

360 B6-S117 土師器 椀 A 成 不 明 外底・中央 2群

B6‐S118 須恵器 杯 蓋 成 3 外底。中央 1群

B6-S118 須恵器 杯 A 成 l 外底・左方 1群

B6-S118 土師器 椀A 成 3 外底・中央 3群

B6-S119 土師器 椀A 成 不 明 外底・中央 3群

B6-S119 土師器 皿 B 成 不 明 外底。中央 2群

B6‐SP2113 黒色土器 椀A 成 3 外底。中央 1群

B6もP2■ 3 須恵器 杯A 成 不明 外底・中央 6群

B6SP2■ 3 須恵器 杯 A 成 2 外底・下方 4群

715 B6-SP2114 赤彩土師器 椀A 成 2 外底・中央 1群

739 B6-SP2134 須恵器 杯A 成 2 外底・中央 1群

B6‐焼成遺構 土師器 椀A 成 2 外底・右方 2群

1842 365 B6‐焼成遺構 赤彩土師器 椀A 成 2 外底・左方 l群

365 317 B6‐焼成遺構 須恵器 杯A 成 2 外底・中央 6群

1844 B6SK1259 土師器 椀 A 成 2 外底・中央 3群

1845 B6-焼成遺構 赤彩土師器 皿 B 成 l 3 外底・中央 1群

319 B6‐焼成遺構 須恵器 杯蓋 成 2 外天丼・下方 4群

365 B6‐焼成遺構 須恵器 皿 B 成 2 外底。中央 4群

B←焼成遺構 須恵器 杯 A 成 不明 外底。中央 1群

B6‐焼成遺構 赤彩土師器 椀 A 成 2 外底・中央 1群

365 317 B6-焼成遺構 土師器 椀 A 成 2 外底・右方 5群

B6焼成遺構 須恵器 杯 A 成 2 外底・上方 群

1852 B6‐焼成遺構 須恵器 杯 孟 成 2 内天丼・左方 群

1876 B6もK 赤彩土師器 椀 A 成 不 明 外底・中央 群

B6‐SK 黒色土器 椀A 成 3 外底・中央 群

365 B6-SK 235 須恵器 杯A 成 3 外底・中央 群

367 B6‐SK 須恵器 杯A 成 □ 6群

B6‐SK 253 土師器 椀 軋 体部・中央 正位 2群

B6-SK 257 土師器 椀A 成 2 3 外底・中央 3群

367 318 B6SK 須恵器 杯蓋 成 2 2 内天丼・左方 4群

319 B6SK 263 上師器 椀A 成 3 3 外底。中央 3群

1921 367 B6SK 赤彩土師器 皿 B 成 3 外底・中央 1群

1922 367 B6もK 赤彩土師器 皿 B 成 3 外底。中央 l群

1927 B6‐SK1268 須恵器 杯A 成 不明 4君羊

1930 367 B6‐SK1270 赤彩土師器 椀A 成 2 2 外底・中央 1群

1931 317 B6-SK1270 土師器 椀 A 成 1 外底・中央 2群

1932 367 B6SK1270 土師器 椀 A 成 3 外底・中央 5群

367 B6SK1270 土師器 椀 A 成 1 外底・中央 5群

B6‐SK1270 赤彩土師器 皿 B 大 3 外底・中央 1群

B6SK1270 黒色上器 椀A 成 3 外底・中央 2群

B6SK1276 須恵器 杯 B 成 3 外底・左方 1群

1957 B6‐SK1321 須恵器 杯 B 成 2 外底・中央 4群

B6‐SX211 土師器 椀 A 成 2 外底。上方 2群

′θ5



表4 墨書文字一覧 (3)

遺物番号 図面番号 文字写真 出上位置 種類 器種 文字 文字分類
文字の大きさ

施文字位置 胎 土
長さ 幅

2062 B6-SX2 土師器 杯A 成 2 外底・左方 4群

2063 B6SX21 須恵器 皿 B 成 2 外底・上方 6群

2064 B6‐SX2 須恵器 杯A 成 3 外底・中央 6群

2065 B6‐SX21 赤彩土師器 椀 A 成 2 外底・中央 1群

2066 B6‐SX21 赤彩土師器 皿B 成 2 3 外底・中央 1群

B6SX21 須恵器 杯 B 成 2 外底・中央 4群

2068 318 B6SX21 須恵器 杯 A 成 2 3 外底・右方 6群

B6SX21 赤彩土師器 lll B 成 3 外底・中央 1群

B6‐SX21 土 師器 椀 成 l 体部・中央 正位 2群

2071 B6‐SX21 須恵器 杯B 成 不 明 外底・中央 1群

B6‐SX21 土師器 椀 A 成 2 体部。中央 横 位 3群

B6‐SX21 須恵器 杯A 成 3 外底。中央 6群

2077 B6-SX21 黒色土器 椀 軋 体部。中央 正位 1群

2078 B6SX21 黒色土器 椀 軋 体部・中央 正位 1群

372 B6SD284 須恵器 杯A 成 不 明 外底・中央 ユ君羊

B6-SD293 須恵器 杯 B 成 不 明 外底・中央 1群

2135 372 B6-SD310 須恵器 杯 A 成 3 外底・左方 4群

2168 373 B6‐SD317 須恵器 杯 A 成 3 外底・中央 1群

2189 374 B6‐SD318 須恵器 杯蓋 成 2 内天丼。中央 ユ富羊

374 B6‐SD318 土師器 皿 B 成 2 外底・中央 1群

2228 375 B6-SD322 須恵器 杯蓋 成 3 外天丼・中央 6群

2244 375 318 B6-SD325 土師器 椀A 成 2 外底・右方 5群

2245 375 B6‐SD325 土師器 椀A 成 2 外底・中央 5群

2246 317 B6‐SD325 赤彩土師器 椀 A 成 1 外底・左方 1群

2247 B6-SD325 赤彩土師器 皿 B 成 3 外底。中央 1群

2249 B6-SD325 土師器 椀A 成 2 2 外底・中央 5群

2250 375 B6‐SD325 須恵器 皿 B 閑 外底・中央 6群

B6 須恵器 杯A 成 2 外底・中央 l群

2535 B6 須恵器 杯 B 成 3 外底。中央 1群

2536 B6 須恵器 杯 B 成 2 外底・中央 4群

2537 B6 土師器 椀A 成 2 外底・中央 1君羊

2538 382 B6 黒色土器 椀A 成 2 3 外底・中央 2群

B6 赤彩土師器 皿 B 成 2 外底。中央 1群

2540 382 B6 須恵器 杯蓋 成 2 3 内天丼。中央 1群

254ユ 382 B6 須恵器 杯蓋 成 3 外天丼・下方 4君羊

2542 B6 //1恵器 杯 B 成 2 外底。中央 4君羊

B6 須恵器 杯 A 成 3 外底・中央 1春羊

B6 須恵器 杯 A 成 2 外底・中央 4群

2545 B6 須恵器 杯 A 成 3 外底。中央 4君羊

2550 382 B6 土師器 椀 A 成 不明 外底・中央 2君羊

255ユ 382 B6 赤彩土師器 椀A 成 不明 外底・中央 1君羊

2557 322 土師器 椀A 西家 外底。中央 2群

2559 322 土師器 椀A 廣 外底・中央 2群

2576 382 土師器 椀 記号 体部・中央 2群

387 B 3‐S130 須恵器 杯 蓋 式 2 外天丼・右方 1群

2833 B 3-S131 須恵器 杯蓋 式 不明 内天丼。中央 1群

2840 B 3-SBl 土師器 椀A 弐 1 外底・左方 2群

322 B 3-S131 須恵器 杯A 縄足 外底・中央 1群

2866 389 B 3‐S132 赤彩土師器 椀A 式 不明 外底・中央 2群

2868 389 B 3‐S132 赤彩土師器 椀 A 式 不明 外底・中央 2群

3012 B 3 須恵器 杯 A 式 l 外底・中央 1群

B 3 須恵器 杯 A 式 2 外底・中央 1群

392 B 3 須恵器 杯 A 式 不明 外底・中央 1群

B 3 須恵器 杯 A 弐 不明 外底・右方 4群

393 322 B 4 須恵器 杯 蓋 城 長 外天丼・下方 1群

3063 393 B 4 赤彩土師器 椀 A 城 長 2 外底・中央 1群

322 B 4 須恵器 杯 A 城 長 外底・中央 1群

′θび



古代の環状土錘について

はじめ に

人間は常に、「食欲」を追い求めるものである。その為に運動していく行動力は並大抵のことでは

ない。そこで土錘を観察することによって、漁業の一端を垣間見れたらと思う。

任海宮田遺跡は、神通川と熊野川が合流する地点の南方約 4kmに位置し、これらの河川により形

成された複合扇状地上に存在している。この周辺環境は漁業が人々の生活にとって、重要な生業にな

っていたことが容易に想像できる。

特に食糧の多くを自然採取に頼つていた時代においてはなおさらであったはずである。現行民俗例

や文献からはこのことが容易に想定できるのであるが、発掘調査による資料からは漁具の材質上の制

約から、なかなかその実像が浮かび上って来ない。しかしその中で漁業の存在を裏付ける資料として

最も残りが良く、研究可能なものが土錘である。

古代の土錘の出土については、県内でも約100数件遺跡で報告例があるが、各遺跡での出土点数が

少ない為、特に注目されずに看過されてきた。しかし、古代における産業史および生活史の視点から

も重要な遺物であり、古代漁業を研究する上で欠くことの出来ない資料である。

今回は古代の上錘の分類と、分布状況、計測値の法則性について検討していきたい。尚、土錘につ

いては平成12年度当初から筆者が注目していた遺物であり、本稿では古代の上錘について若子の考察

を加え、今後の研究素材としたい。

a 出土傾向
平成12年度～14年度に任海宮田遺跡から出土した古代に属する土錘は、総点数は破片数で374点で

ある。出土点数の内訳はBl地区で303点、B2地区 1点、B4地区8点、B6地区38点、B8地区
1点、B ll地区3点、B12地区 2点、B13地区18点 を検出した。点数は圧倒的にBl地区の出土量が

多く、このことは遺構の性格を考えるうえで興味深い傾向であろう。ただ、Bl地区の遺構出土は39

点に過ぎず、残りの264点が包含層出土である。一番多く出上した遺構はS X201か らの10点 である。

S X201は古代から中世にかけて存続しており、出土遺物も多種みられ比較的規模の大きい遺構であ

る。包含層出上の遺1//Jは出土地点にバラツキがみられる。またBl地区の総出土点数のうち77点が欠

損品である。欠損の仕方はデーターとしては取っていないが、端部の欠損 。真二つに縦に割れたもの

が多い。

b 形 態分類
土錘の形態分類については、山本直人氏の形態分類を参考に作成した筆者の分類 (紀要 第 4号

2001・ 紀要第 6号 2003考)を基準にしていきたい。 (形態分類図参考)

寸胴型 。・・側縁部が直線的で円柱状をなし、平面形態が隅九方形・隅九長方形をなすもの。

樽型・・・側縁部がふくらむ形態のもの。 卵型・・・球状を呈するもの。
提灯型・・・両端部がすぼまり、胴部にかけてふくらんでいるもの。

a類・・・長さが幅の倍以上のもの。 b類・・・長さが幅の 3倍 より短いもの。

c類・・・長さが幅の 2倍 より短いもの。 d類・・・長さが幅とほぼ等しいもの。
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分類可能な土錘242点 の中でみてみると、その形態の内訳は寸胴型b類 6点 (2.50/0)、 寸胴型c類28

点 (120/0)、 寸胴型d類 2点 (0.80/0)、 樽型a類 1点 (0,40/0)、 樽型b類30点 (12%)、 樽型c類 164点

(680/0)、 卵型b類 2点 (0.80/O)、 卵型c類 7点 (2.9%)、 卵型d類 1点 (0.4%)、 提灯型a類 1点 (0.40/0)

であり、樽型が195点で全体の80%を 占めている。ついで寸胴型が36点で15%を 占める。これらのこ

とから古代の上錘では樽型を呈するものが大多数である傾向がみられる。Bl地区の中で見ると樽型

c類が144点 と、圧倒的に多い。これは巻き網の漁法が主流かと思われる。巻き網とは、網の下辺を強

く接地させるため重い重量の魚網錘を必要とする漁法で、主に流水域で用いられている。

c 重量 と孔径
漁網の実態を知る為には、土錘の重量の具体的数値化が必要である。357点 について集計したが、

357点のうち完形品は55点である。完形品に限つて土錘分布の傾向をみてみると50gを境に、重くなる

と数量が多くなり、130gを越えるものは極端に少なくなるという傾向がみられる。また、100gを越え

る土錘が出上している遺跡としては、報告書中に重量等を明記しているものが少ない為、県内では砂

子田 I遺跡、栗山椿原遺跡、打出遺跡、朝日貝塚、本江東遺跡となる。これらの遺跡の時期などから

100gを越える土錘が出現するのは、平安時代以降と思われる。

土錘の孔径は、その属性のなかで重量についで重要な要素であり、漁網に装着される際その太さと

密接な関係があると考えられる。孔径の測定部位を示したものが孔径測定部位図である。孔径cは半

欠しているもので両端のうち一方しか測れないものについての測定部位である。子し径は0。4～ 1,7cmの

範囲に分布し、重量が重くなるにつれて孔径も大きくなるという傾向が認められた。漁網の繊維の質

と緊密にかかわっていたことが推測できる。

d 製作方法
製作方法は、粘上を芯になる棒材に巻き付けて引き抜いている。その際に、そのまま引き抜くか回

転させて抜いているかは半害J品の孔面に多くの細かな条痕が残るので、それを観察することによって

判明できる。長軸方向は66点、短軸方向は126点であった。 2つの製作方法を使用しているが、回転

させて抜く方法が主流であつたと思われる。一種類の魚網用の土錘を製作しようとした場合、網の下

辺のロープの太さに合わせて芯になる棒材が選定される。同一の棒材を芯にして土錘を作れば、少な

くとも内径は同一規格になる。多数出上したc類の孔径は約1.5mm～ 1.lmmで、焼き縮みを考慮すれ

ば2cm前後の九棒工具を芯にして、粘土を巻き付けて成形したことになる。また、軟質の段階で芯

の棒が引き抜かれると孔面に波状の粘上のずれを生じ、引き抜かれた側の孔径は反対側に比してやや

大きくなったり楕円形を呈するようになる。今回は孔径a・ bの計測値に、 2mm以上の差があるもの

はほとんどなかったので、比較的丁寧に製作されていたと考えられる。

e 数値的な法則性
これらの土錘について、子し径と重量の関係、幅と重量の関係、幅と長さの関係、個数と重量の関係に

ついて計浪1した。計測の目的は、数値的な法則性があるか否かを知るためである。各グラフとも点が集

中するほど、近似した形状のものが多いことを示す。計測した結果、各計測値とも非常に似通つた傾向

を持っていることがうかがえる。全体の形状に関しても規格性の高い土錘が作られていた事になる。
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おわりに

任海宮田遺跡で出上した土錘は規格性が高く、比較的丁寧に製作されていた。尚、本地域では確実

なところ網漁業の本格的発展は、奈良・平安時代になって始まるものと考えられる。

今回は終始土錘の分類と分布について述べるに留まってしまい、不完全なものとなってしまった。

今後は漁と密接にからみ合う漁場環境も視野に入れて、検討していきたい。

土錘は地味な資料であるが、生産 。生活と密接に関連する重要遺物としての認識をもって発掘調査

に当たっていきたい。                            (細 辻 真澄)
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表 1 土錘一覧表 (1)
遺物番号 遺構番号 出土地点 7し径 a・ b・ c(cm) ミさ(cm) 幅 (cm) 重量 (g) 残 存 分類 内面調整 備考

50 Bl―S102 (778) 樽 c 横

Bl‐S104 (330) 寸胴c 横

Bl S104 14 ‐ ■5 (289) 1/2 寸胴d 横

Bl S107 (1015) 14/15 樽c 横

Bl S107 (26) (22) 1/4 不明 不 明

Bl―S107 (09) 1/2 不明 縦

122 Bl SP2001 (16)14 735) 7/8 樽 c 横

Bl‐SP2003 478) 1/2 樽 c 横

Bl SP2004 3 332) 寸胴c 縦

135 Bl―SP2012 3 19/20 樽 c 不明

Bl―SP2019 4 42 938 完形 樽 c 横

142 Bl‐SP2019 (480) 9/10 寸胴c 不 明

Bl SP2024 (14) (855) 樽 c 横

BISP2049 5  (15) 9/10 樽 c 不明

Blも P2049 4 4  (13) 1053 完形 樽 c 不明

Bl SP2055 4 4 736 完形 樽 c 不明

Bl―SP2055 (11) (11) 682) 樽 b 横

Bl SK1044 12(12)13 5/6 樽 c 不明

BISK1049 (■2) 715) 7/8 樽c 縦

Bl SK1052 樽b 縦

244 Bl SP2056 寸Лttc 不明

Bl‐SK 057 13 623) 樽c 横

249 Bl SK 057 41 956 完形 樽c 横

253 Bl SK1061 (623) 樽c? 不明

269 BISK1085 04  04  (04) (304) 19/20 寸胴c 不明

Bl SX201 完形 樽c 不 明

396 Bl SX201 40 977 完形 樽c 不明

397 Bl‐SX201 11 11 完形 樽c 横 体部外面に媒付着 摩擦痕有

Bl SX201 (09) (226) 寸胴b 不明

399 BlSX201 (351) 1/2 樽 b 縦

400 Bl‐ SX201 (319) 樽 c 不明

401 Bl SX201 (12) (1067) 19/20 樽c 横

402 Bl‐ SX201 15 14  (14) 完形 樽c 横

403 Bl SX201 ■3 (481) 縦 体部外面に縦方向の摩擦痕有

404 Bl SX201 (襲 4) 7/8 樽 b 不 明

408 Bl‐ SX203 (798) 樺 c 示明

Bl SX204 (573) 樽 c 不 明

B ‐SD205 (25) 1/4 不明 不 明

‐SD217 (252) 寸胴c 不 明

B X 97Y158 (12) (154) 寸胴b 縦

B 98Y157 (11) (228) 6/7 寸胴b 不 明

B 98Y157 (■2) (12) (12) (280) 樽 b 縦

81Y156 (439) Ъ/8 寸胴b 不 明

B 85Y148 (634) 9/10 寸胴b 横

85Y151 9/10 寸月同b 横

B X201Y152 樽b 不 明

B X189Y158 (22) 1/4 寸胴bP 示 明

X194Y154 04 ‐ 05 19/20 樽b 不 明 体部外面に縦方向の摩擦痕有

B X201Y155 1 2 442 完形 樽 b 不 明

1020 B X201Y151 2 完形 樽 b 不 明

1021 B 93Y144 13 (57) (346) 縦

1022 B 92Y149 (■ 3) (340) 樽c 横

1023 B 96Y143 (364) 樽b 不 明

B 96Y154 (11) (11) 樽b 不 明

1025 B 90Y152 (13) 627 完形 樽 b 不 明

1026 B 92Y148 ■2 - 12 樽 c 縦

B 95Y145 (13) (639) 樽 b 不 明

1028 B 98Y154 (13) (393) 樽b 不明

1029 B 96Y156 (■2) (69) 6/7 樽b 縦

1030 B 95Y149 (526) 6/7 樽cP 横
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表2 土錘一覧表 (2)
遺物番号 遺構番号 出土地点 孔径 a・ b・ c(cm) 亀さ(cm E(cm) 重量 (g) 残 存 分類 内面調整 備 考

Bユ X187Y149 71 樽 b 不明

Bl X189Y155 (696) 樽 b 不 明

Bl X195Y148 (586) 樽 b 不明

Bl X196Y146 1/3 樽bP 縦

Bユ X190Y151 (846) 樽 b 横

Bl X187Y145 樽 b 不明

1037 Bl X196Y146 ■6 ‐ (■5) (582) 樽 b 横

1038 Bユ X190Y150 727) 博 b 不明

1039 Bl X201Y155 (15)16 666) 樽 b 不明

Bユ X195Y146 286) 樽 b 統

1041 BI X195Y156 不明 小明

Bユ X188Y162 y9 不明

043 B] X188Y162 2 2(12) 262) 寸胴 c 不明

044 Bl X193Y153 13)(■ 3) 寸胴c 不明

045 Bユ X189Y152 13 3(13) 458 完形 寸胴 c 横

Bl X189Y158 (767) 9/10 寸胴 c 不明

047 Bl X182Y154 13 - (13) (730) 寸胴c 横

048 B] X185Y150 4 (15)4 (493) 9/10 寸胴c 横

Bl X186Y151 4 (14) (498) 7/8 寸胴c 不 明

050 B] X185Y150 5 4(13) (595) 寸胴c 不 明

B〕 X189Y 5(16) 9/10 寸胴c 横

052 Bl X188Y 4 (14) (819) 9/10 寸胴c 横 体部外面一部焼けて、剥離している

1053 Bl X193Y (736) 寸胴 c 不 明

054 Bl X187Y (677) 寸胴 c 不 明

1055 Bl X195Y160 781 完形 樽 c 不 明

1056 B] X193Y153 (798) 寸胴c 不 明

1057 Bl X196Y144 (14) (349) 1/3 樽 c 縦

1058 Bl X189Y148 4(■ 4) 1083 完形 寸胴c 横

B X185Y160 4 (14) 869 完形 樽 c 横

1060 B X186Y 49 5(14) (846) 寸胴c 横

B X190Y 6 6 完形 寸胴c 横

B X182Y 4 (932) 9/10 寸胴c 横

B X188Y 54 (13) (836) 寸胴c 横

1064 B X189Y 55 (15) 完形 寸胴c 不 明

1065 X188Y 56 1076 完形 樽 c 横

1066 B X189Y 1082 完形 寸胴c 横 体部外面に紐を巻いた痕有。

X193Y 1/4 寸胴c 不 明

1068 B X179Y 13 樽c 不 明

B X186Y (324) 樽c 横

1070 B X190Y (13) (353) 樽c 横

1071 B X190Y 50 (362) 樽 c 不 明

1072 B X190Y (298) 樽 c 不 明

1073 B X194Y153 14 - ■3 (285) 樽 c 不 明

1074 B X 94Y154 (17) 9/10 樽c 横 体都外面に縦・横方向の摩擦痕有

1075 B X 90Y155 49 (287) 樽 c 不 明

1076 B X 91Y163 (393) 7/8 樽 c 不 明

1077 B X 96Y15] 樽 c 横

1078 B X 88Y152 (■2) 638 完形 樽c 横

1079 B X 90Y155 樽 c 横

1080 B X 87Y148 (57) 1/3 樽cP 横

B X201Y155 11 (365) 6/7 樽 c 縦

1082 B 表採 (13) (437) 樽c 不明

Bl X189Y153 (488) 樽c 不 明

1084 Bl X189Y155 (13)14 樽c 横

Bl X190Y145 (484) 9/10 樽c 不 明

Bl X201Y155 (■2) (522) 樽c 横

087 Bユ X188Y150 (379) 樽 c 不明

088 B] X183Y150 (512) 樽c 横

089 B] X190Y150 (449) 樽c 不明

B〕 X195Y145 (15) (597) 樽c 不明
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表3 土錘一覧表 (3)
遺物番号 遺構番号 出土地点 孔径 a・ b・ c(cm) 記さ(cml 幅(cm) 重量 (g) 残存 分類 内面調整 備考

1091 X191Y149 (11) (480) 樽c 横

1092 B X196Y151 (644) 樽c 横

1098 B X196Y154 (13) (497) ち/8 樽c 横

X191Y151 (15) (491) 5/6 樽 c 不 明

B X191Y151 (888) 樽 c 不 明

1096 B X191Y15] (911) 樽c 横

1097 B 91Y151 17 (549) 5/9 樽c 横

1098 B 98Y154 (6■ 5) 樽c 不 明

1099 B 97Y158 (15) (773) 樽c 横

X 93Y157 樽c 横

B 95Y155 樽c 縦

B 98Y152 (690) 樽 c 横

B X201Y150 5 16 872 完形 樽 c 不 明

B X200Y160 4 ■3 (689) 8/9 4Hc 不 明

B 99Y166 3 14 (431) 樽c 不 明

B 83Y151 (651) 棒c 不 明

B 94Y153 43 (471) 樽c 縦

B 88Y152 (15) (698) 6/7 樽c 検

B 88Y150 843 完形 樽 c 横

B 81Y150 (633) 樽 c 不 明

11 97Y158 (576) 樽c 不 明

12 B 97Y158 (587) Ъ/8 樽c 不明

90Y150 (541) 樽c 横

14 B 93Y155 (653) 7/8 樽c 横

15 83Y150 完形 樽 c 横

87Y164 (665) 8/9 樽c 横

17 X188Y148 15 ‐ (15) (549) 樽 c 不 明

X184Y160 (692) 樽 c 不明

X186Y146 5(1 (679) 樽 c 横

X188Y148 4 14 (544) 樽c 横

X189Y157 4 ■4 (850) 樽c 横

Bユ X185Y150 3(■ 3 (710) 憾c 横

Bl X187Y150 6(■ 4 (503) 樽c 不 明

Bl X181Y155 2 12 完形 樽c 横

Bユ X185Y150 l (472) 樽c 縦

Bl X185Y151 4 14 893 完形 樽c 横

Bl X186Y154 ■2 12 752 完形 樽c 不明

Bl X189Y153 (14) 樽c 横

129 Bl X194Y154 (849) 19/20 樽 c 不明

Bl 排 土 完形 樽 c 不明

Bl X193Y155 (771) 樽 c 横 体部外面に煤付着

Bユ X190Y150 3 ■3 完形 樽 c 横

Bl X195Y150 (398) 9/10 樽 c 不明

Bユ X189Y146 727 完形 樽 c 横

Bl X189Y148 ■3 14 897 完形 樽 c 横

Bユ X185Y (14) (648) 7/8 樽 c 横

Bユ X195Y ■5 (■3)13 (463) 6/7 樽 c 横

Bl X195Y (5■ 9) 樽 c 不 明

Bユ X190Y (12) (607) Ъ/8 樽c 横

Bl X190Y (670) 樽c 不明

Bl X186Y 7] (659) 7/8 樽c 横

142 Bl X181Y (14) (681) 6/7 樽 c 横

143 Bl X192Y 62 (778) 樽 c 横

144 Bl X185Y 60 (756) 樽 c 不 明

14「j B X183Y (803) 樽 c 横

B X190Y 48 完形 樽c 横

B X190Y 48 (14) (847) 樽c 不 明

B X194Y (14) (822) 穂 c 横

B X192Y 完形 樽 c 横

B X190Y 896 完形 樽c 不 明
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表4 土錘一覧表 (4)
遺物番号 遺構番号 出土地点 Tし径 a・ boc(cm) 毛さ(cm 幅(cm) 重量 (g) 残存 分類 内面調整 備考

51 B X190Y 完形 樽c 不 明

B X198Y157 (13) (905) 樽 c 横

B X196Y154 (12)(13) 樽c 横

B X190Y 3 ■3 完形 樽c 横

B X190Y 4 13 (862) 樽 c 横

B X179Y 4 14 990 完形 樽 c 横

B 表採 4 14 997 完形 樽 c 横

B X191Y 5 16 1025 完形 樽 c 横

X190Y 4 13 4) (703) a/1o 樽c 横

B X198Y 3 13 完形 樽c 不 明

X190Y ■5 14 完形 樽c 不 明

B X186Y 49 (367) 樽 c 縦

B X181Y (465) 樽 c 不 明

X190Y (13) (919) 樽 c 不 明

B X196Y 44 (909) 樽 c 不 明

B X189Y (13) (766) 樽 c 横

B X181Y (800) 樽c 不 明

B X188Y (15) 完形 樽 c 横

B X184Y 完形 樽c 横

B X185Y (1232) 樽 c 不 明

B X196Y 1278 完形 樽 c 横

B X191Y 11 (1144) 7/8 樽 c 横 体部外面に紐を巻いた痕有。

B X190Y 1195 完形 樽 c 不 明 体部外面に紙を巻いた痕有。

B X190Y ■2 11 (1037) 樽 c 横 体部外面と底部に摩擦痕有

Bl X190Y 樽c? 不 明

Bl X195Y 樽bP 不 明

178 Bl X198Y (760) 樽c? 横

Bl X193Y (47) (234) 不 明

180 Bl X195Y (52) (365) 2/3 樽 c 不 明

Bl X186Y (13) (465) 樽c? 不 明

Bl X187Y (53) 寸胴c? 不明

Bl X193Y (437) 7/8 樽cP 横

Bl X189Y 627 完形 横

Bl X185Y (686) 樽 c 横

Bl X196Y (Ю 7) 横

187 Bl X187Y 1)(1 寸胴d 横

1188 Bl X195Y 1)(1 (504) 横

Bl X190Y 11 ‐ 10 (47) (169) 樽c 横

190 Bl X192Y (57) (444) 1/3 樽cP 縦

Bl X185Y (586) 7/8 樽cP 横

Bl X185Y (390) 樽cP 不 明

198 Bl X188Y (08) ― (08) (72) (3■ 2) 1/3 不明 縦 体都外面に紐を巻いた痕有。

Bl X190Y (573) 1/2 不 明

Bl X196Y 縦

Bl X195Y 1/8 樽cP 縦

1200 Bl X196Y (421) 樽 c 不 明

1201 Bl X201Y (249) 樽c? 縦

Bl X197Y (34) (159) 1/3 不明 縦

1203 B X196Y 15 (418) 1/2 樽cP 横

1204 B X183Y (53) (189) 不明 不 明

B X190Y (548) 6/7 樽cP 不明

1206 X199Y (245) 1/4 樽c? 縦

1207 B X199Y (170) 樽cP 縦

B X195Y (147) 樽bP 縦

B X186Y (439) 1/2 樽 cP 不 明

B X189Y (179) 樽 c 縦

B X200Y (135) 樽c? 縦

B X190Y (37) (201) 樽cP 横

1213 B X190Y (284) 樽 c 不 明

B X196Y 樽 c 不 明
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表5 土錘一覧表 (5)
遺物番号 遺構番号 出土地点 孔径 a・ b・ c(cm) 霊さ(cml 隔 (cm) 重量 (g) 残存 分類 内面調整 備考

B X192Y149 (178) 樽cP 縦

1216 B X186Y147 (412) 2/3 樽c? 横

1217 B 96Y147 (48) (297) 横

94Y153 (158) 樽b? 縦

B X 87Y155 (■0) 不明 不 明

1220 B 94Y152 (151) 1/4 樽cP 縦

B 94Y153 (160) 1/3 樽c 縦

1222 97Y153 (2■ 3) 不明 横

1223 95Y143 (11) (157) 不明 不明

1224 96Y155 (218) 1/3 樽c? 縦

X186Y160 (129) 不明 不 明

1226 X198Y157 (32 (152) 不明 不明

1227 X185Y150 (■ 0) 不 明 不 明

1228 Bl X196Y150 樽bP 不明

1229 Bl X186Y156 (166) 不明 縦

230 Bl X185Y150 1/4 樽c? 縦

Bユ X193Y143 ■4 (211) 1/3 樽cP 縦

Bl X199Y166 不明 不明

Bユ X184Y151 (44) 7/8 寸胴 c 不明

Bユ X194Y143 ■3 13 1/2 樽cP 縦

235 Bユ X187Y 1/6 樽cP 不明

236 Bl X189Y (32) 1/6 不明 不 明

237 Bユ X196Y 48 (35) 129) 不明 不明

B] X195Y 43 (47) 167) 不明 不 明

239 Bl X183Y 57 樽cP 不 明

240 Bl X190Y 不 明 不 明

241 Bl X201Y (151) 樽cP 不 明

242 B X196Y り (21) 不明 不 明

1243 Bl X196Y 48 (22) (57) 不明 不 明

1244 B X190Y (17) (48) 1/5 樽b? 縦

1245 B X 87Y 1/5 不明 縦

1246 B X (44) (141) 不明 不 明

1247 B X188Y 不 明 不 明

B X 82Y154 (134) 1/5 不明 不明

1249 B X 88Y148 (131) 樽cP 縦

1250 B X 89Y148 (11) (118) 1/4 不 明 縦

B X 95Y143 (32) 不明 縦

1252 B X 96Y143 (22 不明 不明

1253 B X 81Y159 不明 縦

1254 B X190Y152 不明 不明

255 B X195Y160 不明 縦

256 B X189Y155 不明 縦

Bl X190Y155 (40 不明 不明

Bl X189Y156 (25) 1/8 不明 不明

Bl X196Y146 不明 不明

Bl X190Y155 不 明 不 明

Bl X195Y150 1/8 不 明 不 明

Bユ X183Y150 1/9 不 明 不明

B2-S108 1129 完形 樽 c 横 体部外面に紐を巻いた痕有。

473 B4 X237Y (804) 樽 b 横

474 B4 X244Y 17 (1063) 樽 c 横

1475 B4 X210Y (12) (5■ 0) 樽c 不 明

X231Y 樽 c 縦

1477 X216Y183 44 1174 完形 樽c 横

1478 X248Y16ユ (53) (664) 不明 横

X245Y160 (330) 1/3 不明 不 明

1480 X248Y167 (135) 不明 不 明

1939 B6SK1279 (23) (133) 不明 縦

B6‐ SD301 (12) 不明 縦

2251 B6もD325 完形 樽c 横
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表6 土錘一覧表 (6)
遺物番号 遺構番号 出土地点 Tし径 a・ boc(cm) ≧さ(cm 幅(cm) 重量 (g) 残存 分類 内面調整 備 考

2603 X197Y158 (12) (431) 樽bP 横

2604 X263Y126 312(13) (884) 9/10 樽c 不 明

2605 X252Yl16 3 12 (■ 3) 完形 樽c 不 明

2606 X256Y126 2 ■3(12) 748 完形 樽℃ 横

2607 X253Y126 3 12 (13) (769) 樽 c 横

2608 X253Yl16 14(14) 19/20 樽 c 不 明

2609 X245.塾 6Y■ 5 2 ‐ (■2) (267) 樽 c 枝

2610 X238Y 2 12 (12) (441) Ъ/8 樽c 不 明

2611 X241Y 3 13(■ 2) (376) 樽 c 不明

2612 X241Y 4 ■3 13 (■ 3) (36) 樽 c 横

2613 B6 X247Y ■2(■ 2) (670) 19/20 樽 c 横

2614 B6 X250Y ■7 17  (17) 完形 樽 c 横

2615 B6 X250Y 14 14 (14) (1019) 19/20 横

2616 B6 X237Y (岳0) (526) 1/2 樽 c 不 明

2617 B6 X253Y (43) (432) 1/2 樽cP 不 明

2618 B6 X242Y (28) (108) 9/10 不 明

2619 B6 X238Y 3 (24) (91) 不明 縦

2620 B6 X241Y 15 (46) (24) (81) 不明 不 明

2621 B6 X277Y (30) (97) 1/6 不明 不明

2622 B6 X241Y ■3 - 12 (45) (352) 不 明 不 明

2623 B6 X257Y (14) (40) 不 明 不 明

2624 B6 X246Y 1/3 不 明 縦

2625 B6 X267Y (44) (28) (162) 不明 縦

2626 B6 X237Y 5 14  -  (14) (57) (5■ 9) 樽cP 横

2627 B6 X241Y (■0)(10)(10) 1/2 樽cP 縦

2628 B6 X250Y 5 (37) (294) 不明 縦

2629 B6 X235Y (48) (24) 1/10 不明 不明

2630 B6 X268Y (12) (52) 235) 不明 縦

2631 B6 X236Y 4 (12)(12)(■ 2) (54) 221) 1/3 不明 横

2637 B6 X271Y (■4) (29) 163) 不明 不明

2656 B8 X294Y86 234) 1/2 樽b? 不明

2764 B12 X188Y346 05 05  (05) 44 完形 樽 b 不明

2869 B13S132 02  (03) (69) 9/10 樽 b 不明

2870 B13‐ S132 (04) (38) 9/10 提灯a 不明

2881 B13S136 (67) (26) 172) 不明 縦

3028 B13 X150Y412 o9 o9 (lo) 77 782) 5/6 樽b 不明 体部外面に組を巻いた痕有。

3029 B13 X150Y412 09 09 392) 樽b 縦

3030 B13 X180Y378 (05) (45) 109) 8/9 樽b? 下明

3031 B13 X162Y398 ■7 (■7) 339) 樽c 横

B13 X175Y378 05 04(05) 完形 樽 b 縦

3033 B18 X150Y412 08 (09) (54) 228) 不明 縦

B13 X149Y416 (57) (29) 2■ 7) 不 明 不 明

B13 X142Y405 (08) (47) (21) 122) 不明 縦

B13 X145Y409 10 - 10 (46) (25) 233) 不明 縦

3037 B13 X150Y412 08 ‐ 08 (54) (29) 193) 不明 縦

B13 X150Y412 09 - 09 (48) (26) 不明 縦

3039 B13 X149Y410 (54) 156) 不明 縦

B13 X151Y415 (35) (18) (66) 不明 縦

3070 B6 X243Yl14 12  -  (12) (451) 5/9 樽c 横

B6 X238Yl13 12(■ 2) (520) 樽c 横

Bll X166Y333 03  ‐  (03) 1 (30) 博a? 不 明

3073 Bll X163Y338 08 08  (08) 3 (483) 樽c? 横

3074 Bll X160Y330 07 07 (07) 完 形 樽c 不 明

B12 SK752 04 04 完形 樽a 不 明

3076 B12 X151Y366 (08) ― (08) (30) 不明 不明
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製塩土器について

は じめ に

任海宮田遺跡は海岸から離れた扇状地上に立地する遺跡であるにも関わらず、製塩土器が棒状尖底

のものも含め破片数で227点 出土している。このように海岸から離れた内陸部の集落遺跡で製塩土器

が出土したのは、1979年の北陸自動車道の建設に伴う発掘調査で、立山町辻坂の上遺跡 。上市町東江

上遺跡から棒状尖底の能登型製塩土器が少量出土したのが県下で初例となる。その後出土例は増加し、

岸本雅敏氏は県下の製塩土器出土遺跡を集成し、海浜部からの距離と立地条件からA～ Dの 4群に分

類 した。そして内陸型のB,C群 について、出土量が少量であることから製塩土器が運搬容器として

利用され、内陸型の遺跡を塩の供給・消費地であつたと考えた。恐らく任海宮田遺跡の製塩土器も破

片数は多いが、胎土に含まれる砂粒が概 して粗 く海綿骨針を含み、他の土師器と胎上が異なるものが

多いことから、運搬容器として外部から持込まれたものと考えられる。また、この様な胎土を含め、

器形および調整の特徴から土師器とは別に製塩土器として破片の数量を集計した。集計の結果、特に

建物群 1が検出されたBl地区と、建物群 3が検出されたB6地区に集中することが分かった。その

他の地区でも少量検出されており、ここでは製塩土器の分布状況を検討し、内陸型遺跡での製塩土器

のあり方について若千の考察を行ないたい。

a 製 塩 土器 の分類

出土した製塩土器は体部細片が大半であるが、一部器形の推定できるものが出土しており、第 1図

に図示した。器形の分類についてはヤ トン谷内遺跡出土製塩土器の下村分類を参考に3器形が確認で

きる。以下に箇条書きする。

製塩土器A類 :短脚尖底のもので、底部径が狭 く、体部との立上がりに段をもつもので、下村分類の

棒状尖底 C2a類 に相当する。2642を 典型例とし、A類 と考えられる底部破片が少量出土 している。

胎土は細砂粒が混じり海綿骨針を少量含むものと、粗い赤色砂粒が多く混じり海綿骨針を多量に含む

ものがある。

製塩土器 B類 :細 くしまった顕部をもつもので、下村分類の棒状尖底 Elb類 に相当する。1263・

1264の 2点が認められる。胎土は粗い砂粒が多く混じり海綿骨針を少量含む。

製塩土器 C類 :九平底の甕型土器である。内面に横および斜位のハケメ、外面に縦位のハケメを施し、

器壁が薄く平滑に調整されている。B地区で出土した土師器の奏と胎土、器形、調整が異なり、ヤ ト

ン谷内遺跡の下村分類 7群のものと類似することから、製塩土器と判断した。188・ 2655の 2点が認

められる。胎土は粗い砂粒が混じり、海綿骨針は含まれない。

また底部が出上しておらず断定できないが、粘土紐痕を残し、斜め上方に真っ直ぐ立ち上がる体部

をもつ2646が 出土しており、平底タイプの製塩土器と考えられる破片も出土している。

製塩土器A類は、底部径が狭 く短脚の付 くもので四柳編年のV期 (9世紀)に相当するものと考え

られる。従来富山県では 8世紀第 1四半期のうちに棒状尖底の製塩土器から平底の製塩土器に転換し

たと推測されていた。当地区の建物群が 8世紀後半から10世紀前半を中心とする建物群であることか

ら、上記の見解とは矛盾するものとなる。しかし能登地域での昨今の製塩土器の研究から短脚尖底土

器が 9世紀後半まで出土し、当地区の器形と類似性があることから建物群と同様 9世紀のものと考え

られる。
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b 塩 土器 の分布

建物群が検出されているBl・ B2・ B6・ B12・ B13地区について、製塩土器の出土点数を破片

数で数えた。その結果、全体で227点 を確認した。内訳はBl地区で72点、B2地区で 0点、B6地

区で146点、B12地区で 6点、B13地区で 3点 となった。以下地区毎に詳細を述べる。

Bl地区 :建物群 1が検出されたBl地区では72点が出土しており、分類可能なものは製塩土器B類
の 2′点 (1263・ 1264)がある。脚部の形状は不明であるが、棒状尖底の底部と考えられるものが図示

していないものも含めて 3点 (209)あ り、 C類 と考えられる体部下半も 1点 (188)出 土 している。

他は体部破片である。分布状況 (第 3図 )は建物群 1の中心域と考えられる調査区中央に集中する。

主な遺構では S B202と S B204の柱穴であるS P202・ 204や S101な どから出土しており、包含層

からは39点が出土している。その他、羽口や土錘など手工業生産に関わる遺物が出上しており、特に

土錘については、他の建物群に比べ303点 と多量の樽型土錘が製塩土器と同様、調査区中央から集中

して出土している。

B2地区 :建物群 2が検出されたB2地区では製塩土器が出上しておらず、羽口・土錘などの手工業
生産に関わる遺物も殆ど出土していない。

B6地区 :建物群 3が検出されたB6地区では146点が出土しており、分類可能なものは製塩土器A

類が 2点 (2642・ 2645)で、脚部の形状は不明であるが、棒状尖底の底部と考えられるものが他に3

点 (2643・ 2644・ 2956)出 土している。他は体部および口縁部破片である。分布状況は建物群 3の

中心域および土師器焼成遺構の周辺と考えられるX260付近に多 く分布する。主な遺構ではⅡ・Ⅲ・

Ⅳ期の竪穴住居や S X219。 S D122か ら出土し、包含層からは69点が出上している。建物群 3の領域

からは製塩土器のほか、土錘38点、羽口63点や鉄淳が竪穴住居から出土しており、土師器焼成遺構と

併せ手工業生産に従事した可能性のある集団が利用したものと考えられる。

B12地区 :建物群 4が検出されたB12地区では体部破片が 6点出上している。分布状況は建物群 4と

離れた調査区中央および南側の包含層や、中世の遺構から散在的に出土しており、建物群との関連性

は薄く、流れ込みと考えられる。

B13地区 :建物群 5が検出されたB13地区では体部破片が 3点出土している。分布状況は建物群 5の

竪穴住居が集中する調査区南東部分から離れた位置の包含層から少数出上しており、建物群との関連

性は薄く、流れ込みと考えられる。

表 1お よび第 2図の円グラフは上記の結果をまとめたものであり、全体遺物量と製塩土器の各地区

間の差を比較したものである。傾向としては、大筋で両者は同様の結果を示し、遺物量の差がそのま

ま製塩土器の差に反映しているようであるが、その格差は製塩土器の方が更に著しいものとなる。B

6地区は特に出土量が多いことが分かる。1000♂あたりの出土量で比較しても同様にBl・ B6地区
の出土量が他地区を圧倒する。

以上のことから、B地区の製塩土器は建物群 1・ 3の ように体部破片が主であるが、建物群の分布

と重なるように集中して出土し、恐らくその建物群に帰属する集団によって利用されたと考えられる

分布傾向を示すものと、一方建物群 4・ 5の様に分布状況から極少量の製塩土器が持込まれたか、あ

るいは近隣の建物群で利用された製塩土器の破片が流れ込んだものと考えられる分布傾向を示すもの

とに2分できる。
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まとめ

以上B地区で出土したⅡ～Ⅳ期 (9世紀前半～10世紀初頭)の製塩土器について、分布状況を概観

した。特徴としては耕地の開墾を目的とする集落内でも、中心的な建物群である建物群 1・ 3に塩を

入れる容器として搬入されたことが分かつた。それらの建物群は集団漁粉行為や土師器生産、鍛冶関

連など手工業生産に関わつていた可能性が高 く、通ばれた塩も塩蔵などそれらの行為に関わつた可能

性がある。しかし製塩土器は体部破片数に比べ、底部破片が少なく10個体程度の数量の可能性もある

ことから、製塩土器によって運ばれた塩だけで賄いきれるものではない。塩蔵等の手工業生産に利用

する塩なら、製塩土器によって運ばれたものだけでなく、別の容器でも逼ばれてきたものと考えられ

る。あるいは運搬には適さない棒状尖底土器を敢えて運搬容器として内陸まで運搬されたことについ

ては祭祀など別の用途に利用された特別な塩であった可能性もある。

近年の発掘調査例の増加から、岸本氏の指摘した内陸型の集落遺跡は、富山平野内でも増加 (表 2)

している。管見に認められるこれらの内陸型遺跡から出土する製塩土器は、 1～ 4点程度の製塩土器

が図示されている。この様な傾向は一見建物群 4・ 5の 出土傾向と符合するようであるが、建物群

1・ 3群から出土した製塩土器のうち、器形の分かるものが 1地区あたり5～ 6点 しか図示出来てい

ない状況であることから、体部破片数を含めれば他の内陸型遺跡でも同程度の出土点数となる可能性

があり、建物群 1・ 3群の状況が一般的であった可能性も十分にあり得る。最後に、今回のような内

陸型の集落遺跡で出土する製塩土器については、実測可能なものだけでなく、体部破片等の分布状況

も把握する必要性があると実感した。またそれらの状況と各遺跡がもつ性格とを詳細に比較し、資料

を蓄積することによって消費地における製塩土器の利用形態に迫ることが可能ではないかと考えられ

る。

<引用・参考文献>

(武田 健次郎 )

岸本雅敏  「富山県における製塩土器の成立と展開JF北陸の考古学』石川考古学研究会会誌第26号 1983

立山町教育委員会  『不U田横枕遺跡発掘調査報告』 2001

富山県教育委員会  『北陸自動車道遺跡調査報告一立山町土器・石器編―』 1982

富山県教育委員会  F北陸自動車道遺跡調査報告―上市町土器・石器編―』 1982

富山県文化振興財団  『中名 I・ V遺跡発掘調査報告』2003

富山県文化振興財団  『清水島Ⅱ遺跡・中名Ⅱ遺跡・持田 I遺跡発掘調査報告』 2002
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富山県埋蔵文化財センター 『富山県埋蔵文化財センター年報』 2003

富山県埋蔵文化財センター 『栗山猪原遺跡』 1990

富山県埋蔵文化財センター  『富山市任海砂田遺跡発掘調査概要」 1990

富山市教育委員会  『富山市上新保遺跡試掘調査報告』 1996

富山市教育委員会  『富山市米田大覚遺跡発掘調査報告書』 2006

中島町教育委員会  Fヤ トン谷内遺跡―能登における古代製塩遺跡の調査』 1995

婦中町教育委員会  F砂子田 I遺跡発掘調査報告』 2004

舟橋村教育委員会  FttU田 横枕遺跡発掘調査報告』 2001

舟橋村教育委員会  『富山県舟橋村古海老江遺跡発掘調査報告―宅地造成に伴う調査報告書』 2002

舟橋村教育委員会  『浦田遺跡発掘調査報告 (3)」  2000
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第1図 B地区出土製塩土器

第2図 地区別製塩土器出土比率
表l B地区出上の製塩土器破片数集計表

地区別遺物出土量比率 地区別製塩土器出土量比率

学
B2

1000∬あたりの地区別
遺物出土量比率

1000∬あたりの地区別
製塩土器出土量比率

器種

Bl地区 B2地区 B6地区 B12地区 B13地区

合計

遺構 包含擢 小計 遺構 包含躍 小計 遺構 包含躍 小計 遺構 包含層 小計 遺構 包含躍 小計

梨端土器 C 0 146 1 5 G 3
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表2 富山平野の製塩土器出上遺跡
番号 遺跡名 集落の性格 型式 時期 点数 備考

ユ砂子田 I遺跡 棒状尖底 7C後半～8C後半 1点 旧i可道より出上。

2 中名 I,V遺跡 内陸部の集落 棒状尖底 7CP 占
【

3 中名Ⅱ遺跡 平底

4 鵜坂 I遺跡 試掘

5 黒瀬大家遺跡 試掘

6 黒崎種田遺跡 試掘

7 友杉遺跡 内陸部の集落 平安時代の製塩土器 試掘

8 任海宮田遺跡 内陸部の集落 短脚尖底等 9C～ 10C前半 12点 B地区内で出土破片数は227点

9 吉倉B遺跡 棒状尖底

栗山椿原遺跡 内陸部の集落 尖底 (能登式) 10C前半 2点 出土破片数は25点

任海砂田遺跡

上新保遺跡

米田大覚遺跡 棒状尖底

利田横枕遺跡
内陸部の集落 尖底 (能登式) 6C後半～7C前半 2点

内陸部の集落 尖底 (能登式) 6C末～ 7C初 占
〔
素掘り井戸より多量に出土。

古海老江遺跡 内陸部の集落 尖底 (能登式) 6C末～7C初 占
〔

利田横枕遺跡に隣接※小片の写真

のみ掲載

浦田遺跡 内陸部の集落 1点 口縁部小片

辻坂の上遺跡 内陸部の集落 尖底 (能登式) 6C後半 1点 二次的被熟を受けている。

東江上遺跡 「村落の長(里長クラス)の居住地」尖底 (能登式) 7C末～ 8C初 3点
掘立桂建物3棟、倉庫3棟が溝で区画される。

円面硯なども出土している。

器出土遺跡
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金属製品について

はじめに

任海宮田遺跡は主に古代と中世を中心とした集落遺跡である。B地区ではBl・ B6地区とB12・
B13地区を中心に古代の集落が確認され、中世の集落はB地区全体から確認されている。任海宮田遺

跡B地区では古代から中世の上器群と共に金属製品が多数出土している。とりわけ、古代の遺構が密

布しているBl地区とB6地区からは古代の金属製品が多数出土している。金属製品は土器などとは

異なり、腐食されやすく残らない場合が多いし、鋳直して再利用することも可能である。そのため金

属製品がまとまって出土することは稀であり、組成などをまとめれるだけの出土例はほとんどないの

が現状である。こうした状況の中で金属製品を集計し、組成を検討していくことは、遣跡の性格など

を考える上での一つの視′点を示すものと考えられる。そこで、今回は任海宮田遺跡B地区出上のすべ

ての金属製品について集計し、その組成比率を示していくことにする。

分析方法

分析の対象とした金属製品は銅銭を除く任海宮田遺跡 B地区から出土したもの全てであり、計数は

破片数で行っている。B地区はBl～ B14地区まであり、金属製品が出土している地区はBl～ B7・
B ll～ B13地区である。用途別としては大きく建具類 (釘、釘―鉄鏃の茎、鑑、菱形金具、菱形金具付

き釘、鉄製金具、鉄製滑車 )、 農具類 (鍬・鋤先、又鍬状鉄製品、鎌、紡錘車 )、 武具類 (雁股鏃、鉄

鏃、小刀、小札 )、 生活道具類 (刀子、包丁、小皿状鉄製品、火打金 )、 工具類 (錐、藝、鋸)の大き

く5つ に分類した。古代の金属製品についてはまとまって出土しているBl地区とB6地区の 2地区
を対象に、集計し組成を表した。また、出土地点が明確なものについては2mメ ッシュに出土ポイン

トをプロットし、分布図を示した。

b 各地区の組成比率 (表 1・ 第 1図 )
出上した金属製品の総点数は252点であった。これらのうち鉄製品は249点で、銅製品は3点である。

他に製品ではないが鉄津が141点確認されている。種数は34種類あり、これら34種類のうち建具類、農

具類、武具類、生活道具類、工具類といった用途が判別できるものとしては24種類で、点数としては

143点である。鉄津を除く金属製品の地区別出土量が最も多いのがB6地区で93点、次に多いのがB12
地区の61点、Bl地区の54点 となっている。鉄製品の種類でみると建具類で釘類 (釘、錠)、 金具類
(留金、菱形金具、菱形金具付き釘、鉄製金具)、 鉄製滑車があり、農具類では鍬・鋤先、又鍬状鉄製

品、鎌、紡錘車がある。武具類としては雁股鏃、鉄鏃、小刀、小札があり、生活道具類としては刀子、

包丁、小皿状鉄製品、火打金があり、工具類としては錐・藝・鋸などがある。その他としては、形状

から棒状、板状、環状、U字状、L字状、半楕円状、管状、楔状などといった用途が限定できない製

品であり、銅製品としてはバックル状、板状、不明銅製品などがある。金属製品で最も多いのが釘で

78点 (31,0%)、 棒状鉄製品としたものが56点 (22.2%)であった。次に多いのが刀子で30点 (12.00/0)、

板状鉄製品の30点 (12.0%)がつづく。他に金具類の 7点 (2.8%)、 鎌の 4点 (1.6%)な どがある。

金属製品を用途別に建具類、農具類、武具類、生活道具類、工具類の 5つに分けた場合、多いものか

ら建具類の89点 (35.20/0)、 生活道具類の34点 (13.5%)、 農具類の8点 (3.2%)、 武具類の 7点 (2.8%)

工具類の 5点 (2.00/0)と なっている。その他 (棒状・板状など)が40.5%を 占めているのだが、それ
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を除くと、全体としては釘などの建具類の比率が高いことがいえよう。

次に比較的まとまって金属製品が出土しているBl地区、B6地区、B12地区について詳しくみてい

くことにする。

(1)Bl地 区

Bl地区からは54点 の鉄製品が出土している。種数では形状から分類されたものを含めると11種類

あり、用途が明確なものについては 8種類40点が確認されている。種類別でみると釘が最も多 く、24

点 (44.3%)である。次に多いのが棒状鉄製品の 9点 (16.6%)、 刀子の 6点 (■ .1°/o)がつづく。他

に金具類が 3点 (5,60/0)、 鍬・鋤先や鎌でそれぞれ 2点づつ (3.7%)、 紡錘車や雁股鏃でそれぞれ 1点

(1.9%)と なっている。用途別組成でみると建具類は27点 (49.9%)、 農具類で 5点 (9.30/O)、 武具類

で 1点 (1.9%)、 生活道具類で 7点 (13.0%)、 その他で14点 (25。9%)と なっている。その他のなか

で棒状鉄製品 9点 (16.6%)、 板状鉄製品 4点 (7.4%)が含まれる。このようにしてみると、釘だけで

全体の44,30/Oを 占めており建具類としては49.9%と 5割が建具類で占められていることになる。また、

農具類や生活道具類はどちらも10%程度を占めており、一定量が確認されている。釘などについては、

掘立柱建物や竪穴住居などの建物に使用されていたと考えられ、刀子などの生活道具類も日常生活で

普通に使用されていたと考えられる。

(2)B6地 区

B6地区では全体で93点の製品が出上している。種数では形状から分類されたものを含めると16種

類あり、用途が明確なものについては10種類48点が確認されている。種類別でみると釘が最も多く27

点 (28,9%)である。次に多いのが棒状鉄製品の19点 (20.4%)で、板状鉄製品の18点 (19。3%)、 刀

子の12点 (12.8%)がつづく。他には金具類 3点 (3.3%)、 鎌 2点 (2.2%)、 鉄鏃 1点 (1.1%)、 錐 1

点 (1.1%)、 鋸 1点 (1.1%)、 板状銅製品 1点 (1.1%)な どがある。用途別でみると建具類は30点

(32.2%)、 農具類で 2点 (2.2%)、 武具類で 2点 (1.1%)、 生活道具類で13点 (13.9%)、 工具類で 2点

(2.2%)、 その他で42点 (45。 1%)と なっている。種数については16種類と多様であることが分かる。

用途別組成では、その他としたもの力�5,1%あ るものの、やはり建具類が32.2%と高い出現率といえよ

う。また、生活道具類では13.9%占 められており、一定量出現していることがみてとれよう。工具類

としては錐や鋸が出上しており、これらの工具を用いて製品などの加工を行っていたと考えられる。

(3)B12地区

B12地区では全体で61点の製品が出上している。これらの金属製品については概ね遺構の帰属時期

から中世の所産とみられる。種数では形状から分類されたものを含めると15種類あり、用途が明確な

ものについては 8種類25点が確認されている。種類別組成をみると棒状鉄製品の20′点 (32.8%)が最

も多い。次に多いのが釘の17点 (27.9%)があり、環状鉄製品の 5点 (8.2%)、 刀子の 3点 (4.9%)、

板状鉄製品の 2点 (3.4%)、 小札 2点 (3.4%)がつづく。他には菱形金具 1点 (1.6%)、 又鍬状鉄製

品 1`点 (1.6%)、 包丁 1′点 (1.6%)、 小皿状鉄製品 1点 (1.6%)、 藝 1点 (1.6%)な どがあり、銅製品

ではバックル状銅製品 1点 (1.60/O)や 不明銅製品 1点 (1.6%)がある。用途別でみると建具類は18点

(29,4%)、 生活道具類で 5点 (8.2%)、 武具類で 2点 (3.4%)、 農具類で 1点 (1.6%)、 工具類で 1点

(1.6%)、 その他で30点 (49.0%)、 不明鉄製品で 2点 (3.4%)、 銅製品で 2点 (3.40/0)と なっている。

このようにみると用途不明やその他としたものの約50%を 除くと、建具類が29.4%と 高い比率を占め

ていることが分かる。また、刀子や包丁といつた生活道具類も8.2%と 一定量の出現が確認される。武

具類の 2点は鎧の一部とみられる小札であり、注目される。農具類はBl地区やB6地区に比べて低
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い傾向となっている。

以上、Bl地区・B6地区 。12地区の様相をみてきた。ここで、種類別組成・用途別組成について

若干比較してみることにする。種数についてはB6地区が17種類と多いが、これは出土点数も多いこ

とに起因していると考えられる。また、用途が半J明 しているものについてはB6地区がやはり多く■

種類である。B12地区の8種類についてはやや少ない傾向にあるのだが、用途不明の種類が多く、中

世の段階になると形態的に多様になる傾向がある。詳細にみていくと、いずれの地区においても釘や

棒状鉄製品としたものが多い傾向にある。用途別組成についてはその他を除いた場合、釘などの建具

類が多く、Bl地区では500/O程度を占めている。これらの釘や金具類は、掘立柱建物や竪穴住居など
の建物や丁度品類など幅広く利用されていたものが反映された結果と考えられる。次に一定の比率を

占めている刀子などの生活道具類では、Bl・ B6地区で13～ 140/Oを 占めているため、日常生活に必

要なものの一つと考えられる。農具類なども数°/oではあるが出現しているため、農業生産についても

積極的に関与していたと考えられる。また、B6地区では鋸などの工具類で3.30/0出現しており、農業
以外の手工業生産についても行っていたと考えられる。

c 古代 の金属製品組成 (表 2。 第 2図 )
古代の金属製品がまとまって出土した地区はBl地区とB6地区である。まず、Bl地区をみると

明確な古代包含層は確認されていない。金属製品の多くが包含層出上のものであり、また、明らかな

古代の遺構出土のものは少ない。そうした中で、包含層からは中世の出土遺物は著しく少なく、須恵

器や土師器、墨書土器、灰釉陶器など古代に帰属する遺物が多量に出土しており、一括投棄された様

相を呈している。このため、金属製品の大半のものについても古代の土器類と共に一括投棄されたと

考えられるため、今回は中世の遺構から出土したものを除く39点について古代の金属製品として検討

していくことにする。次に、B6地区については古代の遺構出土のものに加えて、古代の包含層 (Ⅲ
層)出土のものも含めて検討していく。そのため中世包含層や中近世の遺構から出土したものについ

ては除外してある。

以下に古代の金属製品組成を概観するために、Bl地区とB6地区を合わせた組成を示し、その後
Bl地区とB6地区の2地区について個別に詳細をみていくことにする。

①Bl地区とB6地区を合わせた点数は105点である。種類でみると15種類が確認されている。そのう
ち用途が判別できる種類としては、釘、留金、菱形金具付き釘、鎌、鍬 。鍬先、鉄鏃、刀子、錐、鋸

の 9種類63点である。組成をみると釘力Ml′点 (39.00/0)と 最も多い。次に板状鉄製品の19点 (18.00/0)

や板状鉄製品の16点 (15.2%)、 刀子の10点 (9.40/0)がつづく。他としては鎌 4点 (3.80/0)、 鍬・鍬先

2点 (1.90/0)、 錐 1点 (1.0°/o)、 鋸 1点 (1.0%)な どがある。用途別でみると建具類で44点 (41.90/0)、

農具類で 6点 (5,70/O)、 武具類で 1点 (1.0°/。 )生活道具類で10点 (9,40/0)、 その他で39点 (37.10/0)な

どとなっている。こうしてみると釘や金具類などの建具類が41.90/0と 高い割合を占めている。また、

刀子などの生活道具類が9.40/0と一定量出現している。

②Bl地区については39点が確認されている。種類でみると8種類が確認されている。それらのうち
用途の判明している種類としては、釘、留金、鎌、鍬・鍬先、刀子の 5種類25点がある。釘が最も多

く17点 (43.5%)である。次に多いのが棒状鉄製品の 9点 (23.10/0)で、板状鉄製品の4点 (10.3%)、

刀子の3点 (7.7%)がつづく。他には鍬・鍬先の2点 (5。 10/O)、 鎌 2点 (5。 10/0)、 金具類 1点 (2.60/0)、
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L字状鉄製品 1点 (2.6%)な どがある。用途別でみると建具類では18点 (46.2%)、 農具類で 4点

(10.2%)、 生活道具類で 3点 (7.7%)、 その他で14点 (35.9%)と なっている。このようにみていくと

釘や金具類などの建具類力滋6.2%と高い出現率といえる。また、鎌や鍬・鍬先などの農具類も10.20/0と

やや高い出現率を示しており、注目される。刀子などの生活道具類についても7.7%で あリー定量を占

めている。

分布をみると、全体的に建物群 1を 中心に分布していることがわかる。用途別にみていくと釘や金

具類などの建具類は建物群とやや重なる。S B 201で ある大型掘立柱建物のSP2006や S102・ S107か らは

釘が出土し、SP2043か らは留金具が出土している。鎌や鍬・鍬先などの農具類は概ね大型掘立柱建物

付近に集中している。刀子などの生活道具類はS102や SX207な どの竪穴住居や大型土坑などの建物か

ら出土している。また、製品ではないが鉄津についても大型掘立柱建物の周辺に分布している。この

ようにみると、包含層出土の一括投棄されたものについては概ね種類や用途に関係なく大型掘立柱建

物周辺に分布していることがみてとれる。特に鍬・鍬先は農業において田や畑を耕す時に重要であり、

また、鎌は収穫の時などのに必要不可欠である。竪穴住居などから出土した釘や金具類については、

実際に建物で使用されていたと考えられるし、刀子などについても生活の場で大いに活用されていた

と考えられよう。

③ B6地区古代の製品としては66点が確認されている。種類でみると13種類が確認されている。その

うち用途の判別しているものとしては、釘、留金、菱形金具付き釘、鎌、鉄鏃、刀子、錐、鋸の 8種

類38点 と多様である。種類別でみると釘が最も多 く24点 (36.4%)で ある。次に多いのが板状鉄製品

の12点 (18.2%)で、棒状鉄製品の10点 (15.20/0)、 刀子の 7点 (10.6%)がつづく。他には金具類 2

点 (3.0%)、 鎌 2点 (3.0%)、 鉄鏃 1点 (1.5%)、 錐 1点 (15%)、 鋸 1点 (1.5%)、 板状銅製品 1点

(1.5%)な どがある。用途別でみると建具類で26点 (39.4%)、 生活道具類で 7点 (10,7%)、 工具類で

2点 (3.0%)、 農具類で 2点 (3.0%)、 武具類で 1点 (1.50/0)、 その他で24点 (19,2%)な どとなって

いる。こうしてみると建具類が39.40/0と 高い割合を占めていることが言える。また、生活道具類では

10。7%を 占めており、一定量出現している。また、鋸などの稀少な工具類の出土も注目されよう。県

内の古代における鋸の出土例は任海宮田遺跡出上のものだけである。

分布をみると概ね建物群の配置と整合していることがわかる。用途別にみていくと釘や金具類など

の建具類はBl地区と同様に建物群でややまとまりをもつ。竪穴住居であるS113・ S119や方形土坑の

sX001か らは釘が出土 し、S B 212である礎石建物直上の包含層からは菱形金具や釘が出土 している。

また、S112か らは留金が出土している。鎌などの農具類については掘立柱建物のS B 208の 直上包含層

から出土しており、S B 213付近の上坑 (SK1232)か らも出土している。刀子などの生活道具類は竪穴

住居からの出土はないが、その周辺から出土している。武具類としては鉄鏃が土坑 (SKl186)か ら出

土している。工具類は方形土坑であるSX219か ら鋸と錐が出土している。また、製品ではないが鉄淳

についても方形土坑SX219か ら9点が集中して出土している。このようにみると、竪穴住居内や掘立

柱建物群周辺に釘や金具類といつた建具類が分布していることが分かる。また、SX219か らは鋸や錐

といつた工具類や鉄津 9点が集中的に出土していることから、木材などの加工に関わる作業を行つて

いたと考えられる。

d まとめ

任海宮田遺跡B地区出土の金属製品について、組成や分布について分析をしてきた。以下にまとめ

として箇条書きで示していく。
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①任海宮田遺跡B地区全体で出土した金属製品は252点で、このうち鉄製品は249点である。種数とし

ては34種類あり、これらの中で用途が判別できるものは24種類である。また、種別組成をみた場合、

釘が31%と 最も高い比率を有している。次に多いのが棒状鉄製品で22.2%で ある。つづいて刀子で

12.0%、 板状鉄製品で12.0%と なっている。他に金具類の2.8%、 鎌の1.6%がある。用途別組成にみた

場合、建具類で35.2%、 生活道具類で13.50/O、 農具類で3.2%、 武具類で2.8%、 工具類で2.0%と なって

いる。全体としては釘などの建具類の割合が高いことがうかがえよう。

②Bl地区では54点の鉄製品が出土している。用途が判別しているもので 8種類40点であった。種類

別組成でみるとやはり釘が多く44.3%を 占めている。他に刀子の11.1%、 金具類で5,6%、 鍬・鋤先で

3,7%、 鎌で3.7%、 紡錘車で1.9%と なっている。用途別組成でみると建具類で49.9%、 農具類で9,3%、

武具類で1.9%、 生活道具類で13.0%と なっており、建具類が高い比率を占めていることが看取できる。

また、農具類や生活道具類がどちらも10%程度と一定量を占めている。

③B6地区では93点の金属製品が出土している。用途が明確な種類については10種類48点が確認され

ている。種類別組成でみると釘が最も多く28。9%である。他に刀子で12.8%、 金具類で3.3%、 鎌で

2.2%、 錐で1.1%、 鋸で1.1%な どがある。用途別組成では、その他としたものを除けば建具類が最も

高い32.2%を 占めており、生活道具類で13.9%、 農具類で2.20/O、 工具類で2.2%、 武具類で1.1%と なっ

ている。やはり建具類が32.2%と 高い出現率といえよう。また、生活道具類では13.9%を 占めており、

一定量出現していることがみてとれる。

④ B12地区からは61点の製品が出上しており、多くの製品が中世の所産とみられる。種数では用途が

明確なものについては8種類25点が確認されている。種類別組成をみると用途が判別できたものとし

ては釘の27.9%があり、刀子の4.9%、 小札の3.4%な どがある。他には又鍬状鉄製品の1.6%、 包丁の

1.6%、 藝の1.6%な どがあり、銅製品ではバックル状銅製品の1.6%も 含まれている。用途別でみると

建具類で29.4%、 生活道具類で8.2%、 武具類で3.4%、 農具類で1.60/0、 工具類で1.6%と なっている。

その他に分類したおよそ50%を 除くと、建具類が29,4%と 高い比率で出現していることが分かる。ま

た、刀子や包丁といった生活道具類も8.2%と 一定量の出現が確認される。武具類の2点は鎧の一部と

みられる小札である。

⑤古代の鉄製品がまとまって出上しているのはBl・ B6地区の二地区であり、種類では15種類とな

っている。それらのうち、用途が判明しているのは 9種類63点 である。最も多く出上している種類は

釘であり、39%の出現率である。刀子で9.4%、 金具類で2.9%、 鎌で3.8%、 鍬・鋤先で1,9%な どとな

っている。また、B6地区では錐や鋸などの工具類が確認されている。用途別組成でみると、釘や金

具類などの建具類で41.9%と 最も高い比率であり、生活道具類の9.4%も 一定量出現している。Bl地

区では農具類で 9%が出現しており、工具類は確認されていない。その反面、B6地区では農具類と

工具類でそれぞれ3%が確認されている。分布をみると釘や金具類などの建具類は、建物群を中心に

出上している傾向がみてとれるため、掘立柱建物や竪穴住居などの建物や丁度品類などに幅広 く利用

されていたと考えられる。また、刀子などの生活道具類や農具類についても同じような分布を示して

いる。また、B6地区の S X219からは工具類である鋸と錐が出土していることから、木材などの加工

場的な場所であったことが推定される。

最後に以前筆者がまとめた富山県内の古代の集落遺跡出土鉄製品組成と任海宮田遺跡Bl・ B6地

区を比較してみることにする。県内の古代の集落遺跡では釘が最も高い出現率を示しており、34%を

占めている。次に生活道具類の刀子が26%と つづく。他に鎌 (4%)、 紡錘車 (4%)、 鉄鏃 (4%)、
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刺突具 (4%)、 飾り金具 (5%)な どがみられる。用途別でみると釘などの建具類で400/0と 優占して

いる。刀子などの生活道具類で270/0を 占めており、鎌や紡錘車などの農具類が 9%を 占めている。ま

た、刺突具や生反などの工具類で 6%占められている。任海宮田遺跡Bl・ B6地区と県内の集落遺

跡の組成を比較すると、いずれも釘などの建具類が多いことが言える。これは、集落遺跡において普

通にみられる傾向である。また、生活道具類については270/Oと 9.40/Oであり、任海宮田遺跡の占める比

率が低いことが分かる。農具類・工具類・武具類についても概ね任海宮田遺跡の占める比率が低い傾

向にある。全体的に県内の集落出上の鉄製品組成と任海宮田遺跡Bl・ B6地区の組成とでは、建具

類を除いては任海宮田遺跡Bl・ B6地区が出現率で低い傾向にある。これは任海宮田遺跡Bl・ B

6地区のその他として棒状や板状などの用途不明製品力光0°/O近 く占めているためと考えられる。

今回は任海宮田遺跡B地区の金属製品組成を示すことに重点を置いたが、今後は任海宮田遺跡全体

を総括して組成を示し、再度まとめていきたいと考えている。

(中村 亮仁 )

註 1 「古代における富山県出土の鉄製品―任海宮田遺跡Al・ A4・ Bl地区出上の鉄製品につい

て一」でまとめたときは、遺構から紡錘車 (円盤部分と軸部分)が出土していたが、その後、この遺

構が中世のものと判明したため今回は除外 した。

(参考文献〉

富山県文化振興財団  『任海宮田遺跡発掘調査報告 I』 2006

中村亮仁  「古代における富山県出上の鉄製品―任海宮田遺跡Al・ A4・ Bl地区出上の鉄製品に

ついて一」 F富山考古学研究第 5号』 富山県文化振興財団 2002
表 1 任海宮田遺跡 B地区出土金属製品一覧
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大型掘立柱建物について

は じめ に

任海宮田遺跡は、主に小型竪穴住居で構成された集落で、この辺 リー帯に展開する遺跡群は、奈

良・平安時代では耕地開発を目的とする開墾集落とみられている。今回の調査でも、B地区全体で竪

穴住居が36棟確認されている。Bl地区では竪穴住居と共に、 6棟の掘立柱建物が検出されており、

そのうち 2棟 (S B201・ 202)は廂を含めた建物専有面積が100♂ を越す大型建物である。 S B201

は南北両面に廂をもち、 S B 202は 北面に廂をもつ東西棟の建物である。また大型掘立柱建物の領域

では、施釉陶器や畿内系の黒色土器など他地域からの搬入品や、前節で詳述 した土錘、「平」と書か

れた墨書土器の集中など、他地区とは異なる遺物の出土傾向が窺える。

昨今県内でも建物占有面積が50『 を越す大型掘立柱建物の検出例が増加 している。ここではSB

201・ 202の 建物の規模や配置、遺物の出土傾向から県内の事例と比較し、 S B201・ 202が県内でど

の様な位置付けになるのか検討したい。 S B 201・ 202は集落のなかでも管理運営など中心的な役割を

果たしていたことは、出土遺物等の傾向からも確実であり、これらを整理・検討することは、当時の

社会や開発状況の一端を窺ううえで有効と考えられる。

a S B201・ 202の概 要 (第 1図 )

前章の古代建物群の変遷で前述したとおり、 S B 201。 202は Bl・ B2地区の位置に展開した建物

群 1を構成する建物のひとつである。建物群 1は H期～V期 にかけて変遷した建物群で、Ⅱ期～Ⅳ期

までは掘立柱建物、V期は竪穴住居で構成される。 S B202がⅢ期 。S B 201がⅣ期のものである。

・ S B202は遺構の重複が激しく、調査当初は 2間 ×4間以上と推定したが、廂の配置等から2間 ×

5間の側柱建物として復元 した。身舎北側に一面の廂が付き、建物占有面積が廂を含めて■0.6♂ を

測る。柱穴は身舎部分が円形ないしは略方形を呈し、廂部分は円形を呈す。柱根痕跡は平面で確認出

来ず、断面で数箇所認められた。柱穴の配置では、桁行き方向の柱穴間距離がやや不規則である。 S

P2043か らは建物廃絶時に一括廃棄されたと考えられる須恵器 (双耳壷・甕 )、 土師器・黒色土器

(椀 )、 灰釉陶器 (椀 )、 製塩土器などの遺物 (171～ 188)が出土しており、Ⅲ期 (9世紀後半)に廃

絶した建物と考えられる。 S B 202の 帰属するⅢ期の建物は掘立柱建物が 2棟配置され、 S B 202の北

側約20mに S B206が位置する。建物の‐部しか確認出来ていないが、後続の建物群の配置から倉庫

と考えられる。また S B 202と 206の間は遺構の希薄なスペースが広がり、南北に2棟並列に配置され

る。

・ S B 201は 身舎が 2間 ×8間で、南側と北側に廂をもつ二面廂の側柱建物である。廂は南北両面と

も7間で、 5番 目の柱部分が身舎と対応しない。廂を含めた建物専有面積は189♂ を測 り、柱穴は身

舎・廂とも円形ないしは楕円形を呈す。柱穴掘 り方の規模は、地山が砂地であつたためか、直径約 1

～1.8mと 大型で、深さも一定しない。柱穴の配置では、桁行き方向の柱穴間距離がやや不規則であ

る。 S B 201は 重複関係や出土遺物、建物規模や配置等からS B 202に 後続するものと考え、Ⅳ期 (9

世紀末～10世紀初頭)の建物とした。Ⅳ期の建物配置はⅢ期の配置が踏襲されつつ規模を拡大する。

S B 201は 、 S B 202と 重複する位置にあり、主屋と考えられる。北側にはⅢ期と同様、遺構の希薄
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第 2図  Bl地 区における施釉陶器の分布
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な部分を挟んで倉庫が 2棟 (S B204・ 205)並列に配置される。またB2地区の S D019の 東側に
もS B207が配置される。

建物群 1は、V期 になると管理施設としての機能を失ったのか、掘立柱建物に替わって一辺 3m前

後の竪穴住居だけで構成される建物群へと変化する。

b 施釉 陶器 の分布 につ いて

B地区では緑釉陶器や灰釉陶器などの搬入品が出土しており、特にBl・ B6地区に集中して出土

する。施釉陶器の内訳は破片数で、Bl地区261点 、B6地区60点 を数え、遺物の分布状況を第 2・

第 4図で示した。分布については第 2章第 1節の分布図の手法に従い ドットで表現した。出土量の多

いBl地区については供膳具と貯蔵具に分けて図示した。実測図のあるものについてはドットの横に

報告書番号を明記した。遺物の詳細については表 1～ 2に記載した。

建物群 1の領域であるBl地区では、施釉陶器261点 のうち緑釉陶器は 1点だけである。緑釉陶器
は軟質陶で、京都洛北産の椀である。灰釉陶器は個体数で138点を数え椀、皿、小椀、短頸壺、、長顎

壼、広口壼がある。産地は猿投産を中心に尾北産がわずかにあり、東濃産はみられない。灰釉陶器の

時期は黒笹90号窯式のものが中心で、僅かに折戸53号窯式のものが認められる。

灰釉陶器の分布状況は、接合関係から小片となって原位置から散乱しているものも窺えるが、傾向

としては、供膳具・貯蔵具ともに大型掘立柱建物を中心に分布している。一方、緑釉陶器は調査区の

北西側に 1点分布する。遺物の時期と分布状況から緑和陶器は流れ込みの可能性が高い。

Bl地区の灰釉陶器について検討した内田亜紀子氏 (2001)に よると、黒笹90号窯式のものが大半
で、僅かに折戸53号窯式まで下るものがあることから、黒笹90号窯式の製品を一括 して購入し、その

後必要に応じて逐次補充されたものとされる。また、高級品とされる灰釉陶器の輪花椀・輪花皿・段

皿などがみられず、出上した椀・皿等の食器類に使用痕が著しく認められることから、公的な祭祀に

関連した使用と言うよりはむしろ私的な場における日常的な食器としての使用が想定されている。以

上のことから、灰釉陶器は S B 202の Ⅲ期に一括で購入し、 S B 201の Ⅳ期まで必要に応じて補充しな

がら管理者層の日常的な食器として利用されたものと考えられる。なお、他地域の搬入品は施釉陶器

だけでなく、幾内系黒色土器の椀や能登地方に類例をもつ製塩土器なども認められる。識字遺物では

円面硯や転用硯が出土しており、墨書土器も前節で触れたような特徴のある出土傾向を示す。

建物群 3の領域であるB6地区では、施釉陶器は個体数で20点が出土した。そのうち灰釉陶器が 6

点で、緑釉陶器は14点認められる。緑釉陶器は椀と皿で、2004の み硬質のものであり、他は敦質のも

ので、京都港北産のものである。仄釉陶器は椀、壺、長頚重が出土している。産地は猿投産で、黒笹

14号窯式の椀も出土している。緑釉陶器は供膳具、灰釉陶器は貯蔵具が中心となる。

緑釉陶器の分布状況は調査区北側に纏まって分布しており、灰釉陶器は調査区中央から北側にかけ

て分布している。遺物の時期と分布状況から、建物群 3の Ⅱ期を中心に使用れたようである。建物群

3の Ⅱ期は、 S B211,213と S114で構成される建物群で、掘立柱建物が L字状に配置される。また、

識字遺物では円面硯や風字硯・転用硯が出上 し、特殊な遺物として、鳥形須恵器や焼台が出土する。

建物群 3では、大型掘立柱建物は認められないが、Ⅱ期では中核域のひとつと考えられており、Ⅲ・

Ⅳ期も土師器焼成遺構など手工業生産に関わる特殊な領域と考えられる。建物群 3では、他地域の搬

入品が建物群 1の前段階から当地にもたらされていた状況が窺える。

以上のことから、任海宮田遺跡では S B201,202の 前段階であるⅡ期に緑釉陶器の椀・皿などを
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中心に建物群 3で他地域の製品が搬入されていたこと。またS B 202が出現するⅢ期の段階では、建

物群 1で灰釉陶器を中心に新たに一括搬入し、後続するS B201の Ⅳ期まで補充しながら灰釉陶器が

使用された状況が窺えた。使用状況については私的な日状の食器としての利用が考えられる。なお、

建物群 1の S B202が出現するⅢ期に、新たに灰釉陶器を一括搬入している状況や、前節で述べた墨

書土器の「平」「成」の分布状況から、その需要層は建物群 3と は異なる集団が運営していた可能性

があり、当地を管理した地方官人や在地豪族などの比較的富裕な階層と考えられる。収穫物について

は、倉庫群が認められないことから、その本拠地か、あるいは更に上位のクラスのもとに運ばれた可

能性が高い。

c 県 内の大型掘立柱建物ついて
北陸では、湯尻修平氏 (1983)や田島明人氏 (1983)の掘立柱建物の論考が基礎となり、補正勝氏

(1987)の大型建物に関する規格類別に関する論考、宇野隆夫氏 (1991)の北陸古代村落に関する体

系的な論考や川端誠氏 (1995)の単体建物の分析論、宇野隆夫氏 (2001)の私的所有地・経営拠点に

関する分析など様々な視点の古代掘立柱建物を取り巻く研究が蓄積されている。富山県では、古くは

高瀬・じょうべのま両遺跡での荘園建物の検討にはじまり、駒見和夫氏 (1986)の建物構成による集

落論、岸本雅敏氏 (1986)。 森秀典氏 (1988)の 掘立柱建物に関する論考、岡本淳一郎氏 (1995)

の集落構造論、河西健二氏 (1996)の建物構造論、森隆氏 (1997)単位建物群構成の検討などがある。

ここでは先学の研究を参考に、任海宮田遺跡の大型掘立柱建物がどの様な位置づけになるのか検討し

たい。

検討にあたり、岸本・森秀典の両氏の分類基準である桁行き5間以上のものを大型建物とし、県内

の類例を表 2に示した。遺跡の位置および建物の配置や規格については第 5～ 8図に示した。

大型掘立柱建物は、荘園庄所や官衛 (駅、津、郷衡など)、 古代寺院や有力者の居宅および拠点な

ど様々な属性をもつと考えられる。その大型建物がどのような規格と配置を持ち、どのような性格の

集落で採用されているのか分類することにより、より特徴的な傾向を抽出することが可能ではないか

と考える。その為、ここでは各遺跡を立地条件や建物配置、墨書土器の傾向や特殊遺物の出土状況か

ら、性格を分類したい。

① 越中国府関連遺跡[勝興寺南接地区](第 7図 )
伏木台地上に立地する当地区は、越中国庁跡の推定地と評価されている勝興寺境内の南側にある。

この一帯は御亭角と呼ばれ、白鳳時代前期の瓦が出土することより、廃寺跡の存在が指摘されている。

当地区からは建物跡と廊跡が確認されており、施釉陶器 (緑釉・灰釉)、 白磁、陶硯、製塩土器、瓦

などが出土している。大型建物はS B01(方形掘方)と S B02(円形掘方)の 2棟が確認されており、

時期差があるようだ。方位はほぼ正方位を示す。

② 麻生谷遺跡 (第 7図 )
古墳時代から中世に亘る複合遺跡であり、古代では8世紀後半～ 9世紀代の遺構が確認されている。

建物は掘立柱建物で構成されており、 9棟確認されている。建物群は重複関係から、最低 2時期の変

遷をもつ。遺物では施釉陶器 (灰釉 ,緑釉)、 「人長」などの墨書土器、土錘、斎串、扇子骨などが

ある。また遺跡が「川人 (川合)」 駅の推定地近辺にあり、墨書土器の「人長」が駅との関連を想起

させることから、駅家の可能性も示唆されている。大型建物はS B207・ 208がある。規模の確認で

きるS B 208は 2間 ×7間 の側柱建物で85.54ポを測る。柱穴掘方は方形を基調とし、柱穴配置は綺

′」/



,。 Ъ
9

亀。
B。
。
ο

「

L帯
°
新 る式%①。。

亀。 °
°
名。
°
FV    ~     S 働

時 、、、ヽ    。
Cl

頑 艶
響
軽

!s

更)。

°0。
。Ъ

6981     
。

砂

先疑碑
a⑨亀

Oo

C) (D

O°

ｏ
争

。
↑

ｏ
嗚

°  08 0

θ 。
co     sc夕

。

第 3図 B6地区の遺構配置図

′ぢ∂



灰和供膳具 緑釉供膳具 灰和貯蔑具
● 1～5   0 1～5   ▲ 1～5
● 6～ 10  06～ 10

011～
▲ 1840

o2aS1 2599● 郷1島

第 4図  B6地 区における施釉陶器の分布

0                  10                 20m

F3,



表l B地区出上の古代施柚陶器一覧 (1)
報告書番号 地区名 遺構番号 産地 窯形式 写真番号 遺物 器種

49 B S102 K90 320 灰釉陶器 広口壷
B S103 322 皿

B S107 322 灰 一堕

B S106 猿投 K90 322 灰釉 胴器 皿

B SP2043 猿投 K90新 灰釉陶器 椀

B SP2048 053 325 灰釉陶器 椀or皿

B SK1040 K90 椀

233 B SK2043 K90 灰釉 陶 短頸壷

B SK1061 猿投 K90～053 灰釉陶器 椀

B SK1062 族 K90～053 326 灰釉陶器 椀or皿
B SK1068 K90 326 長頸壷

386 B SX00 K90 灰 椀

387 B SX00 猿投 K90 330 更釉 陶 椀

388 B SX00 猿投 K90 330 灰釉陶器 椀

389 B SX00 猿投 K90 330 灰釉陶器 皿

B SX00 猿 投 K90 灰 皿

B SX00 053 330 灰 皿

B SX00 尾】ヒ K釉阿 皿

B SX00 猿投 灰釉陶器 皿

B SX00ユ 猿投 K90 灰釉陶器 皿

429 B SX204 K90 灰釉 陶 ]壷

506 B SD218 猿 校 K90 灰釉 陶 , 〓亜

941 B 猿投 K90 345 更釉 阿器 椀

942 B 猿投 K90 345 灰釉陶器 椀

943 B 猿 K90 345 灰釉陶器 椀

944 B K90 345 灰釉 陶

945 B 猿 被 K90 345 灰釉 陶 :
946 B 猿投 K90 345 灰釉 胴器 椀

947 B 猿
ん
え K90 345 灰釉陶器 小椀

948 B 345 灰釉陶器 椀

949 B 345 灰釉 陶 : 椀

950 B 捩 校 K90 345 K釉陶 椀

B 猿投 345 灰釉 阿器 椀

952 B 猿投 K90 345 灰釉陶器 椀

B こ投 K90 346 灰釉陶器 椀

B こ校 K90 346 灰釉 陶器 椀

955 B 猿投 K90 346 灰釉 陶器 椀

956 B 猿投 K90 346 灰釉陶器 擁
〔
υ B K90 346 灰釉陶器 杭

B K90 346 灰釉 陶器 椀

B 猿 被 K90 346 灰釉 陶器 椀

B 猿投 K90 346 灰釉 阿器 掘

B 猿投 K90 346 灰釉陶器 椀
∩
ソ B 猿 投 K90 346 灰釉陶器 椀

963 B 猿 校 K90新 346 灰釉 陶器 椀

964 B 猿投 K90新 346 灰釉 阿器 椀

965 B 猿投 K90 346 灰釉 阿器 」とr

B 猿投 K90 346 灰釉陶器 椀

B 猿 投 053 346 灰釉陶器 瓦

968 B 猿 校 K90 346 灰釉 陶器 椀

B 猿投 K90羽イ 346 仄釉 阿器 椀

B 猿投 053 346 灰釉陶器 椀 ?

B 猿校 K90 346 灰釉陶器 椀

B 猿 校 K90 346 灰XHI陶器 椀

B 猿 校 K90 346 灰釉 阿器 椀

974 B 猿投 K90 346 灰釉 阿器 椀

B 猿投 K90 346 灰釉陶器 椀

B 猿 投 K90 346 灰釉陶器 椀

977 B 摂 被 K90 346 灰釉陶器
B 頻 技 K90 346 灰釉 阿器

（
ν B 猿投 K90 346 仄和 阿器 lL

B 猿投 K90 346 灰釉陶器 皿

B 猿 校 K90 346 灰釉陶器 皿
Ｏ
Ｏ B 猿 技 K90 346 灰釉 阿器 皿

983 B 猿投 K90 346 灰釉 阿器 皿

984 B 猿投 K90 346 灰釉陶器 lL
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表2 B地区出上の古代施柚陶器一覧 (2)
報告書番号 地区名 遺構番号 産 地 窯形式 写真番号 遺 物 器 種

985 Bl 猿投 K90 346 灰釉陶器 皿

986 B 猿投 K90 346 灰釉陶器 皿

987 Bl 投 K90 346 灰釉 陶器 皿

988 Bl 投 K90 346 灰 rtH陶器 皿

989 Bl こ投 K90 346 灰糊 陶器 蒻竜or」l

990 B 猿投 K90 346 灰釉陶器 椀or皿
B 猿投 K90 346 灰釉陶器 皿

992 B 投 346 灰釉陶器 皿

993 B こ投 053 346 灰釉 陶器 皿

994 B 尾 北 346 灰釉 阿器 疹tor」巴

995 B 猿投 K90 346 灰釉陶器 皿

996 B 月≧】ヒ 346 灰釉陶器 椀

B 猿 投 K90 346 灰釉 陶器 力竜orllll

B 月占】ヒ 346 灰釉 陶器 皿

999 B 尾 北 346 灰釉 陶器 皿

1000 B 月ヨ】ヒ S4 346 灰釉陶器 皿

100ユ B 究 K90 346 灰釉陶器 皿

1002 B K90 346 灰釉 陶器 皿
（
υ
（
υ B 346 緑釉 陶器 椀

1004 B 猿 被 K90 346 灰粕 阿器 広口豆

1005 B 猿投 K90 346 灰釉陶器 広口壷

1006 B 346 灰釉陶器 壷

1328 B2 灰釉 陶 壼

B3 353 灰釉 陶
1337 B3 猿投 K90 灰釉 阿器 電orll
1338 BI 猿投 K90 353 灰釉陶器 椀or皿
1339 B3 投 K90 353 灰釉陶器 椀or皿
1459 B4 こ投 K90 356

1460 B4 猿 技 K90 356 灰釉 陶
146ユ B4 猿投 K90 356 灰釉 阿器 椀

1462 B4 猿投 K90 356 灰釉陶器 皿

1463 B4 K90 356 灰釉陶器 椀 or皿
1464 B4 K90 356

1465 B4 捩 被 KυO'併 r 356 灰釉 阿老
1466 B4 猿投 K90 356 共 和 I判 希 砂電  or llL

1467 B4 猿投 K90 356 灰釉陶器 椀 or皿
1468 B4 猿 投 K90 356 椀 or皿
1469 B4 猿 校 K90 356 灰 疹雹  or ll

1470 B4 捩 校 K90 356 灰釉 阿器 里

1471 B4 猿投 K90 356 灰釉陶器 望

1472 B4 K90 356 灰釉陶器 重

1587 B6 S115 番】 359 椀

1707 B6 SP2100 拾】ヒ 362 椀

1840 B6 焼成遺構 洛北 365 灰釉 阿器 長頸重

2004 B6 SX210 畿 内
７
′ 緑釉陶器 椀

2587 B6 冶北 383 緑釉陶器 椀

2588 B6 冶】ヒ 383 皿

2589 B6 拾】ヒ 383 緑釉 胴 皿

2590 B6 冶北 383 緑糊 阿器 掘

2591 B6 猿投 K14 383 灰釉陶器 皿

2592 B6 諧ζ】ヒ 383 緑釉 陶器 IL?

2593 B6 沿Hヒ 383 緑釉 陶器 皿

2594 B6 胎】ヒ 383 緑釉 阿器 椀

2595 B6 治北 383 緑釉陶器 椀 or皿
2596 B6 冶北 383 緑和 阿器 つE or」上

2597 B6 洛】ヒ 383 緑釉 陶器 皿

2598 B6 拾】ヒ 383 緑釉 陶器 椀

2599 B6 捩 哉 K14 383 灰釉 阿器 砥

2600 B6 383 重

260ユ B6 灰釉陶器 壁

2602 B6 383 一堅
刀
仕 B7 384 耳 皿

3027 B13 392 重

3061 B14 洛北 393 緑釉陶器 椀 or皿
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麗に並ぶ。

③ 中保B遺跡 (第 7図 )
縄文後期から中世の遺構が確認される複合遺跡であり、古代では7世紀後半～11世紀代前半頃まで

の遺構が確認されている。古代の様相は概ね3期に細分され変遷する。 l期は7世紀後半で3間 4面

廂のS B50を 中心に建物群が形成されており、その形態から豪族層の居宅の可能性が指摘されている。

2期は8世紀中頃～ 9世紀中頃のものとされ、船着き場遺構の存在から水上交通の拠点としての機能

が想定されている。建物群は調査地内で東と北の2箇所に別れており、水上交通の拠点であった東側

建物群が活動の中心とされる。 3期は水上交通の活動が停止した9世紀中頃以降のもので、北側建物

群のみで運営されたようである。大型建物 S B01・ 07も この時期のものとされる。特筆される出土遺

物としては、 1期では暗文土器、 2期では暗文土器や「案調」「案鳥J「津三」などの墨書土器、 3期

では灰釉陶器142点、緑釉陶器 4点があり、「林□」「□家」「大家」などの墨書土器が出上している。

建物群の性格としては、 1期が豪族居宅に関連するもの。 2期が出土遺物や周囲の地理的環境から官

衡的な様相を示す物流の中継点ないしは出先機関、 3期は官衡と理解されている。

大型掘立柱建物は、 1期ではS B50があり、 3間 4面廂の建物で、柱穴掘方は、身舎・廂とも円形

である。 3期ではS B01・ 07がある。 S B01は 2間 ×6間で東面に廂をもち、建物専有面積106.88♂

を測る。桁行き方向の柱穴間距離がやや不規則で、柱穴掘方は身舎部分が方形、廂部分が円形で、 3

期の中心施設と考えられる。

④ 常国遺跡
庄川扇状地扇端部付近の氾濫原上に立地する。古代では奈良・平安時代の掘立柱建物と竪穴住居か

らなる集落が確認されている。遺構は8世紀後半に中心をおく掘立柱建物群と9～ 10世紀の竪穴住居

群とに大別される。遺物では瓦塔以外は一般集落の遺物と同様である。資料では8世紀後半の井戸や

掘立柱建物が大型であることから、官衡的な施設としている。大型建物S B01は 同一位置での建て替

えが認められる。両者はS B02と L字配置を呈し、廂側が広場となる。東大寺領石栗荘の荘所あるい

は東大寺領荘園群の拠点との説
証ユ
もある。

③ 久泉遺跡
現説資料のため詳細は不明であるが、 8世紀後半～9世紀前半の荘園経営に関わる集落とされ、床

面積約77ポを測る大型建物 (S B01)の他、時期の異なるS B02や 周囲に4棟からなる竪穴住居群が

確認されている。建物群の東側では、時期の異なる人工的に造営された大溝 (S D09)が検出されて

いる。主な遺物としては土師器や須恵器など一般的な遺物が出上している。

⑥ 高瀬遺跡
9世紀代の掘立柱建物群が確認されており、荘園遺跡として者名である。石仏地区と穴田地区の両

地区が調査されており、石仏地区では大型建物 3棟がコ字状に配置されている。また建物群の南側に

は大きく蛇行した旧河道が位置する。特殊遺物には鉄鉢、浄瓶、「家成」「衣」「衣□」「南□□」「九

万呂□」「□丸」などの墨書土器
註2ゃ
瓦塔、皇朝十二銭、「昔右支□易曹上人□難・・」と書かれた木

簡などがある。石仏地区の大型建物がS B10を 中心にコ字状に配置されていることや、文献資料など

から東大寺領の荘園荘所およびその関連施設とされる。

⑦ 向野池遺跡 (第 7図 )
S B03は南北東面に廂をもつ大型建物で、約 5m南西側にほぼ並行する方向で S B05～ 07が配置

される。同時併存かどうかは不明であるが、 S B05～ 07が 3回重複しており、同時併存していた可
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表2 富山県の大型掘立柱建物一覧

越中目府関連

2 麻生谷
8C後～9C

3 中保B

SB01 南北
6X2東霜 1 身 省 7081

SB50 東 西
匹面廂 5X4

ア
廂含む 11081

常国 O

SB01古 南北
7X3刀ミ体ロユ

も
等
合
身
廂

1400   ×     540 7560 形万

彰

略

田
8C中～9C前

SB01新 商北
6× 3真用 1 身舎 略方形

SB02 東西
廂６×２南
赫 廂含む 1260

知

櫛
∞
∝

形

形

出

円

6 高瀬 (石仏地区 )

SB01 南北
5× 2東 山用 2 身

廂幸Ⅲl

∞

И

4830 円

形

脩

Ｈ

一副

SB02 東西
5×2南北廂 2 身舎 約

ｍ

∞

∽

６３

舅
日
形
炉
円

向野池 東西
6来用X2面北麻H
廂部分含む

身

廂含む

1400    ×     490 ∞

ｍ

形

形

円

円

9C前半～ 10C初 頭

10 任海宮田 ○

SB202 東西
5× 2北廂 ] 身省

廂含む 1410 11069
9C後半

SB201 東西
8× 2F珂 】ヒ赤H2

商北廂

身

廂 含む

1750    X     550 9C後半～ 10C初 頭

吉倉B O
SB50 東西

5粟順 lX2 身 舎 7192 9C中～後

12 米田大覚

SB02 東西 5X3南廂
廂含む 7344

略 万 9C申 蜜

15 じょうべのま

SB001 東西
5×2画舶 ]

苛廂

身

廂 含む

1125    ×      530 形
形
万
方

SB016 南北
5南用 1× 2東痢 1 身舎 ω

ｍ

約

Ｍ
形
羽

力

一
カ

SB017 南】ヒ
5×Z界用 ]

東麻

万
廂 含む 1150

10005 IIa万

円

SB010 南北 東廂 廂含む

13005

19125
万形

円

|

第 5図 県内の大型掘立柱建物位置図
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能性が高い。出土遺物では土師器・須恵器・瓦塔・土錘・鉄淳などが出上しており、 9世紀第 2四半

期～10世紀第 1四半期にかけて土師器焼成の経営集団として存在 したようである。

③ 新町Ⅱ遺跡 (第 7図 )
古代から中世の遺構が確認されているが、部分調査の為ほぼ単独棟に近い状況である。出土遺物は

須恵器の蓋杯、重、奏や土師器の奏、鍋などの一般的なものであり、特殊な遺物はない。報告では大

型建物があることから、一般集落から卓越した中核集落である蓋然性が大きく、恐らく村落首長クラ

スの主導によって形成された計画村落とし、更に県内で8,9世紀以降に開発状況が著しくなる状況

を踏まえ、開発拠点集落とされている。

③ 中名V遺跡 (第 7図 )
神通川扇状地上に立地し、古代から本格的に開発された様相を示す。初現は7世紀前半の竪穴住居

が確認されており、集落は10世紀代まで存続する。大型建物を含む掘立柱建物群は8世紀後半～ 9世

紀前半のものとされている。また 9世紀代の竪穴住居が余り確認されておらず両者が混在していたの

か判然としないが、10世紀の竪穴住居も確認されており、調査区も細長く未調査部分も多いことから

両者が混在していた可能性がある。特殊な出土遺物には緑釉陶器、「T商」「稲束」「舟」「舟生」「□主」

「泉」などの墨書土器や土錘がある。竪穴住居や立地条件などから開発拠点集落と考えられる。

⑩ 任海宮田遺跡 (第 8図 )
常願寺川扇状地上に立地し、古代までは遺跡の分布も希薄な地域である。 7世紀の末頃から開発が

行われた集落で、一辺 3m未満の小型竪穴住居が多数確認された。遺物には施釉陶器 (緑釉・灰釉)、

「城長」「城□」「□長」「弐」「墾田」「□音寺」「有成」「寅成」「寅」「富」「稲村」「村」「福」「家」

「豊」「豊□」「酒杯」「人」「木」「廣」「平」「山」などの墨書土器 、瓦塔、石帯 があり、 7C末から

10Cに渡って扇状地の開発に従事した拠点集落とされる。

① 吉倉B遺跡 (第 8図 )
奈良時代から近世に亘る遺跡で、常願寺川扇状地上に位置する。遺構は7世紀末に初現があり、 8

世紀中頃～9世紀末がピークである。竪穴住居力�7棟、掘立柱建物が12棟 と竪穴住居が大半を占め

る。これらは5時期の遺構変遷が想定されており、両者が混在していることや建物占有面積に格差が

あることから、階層差を窺うことが出来る。遺物は緑釉陶器、「城長」「柴」「柴土 ?」「柴家」「真」

真中子」「中子」「山古万呂」「□子」「子」「林」などの墨書土器、製塩土器、土錘、円面硯が出上し

ている。報文では東大寺などの荘園設定以前から集落形成が始まることや、この地域が中世では大田

保と呼ばれ、もともとは国衛領であることから、国衡または郡衛主導で開発された開墾集落の開発拠

点と位置づけられている。

⑫ 米田大覚遺跡 (第 8図 )
8世紀末～10世紀初頭の遺物が確認されており、 9世紀中頃に中心をもつ。掘立柱建物は32棟確

認されており、概ね4つの建物群に大別される。中心施設と考えられる 1群は3時期以上の変遷が指

摘されており、南面に廂をもつ S B02を 中心に掘立柱建物が整然と配置される。 L字や品字あるい

はコの字状の配置が変遷の過程でたどれるようである。この他大型建物ではS B02と 同じ建物群に

S B07・ 08。 10が確認されている。 S B07・ 08は長舎建物とされ、この建物は国行政庁・郡衛政庁・

客院関連施設・官人級居宅 。あるいは馬房などで多くの類例が認められることが指摘されている。

S B10は 東側の腸殿と想定される建物で、S B02・ 04と 共にコの字状の配置をとる。 S B16は 1

群から30mほ ど離れて位置する4群に所在する大型建物で、長舎建物との関連が指摘されている。遺
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物では緑釉陶器や灰釉陶器、「田邊」「道公」「公麿」「公万呂」「富女」「人長」「室」「家」「井」「酒」

「真」「柴」や則天文字の墨書土器がある。このほか石製帯飾り (巡方 。九輛)、 斎串や風字硯や陶製

の升などが出上している。建物構造や配置 。遺物の内容から9世紀中頃を中心に営まれた新川郡衛

(群家)に関連する施設とされる。

⑬ 水橋荒町・辻ヶ堂遺跡
縄文時代から近世に亘る集落が確認されており、特に古代の遺構が大半を占める。5× 3間の大型

建物から2X2間の倉庫まで約50棟の建物が確認されている。建物の大半は8世紀前半～ 9世紀初頭
のもので、 4回 ほどの変遷を経る。建物は全体的に規模が大きく倉庫や井戸を伴い、また道路、溝、

建物という計画性の強い配置構造が窺える。出土遺物では「竃神」などの墨書土器や転用硯、漆の付

着した土器、石製帯飾り (丸輛)があり、官衛的な性格をもつとされる。また水橋駅の候補として挙

げられている。

⑭ 浦田遺跡 (第 8図 )
縄文時代から近世までの遺物が確認されており、特に弥生・古代が大半を占める。古代では平安時

代の集落が確認されており、掘立柱建物が17棟検出されている。5× 3間の大型建物は、調査区の関

係や、他の建物と重複するものの、近辺に同一方位を示す建物がないことから同時期の建物配置は判

然としない。遺物は9世紀代に主体をもち、須恵器・土師器等の一般的な器種構成であることや、立

地条件から「大藪荘」の荘園管理の一端を担った集落とされる。

⑮ じょうべのま遺跡 (第 8図 )
黒部川扇状地の末端に位置し、平安時代前期の荘園関連遺跡として高瀬遺跡と並んで著名である。

建物群は概ね 9世紀代のもので、 5時期
註3に
区分される。廂付き建物 S B 001を 中心に、コの字状を

基調とする建物配置が窺える。出土遺物には施釉陶器 (灰釉陶器・緑釉陶器)、「西」「西庄」「寺」

「田中」「少黒」などの墨書土器と「・・□水可進上回・・」などの木簡がある。遺跡は出土遺物や建

物配置から平安前期の荘園庄所とされる。また佐味駅の駅が
4に
比定する意見もある。

d ま とめ
ここでは森隆氏 (1997)が、単位建物群を検討した際に用いた手法を参考に、県内の大型建物につ

いて、建物群を配置から検討した。検討の結果、 5分類程度が認められる。

1類 :越中国府関連遺跡 (勝興寺南接地区)回廊等の四続施設を伴うもの。

2類 :米田大覚遺跡やじょうべのま遺跡 。高瀬遺跡などの大型建物を含む建物群がコの字や品字の配

置を成し、中核域を形成するもの。

3類 :中保B遺跡や吉倉B遺跡・麻生谷遺跡のように大型建物を中心に多くの建物群が集中し中核域

を形成するもの。

4類 :中名V遺跡・向野池遺跡のように大型建物の主屋に倉庫や雑合が広場を挟んで並列に配置され

るもの。

5類 :新町Ⅱ遺跡・浦田遺跡 。久泉遺跡のように大型掘立柱建物の周囲に建物が見当たらず、単独に

近い形で検出されるもの。

5類については、調査区の設定上周囲の状況が半J然としないことから、 4類や 3類になる可能性が

あるが、ここでは分類のひとつとして設定した。

遺跡を性格別にみると、 1類は国府や寺院に関連し、 2類は郡衛あるいは荘園庄所に関連する。 3
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類は官衛の出先や国衛あるいは郡行主導の開発拠点とされ、 4類は官行の出先や開発拠点、 5類は開

発拠点や荘園経営の一端を担った集落とされる。廂の付かない大型建物が主屋として採用されるのは、

3～ 5類に認められ、廂の付 く建物は 2～ 4類で認められる。

今回報告するB地区の大型建物の特徴を挙げると、梁間 2間の身舎に廂をもつ大型建物が主屋とし

て採用される。その柱穴形態はS B 202が略方形、S B 201が円形および楕円形を呈し、桁行きの柱穴

はやや不規則な配置をとる。また主屋は倉庫などの雑舎と空間を挟んで並列に配置され、囲続施設の

ない開放景観で、周囲は 1辺 3m程度の小型竪穴住居が配置される。遺物では、その建物群の領域か

ら灰釉陶器などの搬入品や「平」の墨書土器、土錘などが集中して出土する。以上の条件から、SB

201・ 202は 4類に該当する。

第 6図で示すように、 S B202は県内の大型建物のなかで、身舎および廂を含めた建物面積および

梁間や桁行きの長さは標準的なものとなる。 S B201は廂を含めた建物面積が上位に位置し、梁行き

では最大となる。身舎では、桁行きの長い部類に入り、梁間はほぼ標準的な規格のものとなる。川端

氏 (1996)に よると、建物形式的に古い様相
離5を
示す梁行 3・ 4間 タイプが妻方向への拡大意識を表

し、屋根構造上の限界から廂を付けて妻方向へ拡大する方向性に転換し、梁行 2間 タイプの廂付きが

増加するとのことである。この傾向は妻方向への拡大意識があり、細長い建物よりも正方形タイプの

ものの方が、当時の人々がより造営したい建物であったと考えられ、また身舎の梁行が長いものが構

造上建てるのに困難な建物と考えられることから、梁行きの長いものがより格の高い建物とするなら、

B地区の S B 201は 面積的には巨大であるが、梁行長では標準よりやや上位の建物となる。

S B 201・ 202の ように廂を伴う建物は、荘園庄所や官衡などの公的な場所の主屋で採用されるもの

が多く、廂の無いものは官衡の脇屋や、耕地獲得を目的とする集落の経営拠点で主屋として多く認め

られる。任海宮田遺跡は立地や成立条件から耕地開発を目的とする開墾集落と考えられるが、 SB

201や 202は 、他の開墾集落と考えられる経営拠点の大型建物とは様相を異にすることが看取できる。

3類～ 5類の開墾集落については、宇野隆夫氏 (2001)の分類でみると民衆の経営拠点型あるいは在

地有力層主導型の経営拠点にあてはまるものが多 く、任海宮田遺跡の201・ 202は建物面積100♂ を越

すもので、上記の分類に該当しない。しかし同じ4類の中名 V遺跡で 8世紀後半～ 9世紀前半の建物

面積100♂以下で廂をもたない大型建物が主屋として採用されていることや、向野池遺跡で南北両面

廂で建物面積が100♂ を越える 9世紀後半から10世紀前半の大型建物が生産を統括管理するための一

管理施設に採用されていることから、 9世紀後半以降の建物については、100ぽ を越える規格の建物

が、在地有力層主導型の経営拠点でも存在した可能性が考えられる。ここでは、在地有力層主導型の

9世紀後半～10世紀初頭の経営拠点としてBl地区の大型建物を理解したい。

(武田 健次郎 )

註1 宇野隆夫氏 (2001)に よると、8世紀後半の大型建物の配置や構造、また周囲に竪穴建物が広がる状況から、

1町の区画内に存在する荘園経営拠点の中心部と推定し、有力寺社主導 1型の経営拠点として例示している。

註2 墨書土器の大半が穴田地区より出土していることから、報文では正殿と脇殿を備える石仏地区に対し、穴田地

区は裏方的な実務を担当する事務棟群ではないかと指摘している。

註3 報文では5時期とされるが、変遷が多いことや建物が「コJ字状配置など規格性の考慮から、森隆氏 (1998)

は3時期の変遷を提示している。

註4 森隆氏 (1998)に よると遺構の広がりが半町四方、せいぜい広くても一町四方に収まることや、氏の復元案に
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よると中心建物の近隣に倉庫が付属すること、また脇殿と考えられる二正面構造の特異な建物群が旧河道に面

することなど、高瀬遺跡や横江庄遺跡との異質さを指摘し、水陸両用の利便性を考慮 した駅家の可能性を示唆

している。

註 5 川端誠氏 (1995)に よると氏は7世紀代までは建物の拡張に際し、梁行を延ばす方向で建てられたが、屋根構

造の技術的限界から、 8世紀代には梁行 2間 に庇を付与し建物面積の拡張を計る建物が増加し始める状況を指

摘している。
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土師器焼成遺構について

は じめ に

B6地区からL字状に広がる赤色硬化した焼土面を検出した。壁面が認められないものの、周囲の

状況や出土遺物から考えて焼失住居や製鉄関連遺構というよりは、むしろ土師器焼成遺構の可能性が

高い遺構であると判断した。土師器焼成遺構は、焼土面の分布状況から2基が確認されており、建物

群 3に帰属する。操業時期はⅢ期～Ⅳ期 (9世紀後半～10世紀初頭)と 考えられる。従来富山県では、

8世紀中頃の小杉流通業務団地内遺跡群No18A・ BoC遺 跡などの土師器焼成坑が知られており、近

年 9世紀以降の土師器焼成遺構の例が増加している。特に富山市西部に位置する射水丘陵では、開ケ

丘ヤシキダ遺跡・ガメ山遺跡・向野池遺跡 。開ケ丘中遺跡で確認されている。新潟を除く北陸の土師

器焼成遺構は、その殆どが須恵器の窯場の周辺ないしは須恵器工人集落の一角など、須恵器の生産に

関連する遺跡で確認されている。これは一般に須恵器と土師器の生産が一元化した「北陸型」の生産

体制を反映したものと捉えられている。実際、任海宮田遺跡以外の上師器焼成遺構が古代の越中にお

ける製陶・製鉄生産の中心である射水丘陵に立地し、須恵器窯の周辺ないし須恵器工人集落の一角で

みつかっていることからもこの傾向が窺える。

任海宮田遺跡の土師器焼成遺構は、須恵器生産地から遠く離れた平野部に土師器焼成坑が所在する

ことから北陸型生産体制の枠組みの中では例外的なものである。ここでは本遺跡の土師器焼成追構が

北陸型土器生産体制のなかでどのような位置を占めるものなのか検討する。

a 焼 成遺構 につ い て

L字状に広がる焼土面には硬化面の激しい部分と緩い部分があり、切 り合いを調べたところ、東西

方向に広がるもの (焼成遺構 1)と 南北方向に広がるもの (焼成遺構 2)が認められた。また重複関

係から前者が新しく後者が古いことが確認できた。

焼成遺構 1は北狽1部分を削平された可能性があり、焼成遺構 2よ りも規模が小さく、形態は長辺

2.8m短辺1.5mの やや不整形な長方形で、床面積4.2♂ を測り、硬化面の厚さは10cmである。また硬化

面の周囲にはあまり硬化せずややくすんだ赤色を呈する部分が幅10～ 20cmで帯状に巡つている。

焼成遺構 2は焼成遺構 1の東側に位置し、これと重複するものの残存状況は良好である。平面形態

は南北に長い隅丸長方形を呈し、短辺2.3m長辺2.8mで、床面積6.4♂ を測る。焼成遺構 1と 同様に硬

化面の三方 (東西南)に硬化の緩い焼土層が帯状に巡る。但し北側については全体の 3分の 1程度の

範囲にあまり火を受けず硬化していない面が広がる。

焼成遺構 1・ 2はやや平面が不整形な長方形および隅丸方形の焼成面のみが検出され、掘 り込み面

などは確認できなかった。このことが削平を受けたために起因するのか、その様な形態をもつもので

あったためなのか本例だけでは判然としないが、他の遺構の掘削深度が焼成遺構よりも一定程度の深

さをもつことから、 S K60は掘 り込み面がないか、あるいは相当浅い掘削深度であつたことが予想さ

れる。この様な形態は望月分類のA類不整形タイプに近似するが、床面に強い被熟痕跡をもつことか

らA類床面強被熟タイプの可能性も高い。

b 関連遺構

本焼成遺構は周辺に付帯する遺構をいくつか伴っている。まず窯跡周辺を区画する溝がみられる。
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これらの溝は、重複関係から2群 に分離できる。焼成遺構の南側と西側を区画するS D316～ 319・

322が先行する一群である。また、それらに後出し焼成遺構を大きく隅九方形に区画する S D319～

321の 一群がある。このほか焼成遺構に隣接 して S X209～ 211な どの大型土坑が配置される。 SK
209は重複関係から焼成遺構 2に先行するものではあるが、遺構配置状況から区画内部での作業空間

や製品用の粘土置き場などと関連する可能性が考えられる。なお焼成遺構の北側にS B208が近接す

ることも挙げられる。これらの様相から土師器焼成窯が本体のみ単独で存在したのではなく、排水や

作業場、管理棟などの機能分担に応じた生産の場としての遺構配置をもっていた可能性が窺える。

c 関連遺物

焼土面の周囲からは土器の表面が薄度を剥いだように円形に剥脱したものや底部と体部の継ぎ目か

ら剥脱したものが土師器の食器類 (写真251-1参照)で確認されている。これらは作陶の段階で、器

壁内に空気の気泡を残したまま焼成した結果、内部の空気が膨張し破裂したもので、生産地特有の遺

物と考えられる。その他、黒班のある土師器椀や須恵器製の焼台 (2399)、 鳥形須恵器 (2154・ 2400

～2402)な どが出土している。鳥形須恵器 (2154)に ついては、区画溝 (S D317)お よび周辺の包

含層から出土したもので、水′烏を模倣したものと考えられ、羽根・胴部・尾に羽毛の文様が丁寧に描

かれている。鳥形須恵器の類例を調べた植木氏 (2002)に よると、出土例は少ないが、北陸の 8世紀

代の須恵器生産関連遺跡で主に発見されることに言及している。

調査地周辺の地山は砂質土を主体とし、大型の礫が少ない地区であるが、この周囲からは10～ 20cm

大の円盤状の礫が多数出土している。これらの中には肉眼でも被熟痕跡が認められるものがあり、石

の被熱判定 (資料数10点 )を行なった。判定の結果 (第 4分冊第 1章参照)、 焼成遺構に関連すると

考えられる遺構 (S X209,211、 S D317)か ら出土した礫のうち400℃ 以上の熱で加熟されたもの

2点 と400℃ 以下の熱で加熟されたもの 2点が認められた。全 く被熱 していないものや被熱温度が

400℃以下の低いものもあり用途は様々と考えられるが、用途の1つ として窯詰めの際の充填材や覆い

焼等の重しなどが考えられる。

この他、この土師器焼成遺構での焼成遺物および供給範囲を確認するため、焼成遺構周辺の遺物と

各地区の竪穴住居出土遺物を中心に胎土分析 (第 4分冊第 1章参照)を行なった。分析の結果43点の

うち13点が、K(カ リウム)量の高い領域に分布をもち、開ケ丘遺跡や向野池遺跡と異なる胎上のも

ので、現在のところ任海宮田遺跡独特の胎土として分類されている①この一群は肉眼観察ではⅡ・

Ⅲ・V群の胎土が該当し椀や皿が主体で、煮炊具は殆ど含まれない。煮炊具はSr量の多いものに偏

りを示し、搬入品の可能性が考えられ、当焼成遺構では椀や皿などの食器類を中心に生産していた可

能性が高い。また任海宮田遺跡独特の胎土をもつ13点の供給範囲は、建物群 1～ 3の竪穴住居や、更

にA・ C地区の竪穴住居でも出土している。土師器焼成遺構のある建物群 3は、墨書土器「成Jの集

中するグループであるが、製品は「成」の文字群の範囲を超えて流通していることが分かつた。

焼土面もしくはその周辺から炭化物が出上しており、炭化材の同定 (72点 )を行なった。72点 のう

ち焼成遺構に関連すると考えられるものは細片のものばかりで18点 を数える。同定の結果 (第 4分冊

第 1章参照 )、 樹種はクリ 5点・ブナ 2点 ・コナラ属コナラ節 2点 ・ヒサカキ属 2点 などが出土 し、

遺跡の周辺もしくは近隣の地域で採取可能な樹種と考えられている。

以上の状況を考慮した結果、焼土遺構は焼失住居や製鉄関連遺構ではなく土師器焼成に関連した遺

構であると判断した。なお他遺構の分布状況や西側が落ち込みという地形的な要因から、恐らくこの
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焼成遺構のみの小規模な経営形態であったことが想像される。

焼成遺構の焼土からはほとんど遺物が出土しておらず、そのため土師器焼成遺構に関連する他遺構

の出土遺物から時期を考えたい。遺物については焼成遺構周辺直上の包含層の遺物と粘土置き場や作

業場と考えられるS X209・ 210・ 211の遺物について第 1図・第 2図に報告書番号で図示した。大型

土坑の遺物については、床面直上よりも埋土表面あるいは上層からの出上が多く、Ⅲ期～Ⅳ期の遺物

が中心となる。器種的には須恵器の杯・杯蓋・土師器の椀・皿・小型甕・黒色土器が出土しており、

土師器の椀が大半を占める。また様々な形状の礫も多 く出土している。そのほか焼成遺構の周辺から

は須恵器製の焼台が 1点出土しており、須恵器窯から工人を招来した可能性が窺える。

d ま とめ

富山市西部に位置する射水丘陵では、 8世紀中頃の土師器焼成遺構が小杉流通業務団地h18A遺跡

で29基、同18B遺跡で 5基、同18C遺跡で 3基以上、同No20遺跡で 2基確認されている。 8世紀末葉

～ 9世紀前葉のものでは開ケ丘ヤシキダ遺跡で4基、ガメ山遺跡で 1基、向野池遺跡で 5基確認され

ており、これに後続する焼成坑 2基が開ケ丘中遺跡でも確認されている。これらの上師器焼成遺構が

確認された射水丘陵は、古代の越中における製陶・製鉄生産の中心であり、焼成遺構は須恵器窯の周

辺ないし須恵器工人集落の一角でみつかっている。一方任海宮田遺跡の焼成遺構は平野に立地し、須

恵器窯とは隔絶した位置の集落で経営されるものである。この違いが北陸の上器生産体制のなかでど

のように捉えられるのか以下にまとめたい。

北陸の土師器焼成遺構は、その殆どが須恵器の窯場の周辺ないしは須恵器工人集落の一角など、須

恵器生産に関連する遺跡で確認されている。これは一般に須恵器と土師器の生産が一元化した「北陸

型」の生産体制を反映したものと捉えられており、 8世紀の県内の生産体制も同様である。 9世紀代

の越中の状況について、望月氏は土師器焼成坑の検出例がなく、須恵器窯においても土師器食膳具を

出土するケースが少ないことから「須恵器窯場において土師器食膳具生産を行っていなかった可能性

が高く、須恵器生産とは別の場所で生産されていた可能性をもち」また「在地須恵器窯製品と異なる

胎土の食膳具が消費地で検出される状況であることから、基幹的窯場経営とは異なる単位での生産が

主流であつた可能性をもつ」 (望月精司1996)と 指摘しており、越中の上師器生産が「北陸型」生産

体制の典型を示す加賀地方の生産体制と異なる可能性を指摘している。また9世紀代の土師器生産は

中核的な須恵器基幹窯での須恵器主体の生産体制と土師器生産に比重を置くようになる補佐的須恵器

基幹窯では、生産体制にズレがあり、後者では土師器焼成坑経営が須恵器窯から分散する傾向の動き

が認められるようである。但し分散する傾向にあるものの生産の枠組みは基幹窯に属するものとされ

る。向野池遺跡や開ケ丘中遺跡はこの様な動きと対応する可能性が高い。これに対し、任海宮田遺跡

の土師器焼成遺構は、県下の須恵器生産地から遠く離れた平野部に所在する。このように須恵器窯と

隔絶した平野の村落内で 1～ 2基の小規模なものとはいえ、須恵器生産地から遠く離れた平野部に土

師器焼成遺構が所在することは北陸型生産体制の枠組みの中では例外的なものである。以上のことか

ら、富山県には9世紀において向野池遺跡や開ケ丘中遺跡のように須恵器窯の近隣に所在する例と、

任海宮田遺跡のように須恵器窯から隔絶した平野部で経営されるタイプの両者が存在することが窺え

る。そして、任海宮田遺跡の上師器焼成遺構が平野部で開始される背景には、北陸型土器生産体制の

中で 9世紀中頃以降から起こる須恵器窯からの分散化傾向の動きのなかで把握する事ができる。

なお、土師器焼成遺構の周辺には、建物群 1や 3にみられる計画的に配置された掘立柱建物群や大
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型掘立柱建物が所在する。両建物群から出土する遺物に灰釉陶器や緑釉陶器、円面硯や風字硯など、

一般的な集落では殆ど出土しない遺物が一定量出土することから、耕地獲得を目的とする開墾集落の

なかでも中心的な機能をもつ領域であったと考えられる。この中心域では土錘や製塩土器が多量に出

土しており、組織的な集団漁労行為と保存処理を行っていた可能性がある。その様な中心域での手工

業および漁業関連について、宇野氏は「荘所
離1付
近から出土する生産関連資料の分野は,紡績,木・

漆工,鍛錬鍛冶,網漁が代表的なものであり,金泥作り,精錬鍛冶・鋳造などの特殊・高度な技術分

野も存在した」 (宇野隆夫2001)と され、その様な私的開発活動をおこなった勢力の中枢部では手工

業および漁業活動が、民衆の経営拠点型よりも上のランクの拠点では盛んに活動していたようである

と指摘している。集落内流通の可能性が高いとはいえ、地山が砂質土で本来粘土の産出をみない任海

宮田遺跡で土師器生産を行なっていた要因は、上記の北陸型土器生産体制にみられる土師器生産の須

恵器窯からの分離 。分散傾向の動きと、開発拠点集落での手工業生産の活発化の動きのなかで捉える

ことができる。 (武田 健次郎 )

〈註 〉

註 1 宇野隆夫氏は古代荘園について、 8世紀中頃以降の私的所有地・経営拠点を荘園として一旦整

理 してから、考古学的に検証する立場をとっている。そして、上は有力寺社・王臣家から下は民衆ま

での私的開発活動を把握 しようと試みられている、その立場からの理解においては任海宮田遺跡 も荘

園のひとつと理解できる。
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中世の土器 陶磁器組成

は じめ に

今回調査・報告した任海宮田遺跡B地区では、その全地区で中世の集落遺構がみつかっている。総

調査平面積は約33,000だで、120棟 を超える掘立柱建物が検出された。これらの建物群の存続時期は

中世の全般に及ぶが、このように長期にわたって建物群が存続した結果、多数の土器・陶磁器が出土

した。とくに公害防除特別土地改良事業に伴う発掘調査では、2004年刊行の道場 I遺跡の報告書では

じめて中世土器・陶磁器の組成を検討して以来、後続報告書でも継続して分析を行っている。土器組

成の分析にはいくつかの方法があるが、重要なのはそれがイ団体識別であれ、単純な総破片数のカウン

トであれ、同じ基準で分析がなされ、その分析結果が複数の遺跡の比較を可能とするまで継続して集

積されることにある。この点について、道場 I遺跡ではじめて組成分析を行って以来、中名 V・ Ⅵ遺

跡、任海宮田遺跡A地区と、継続して土器組成の分析資料力潮頂調に集積されている。また本報告に後

続する任海宮田遺跡C地区の報告書でも同様の分析が試みられる予定である。従ってその組成分析は、

最終的には10数万♂を超える遺跡調査地に及ぶ予定であり、分析結果の成果が今後当地での中世集落

研究に際して重要な視点をもたらすものと期待される。

1 土 器 ・陶磁器組 成 の分析 方法
中世の出土遺物のうち、在地産の土師器皿と人尾以外の遺物は、基本的に遠隔の生産地から何らか

の流通手段・経路を経て当地にもたらされている。中世は流通経済の発達が著しく伸展 した時代であ

り、中国陶磁の定量出土からも明らかなように、商品が移動してくる距離も遠く海外にまで及ぶよう

になっている。その結果中世では古代に比べると焼物の種類・内容が格段に増加しており、組成自体

もより複雑なものになっていく。従って出土した土器・陶磁器の詳細をリス トアップし、その内容や

組成について検討を加えることは、これらの土器・陶磁器を無有・使用した人々の嗜好や経済的地位、

階層などを解き明かしていく上で、必要不可欠な作業となろう。そこでまず出上した土器・陶磁器の

焼物・器種別のリス トを作成し、次いで各種の焼物から構成される土器・陶磁器の組成について検討

を加えた。組成分析は、B地区の全地区を対象とした。これらの調査地は面積にかなりの大小がある

があるものの、全ての調査地で中世の建物遺構が検出されている。とくに隣接する調査地区は相互に

遺構が関連するものも多 く、任意で設定された区画を一単位とすることが適切かどうかという問題も

あるが、本報告書ではとりあえず調査地区単位での分析結果を示した。なお分析の対象であるが、出

土状況・位置を問わず、原則出土した全ての上器・陶磁器を取 り扱った。遺構出土のもの、包含層出

土のものはもちろん、このなかには排土からの表面採取品、あるいはラベル記載不備で正確な出土位

置は不明だが、出土地区は把握できる資料も含めている。このため組成に用いた資料数と、地点別出

土状況に用いた資料数の両者は必ずしも一致していない。次にカウントの方法だが、カウントに先立

ち当然ながら中世以外の時期の遺物 (古代以前および近世以降)は選別し除外した。またカウントは

基本的に破片数で行い、原則として個体識別や口縁部・底部残存比率による総計といった方法は行っ

ていない。但し珠洲・八尾などについては、破片総数以外にも口縁部、体部、底部ごとの破片数のカ

ウントを行い、これを総個体数把握のための参考とした。これらの手法は基本的に「道場 I・ Ⅱ遺跡

発掘調査報告」以来のやり方を踏襲している。以下各地区ごとに分析結果を記す。

2 出 土 した土器 。陶磁器 の種類 と数

最初に任海宮田遺跡B地区から出土した中世土器・陶磁器の種類と概数を記しておく。まず土器類
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では土師器皿 (4,573点 )や土製品 (43点 )が挙げられる。次いで壷・甕・悟鉢などの貯蔵・調理器

では珠洲 (3,083′点)、 人尾 (472点 )、 越前 (1′点)が出土している。中国陶磁では青磁 (267′点)、 白

磁 (97点 )、 青白磁 (24点 )、 黒釉陶器 (5点 )があり、総数は393点である。瀬戸美濃施釉陶器は

115点、瓦質土器は20点 である。以上の土器・陶磁器の総数は合計8,700点である。これをB地区全体

の組成比率に組み直すと、土師器皿4,573点 (52.60/O)、 珠洲3,088点 (35.4%)、 八尾472点 (5.4%)越

前 1点 (0.1%)、 中国陶磁398点 (4.5%)、 瀬戸美濃115点 (1.3%)、 瓦質土器20点 (0.2%)、 土製品

43点 (0.5%)と なる。

3 各 地 区別 の土器 ・陶磁器 の組 成比率 と出土 状 況

次に各地区出土の中世土器・陶磁器を対象に、その組成の比率や出上の様相、傾向などについて検

討してみる。土器・陶磁器組成の分析では、建物群とセットで組成が復元できるのがベス トであるが、

残念ながらそこまで組成を細別して把握するには至っていない。従つて漠然とした取 り扱いであるが、

とりあえず各調査地区毎でカウントを行つた。また出土地点と数量の ドットについては、各焼物別で

作成した。図面は調査地内に設定した国土座標軸の地区害より (X軸 、Y軸 )を利用し、 2m毎のメッ

シュ内で破片数をカウントした。このうち数量の多い土師器皿等の資料はその数量をドットの大小で

表現し、出土の粗密を表現した。数の少ない中国陶磁や瀬戸美濃施釉陶器などの遺物は、実測図記載

のあるものはその実測番号をドットの横に記した。また接合関係が確認できるものは、 ドット間を線

で結びその関係を表示した。なお詳細表示の内訳とその意味については、図面中に全て凡例で示して

いる。以下に分析結果を各地区ごとに記しておく。

(1)Bl地 区

調査面積2,617♂で、20棟の掘立柱建物が検出されている。中・小規模の雑舎的な建物が主体である。

存続時期幅は12世紀中頃から15世紀前半と長いが、出土遺物は13世紀代に中心がある。

Bl地区でカウントした土器陶磁器の総数は225点である。内訳は、土師器皿15点 (6.7%)、 珠洲141

点 (62.7%)、 人尾41点 (18.2%)、 瀬戸美濃 7点 (3.1%)、 中国陶磁21点 (9.3%)と なる。一見して

土師器皿の組成比率が低いのが日に付 く。供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は19:81。 次に供膳容器

内の比率、すなわち土師器皿 。中国陶磁・瀬戸美濃の比率を記すと、35:49:16と なる (な お正確に

は中国陶磁・瀬戸美濃のなかにも貯蔵 。調理器種が含まれているが、ここでは一括して扱う)

一方、調理・貯蔵容器のなかで珠洲に対する八尾の占める比率は77:23で 、今回のB地区調査地の中

で最も高い。施釉陶磁器類では、瀬戸美濃より中国陶磁の出土量が多い。中国陶磁は古手の龍泉窯系

青磁 (大学府・山本分類 I・ Ⅱb類 )の他、同安窯系青磁碗や白磁Ⅷ・Ⅸ類、青白磁梅瓶の体部破片

も出土している。瀬戸美濃施釉陶器では藤澤編年前Ⅳ期の瓶子類の破片がみられる。以上は13世紀代

を中心とした様相であるが、新しいところでは龍泉窯系青磁Ⅳ類、古瀬戸後 I・ Ⅱ期の製品も出土し

ている。以上からも施釉陶磁器は瀬戸美濃ではなく中国陶磁が中心となっていることがわかる。

出土遺物の分布では各焼物ともドットが散在しており、特定場所に特定の遺物が集中する様相は希

薄である。

(2)B2地区

調査面積2,605♂で、 9棟の掘立柱建物が検出されている。規模の大きな総柱建物 (主屋級)を含む。

Bl地区同様、存続時期幅は12世紀中頃から15世紀前半と長いが、出土遺物は13世紀後半～14世紀前

半に中心がある。B2地区はBl地区の西側に隣接するが、間に東西方向の河道があり、Bl地区とは別

の建物群と捉えられる。
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カウントした土器・陶磁器の総数は323点 である。内訳は、土師器皿134点 (41.5%)、 珠洲135点

(41.8%)、 人尾23点 (7.1%)、 瀬戸美濃 7点 (2.2%)、 中国陶磁23点 (7.1%)、 越前 1点 (0.3%)と

なる。Bl地区と異なり上師器皿の比率が40%超えている点に特徴がある。供膳容器と調理・貯蔵容

器の比率は51:49。 供膳容器内の比率 (土師器皿・中国陶磁・瀬戸美濃の比率)は、82:14:4と な

る。調理・貯蔵容器では、珠洲・八尾の比率は85:15で ある。この比率は後述のようにB地区全体の

平均値に近い。個別焼物では、まず中国陶磁のうち龍泉窯系青磁は I類 もあるが、Ⅱb類が多く目に

付 く。白磁はⅨ・X類および森田分類D群などがみえる。このうち白磁 X類の碗は口禿げ口縁に、内

面文様を浮き彫 りするもので、一般集落での出土はあまり類例がないとされる。瀬戸美濃は時期比定

できるものは少なく、後 I・ Ⅳ期の製品が若干みられる程度である。このことからもやはり施釉陶磁

器は瀬戸美濃より中国陶磁に比率が高いことがわかる。

出土遺物の分布では、土師器皿は建物群が密集する中心付近に集中する様相が明らかである。これ

に対し珠洲や八尾は建物群の西辺沿い、および東辺の旧河道から出土しているものが多い。施釉陶磁

器は数も少なく散在して出土している。

(3)B3地 区

調査面積は952♂で、 9棟の掘立柱建物が検出されている。このうち 1棟は主屋級の総柱建物 (12世

紀中頃～13世紀前半)である。建物群全体の存続時期幅は12世紀中頃から14世紀後半であるが、出土

遺物は13世紀後半から14世紀前半に中心がある。調査地区はちようどBl地区と次のB4地区との中間

にあるが、建物群は配置的にみても北側のB4地区と関わりが深いものと推断される。

カウントした土器・陶磁器の総数は177点 である。内訳は、土師器皿25点 (14.1%)、 珠洲H7点

(66.1%)、 人尾11点 (6.2%)、 瀬戸美濃 2点 (1.1%)、 中国陶磁22点 (12.5%)と なる。土師器皿の

比率はBl地区に次いで低い数値を示す。供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は28:72。 供膳容器内の

比率 (土師器皿 。中国陶磁・瀬戸美濃の比率)は、51:45:4と なる。貯蔵・調理容器での珠洲と人

尾の比率は9119で、八尾が低い数値となっている。施釉陶磁器では中国陶磁が主体となる。とくに

B3地区では青磁 (10点 )と 白磁 (9点 )の数が措抗 している。内訳では龍泉窯系青磁 I類 7点 (う

ち I-2類 4点 )、 Ⅱb類 2点、Ⅲ類 1点などがある。白磁はⅢ類 (四耳壷),V類 ・Ⅸ類などがみら
れる。青白磁は 3点あり、うち 1点は小壷の蓋である。瀬戸美濃は少なく、時期の判別できるのは大

窯期のもの 1点のみで、時期がかなり降る。珠洲は吉岡編年 I～ Ⅱ期が主流である。

出土地点分布は調査面積が狭いこともあり特定の場所に集中する様相はみられないが、しいていう

と珠洲が主屋級建物群の周 りで多 く出土している。

(4)B4地 区

調査面積は4,306♂ で、22棟の掘立柱建物が検出されている。大規模総柱建物が多数含まれており、

B地区東側地区で検出された中世建物群の中核部を形成している。建物群全体の存続時期幅は12世紀

中頃から14世紀前半で、面積が大きいにもかかわらずBl～ B3地区より時期幅が短い。出土遺物も同

様に12世紀中頃から14世紀前半に中心がある。

カウントした土器・陶磁器の総数は2,302点 で、B12地区についで多い。内訳は、土師器皿1,210点

(52.6%)、 珠洲715点 (31.1%)、 人尾126点 (5.5%)、 瀬戸美濃19点 (0.80/0)、 中国陶磁195点 (8.5%)、

瓦質土器 1点 (0.4%)、 土製品36点 (1.1%)と なる。全外に占める土師器皿の比率は50%を超えて

おり、高比率である。供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は63:37。 供膳容器内の比率 (土師器皿 。中

国陶磁・瀬戸美濃の比率)は、85:14:1と なる。貯蔵 。調理容器では珠洲と人尾の比率は85:15で、
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B地区での平均的な様相を示す。中国陶磁は、青磁が龍泉窯系青磁144点、同安窯系青磁 2点で計146

点、白磁は39点、青白磁10点 と、全体の4分の 3が青磁で占められている。このうち分類が明らかな

ものの内訳では、まず龍泉窯系青磁では碗が過半を占める。型式分類では大学府・山本分類の I類が

最も多く60点で、全青磁出土量の40%以上を占める。さらに詳しくみると、 1-2類が最も多く29点、

I-1類 も8点がみられる。次いで多いのがⅡb類で、こちらは合計で34点 となる。以下Ⅲ類が■点、

Ⅳ類ないしはそれ以降が11点 となる。従って龍泉窯系青磁では I類 とⅡ類あわせて94点 となり、判別

できるものの650/o以上をこれらが占めている。これに対し同安窯系青磁は少なく、 I-1類が 2点み

られるに過ぎない。白磁は中国陶磁に占める比率は20%である。器種の判別できるものでは、碗16点、

皿 5点、水注 1点、壷13点 となる。小破片が主体で詳細分類が困難なものが多いが、概ね龍泉窯系青

磁 I・ Ⅱ類と並行する時期のものと考えられ、14世紀以降に降る時期のものは少ない。青白磁では合

子や小壼の蓋が多く出土している。一方瀬戸美濃施釉陶器19点のうち、時期の判別できるもの14点で

ある。このうち古瀬戸前期に比定されものが 2点、中期が 3点、後期が 9点みられる。前期では灰釉

瓶子 1点、中期では四耳壷ないしは瓶子 2点が、後期では灰釉平椀、鉄釉天目茶椀、水注、瓶子など

がある。中国陶磁の主流をなす I・ Ⅱ類の時期より新しい時期の瀬戸美濃が多く、14世紀以前の組成

としては中国陶磁が圧倒的多数を占める様相が明らかである。また土製品であるが、土製品の多数を

占めるのは土錘である。sX051よ り27点がまとまって出土するが、他の土錘も同じ環状土錘で、本来

は一括使用・破棄されたものと考えてよいであろう。最後に瓦質土器であるが、火鉢の口縁部破片が

1点みられる。中世後期に降る時期の所産であろう。以上の様相をまとめると、供膳容器類が全体の

3分の 2、 調理・貯蔵容器が残りの 3分の1を 占め、さらに供膳容器の中では土師器皿が85%、 中国

陶磁が14%、 瀬戸美濃が 1°/oと なる。B4地区で取り上げた資料にはやや時期幅は認められるものの、

概ね13世紀代を中心とした土器 。陶磁器組成と換言してもよい内容のものと考えている。

出土遺物の分布では、まず土師器皿については明らかに掘立柱建物群と重複する場所で多く出上し

ており、建物から離れるに従って出土量が減少する傾向が明らかである。B4地区の場合建物群は調

査地の北西側と南東側の2カ所に分かれる。一方土師器皿の分布もまた三分されており、建物群の間

に土師器皿の出上が認められないベルト部分が存在する。このことからも土師器皿が建物群毎で使用

され、その場で破棄された可能性がきわめて高いことが想定される。次いで珠洲・八尾についても、

ほぼ土師器皿の分布と同様の傾向を示す。すなわち各建物群を中心に2カ所に分布が分かれる。とく

に接合関係が追える資料についても、それぞれの建物群の内部で接合関係が完結しており、群を超え

て接合関係が確認できる遺物はほとんど認められない。これまでの事例検討では珠洲 。人尾などの調

理・貯蔵容器は建物群からやや離れて出土する場合が多かったが、B4地区においては土師器皿と同

様に、建物群と重複して出土している。中国陶磁については建物群の規模の大きな北西側建物群の周

辺での出土が、南東側建物群よりも圧倒的に多く認められる点が興味深い。建物グループ間の居住者

の階層差を示すものと解釈できよう。なお土錘についても北西側建物群に分布が偏重しており、河川

漁業の従事者ないしは管理者が、これらの建物群に居住していた可能性が高い。

(5)B5地区

B5地区はB4地区の北側に隣接しており、一連の調査区と考えてよい。調査面積は1,008♂で、掘立

柱建物は4棟検出されている。B4地区北西側建物群の一角を構成するものもあるが、建物群の存続

時期は14世紀前半から15世紀前半で、B4地区の建物群よりやや後出する時期のものが多い。出土遺

物の中心はB4地区と同様に13世紀代にあり、14世紀以降の出土遺物は少ない。
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カウントした土器・陶磁器の総数は118点 である。内訳は、土師器皿56点 (47.5%)、 珠洲48点

(40,7%)、 八尾 2′点 (1.7%)、 中国陶磁12点 (10,1%)で ある。全体にサンプルの数が少ないが、各

焼物の組成比率は、ほぼB4地区に近似 したものとなっている。供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は

58:42。 供膳容器内の比率 (土師器皿 。中国陶磁の比率)は 82:18と なる。珠洲と人尾の比率は96:

4で珠洲が圧倒的に多い。

出土遺物の分布では、土師器皿、珠洲などは調査地の西側に分布が多いが、中国陶磁は逆に調査地

の東側で多 く出土する傾向がある。このことから、B3地区の北東側から東側に未確認の建物群が所

在する可能性もあろう。

(6)B6地 区

B6地区はB3～ B5地区の西側60mほ ど離れて所在する。調査面積は3,864『 と比較的広いが、検出し

た建物は 9棟 と少なく、中・小規模建物が主体である。建物群の存続時期は12世紀中頃から15世紀前

半におよぶが、出土遺物は12世紀後半から13世紀前半のものが多い。

カウントした土器・陶磁器の総数は307点 と、面積の割に少ない。内訳は、土師器皿116点 (37.8%)、

珠洲128点 (41,7%)、 人尾37点 (12.1%)、 瀬戸美濃 5点 (1.6%)、 中国陶磁20点 (6.5%)、 瓦質土器

1点 (0.3%)で、これといって特徴のない組成である。土師器皿は多 くもなく少なくもない。供膳

容器と調理・貯蔵容器の比率は46:54。 供膳容器内の比率 (土師器皿 。中国陶磁・瀬戸美濃の比率 )

は、82:14:4で 、B5地区と同じ比率となる。珠洲と人尾の比率は78:22でやや人尾が多いものの、

卓越するほどでもない。中国陶磁のうち龍泉窯系青磁では、 I類が 1点、Ⅱ類が多く11点 (う ちⅡb

が 8点 )、 Ⅲ類 1点、Ⅳ類 1点 となる。Ⅱb類が青磁の過半を占めている。白磁では玉縁状回縁を有

するⅣ類が 1点みられる。青白磁は無し。瀬戸美濃施剤陶器で時期のわかるものは 2点 (合子・柄付

片口)で、いずれも古瀬戸後期様式に比定される。珠洲は I～ Ⅱ期が主体となる。総じて13世紀代の

組成を示すものと考えられよう。

出土遺物の分布では、まず土師器皿は、概ね掘立柱建物の所在する地域と重複して出土する傾向が

窺える。珠洲・八尾も同様であり、とくに珠洲甕は調査地の中央に位置する建物群付近にドットが集

中している。中国陶磁も概ね調査地の中央付近に分布が濃い傾向が窺える。但 し組成のうえではB6

地区の場合、龍泉窯系青磁Ⅱb類が多 く、 I類 はわずかである。従ってB4地区の建物群の居住者と

は青磁組成の内容に差があることから、両者の間に階層的な格差が存在する可能性が高い。

(7)B7地 区

B7地区はB地区中最も西側に位置する。次に述べるB8地区とともに、南北に細長 くのびる調査地区

を構成する。調査面積は1,930♂で、掘立柱建物は 5棟が検出されるが、中規模建物が多い。建物群

の存続時期は12世紀中頃～14世紀前半、出土遺物は13世紀後半～14世紀前半に中心がある。

カウントした土器・陶磁器の総数は180点 である。内訳は、土師器皿93点 (51.7%)、 珠洲53点

(29,40/O)、 八尾24点 (13.3%)、 瀬戸美濃 4点 (2.20/0)、 中国陶磁 4点 (2.2%)、 土製品 2点 (0.20/0)

となる。土師器皿が全体組成の過半を超えていることに特徴がある。供膳容器と調理・貯蔵容器の比

率は57:43。 供膳容器内の比率 (土師器皿 。中国陶磁・瀬戸美濃の比率)は、94:3:3と なる。珠
洲は時期の判別できるものでは、Ⅱ期が 8点 と最も多く、Ⅳ oV期 は4点 となる。珠洲 。人尾の比率

は69:31で 、調理・貯蔵容器に占める人尾の比率がB地区中最も高い。中国陶磁は、龍泉窯系青磁で

は、 Iな いしⅡ類が 1点、Ⅲ類が 1点みられる。これに青白磁壷の破片 2点が加わる。瀬戸美濃は古

瀬戸前期の灰釉卸皿 2点、中期の卸皿が 1点、後期の重破片 1点がみられる。土製品には分銅型のも
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の 1点 と土鈴がある。カウント数は少ないが、組成の比率自体は、B4地区のそれに近似 したものと

考えられる。

出土遺物の分布では、まず土師器皿は、南北に3群に分かれる建物群の単位毎にドットがまとまる

点に特徴がある。その他の焼物は数自体が少なく傾向を把握するまでは至らないが、しいて言えば八

尾が調査地区の南端付近にドットが集まり、Ⅱ～Ⅲ期の建物群に伴い使用された可能性がある。

(8)B8地 区

B7地区の北側に隣接する一連の調査地である。調査面積は851♂ と小さい。掘立柱建物は中規模の

総柱建物 2棟が検出されている。12世紀中頃から13世紀後半の存続時期が想定されている。出土遺物

の中心時期も同じである。

カウントした土器・陶磁器の総数は56点 と少ない。内訳は、土師器皿18点 (32.1%)、 珠洲30点

(53.6%)、 八尾 7点 (12.5%)、 中国陶磁 1点 (1.8%)で ある。供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は

34:66。 供膳容器内の比率 (土師器皿・中国陶磁の比率)は、95:5と なる。珠洲と八尾の比率は

81:19である。全体の組成比率はB6地区に近いが、出土遺物の数自体が少ないため詳述できる内容

ではない。

出土遺物の分布も資料自体が少なく、調査面積も小さいため、傾向を把握には至っていない。

(9)B9地区

Bl～ B8地区までが西地区で、B9地区以降が東地区となる。このうちB9地区は最も北西に位置する

調査地区で、他の東地区調査地から一カ所だけやや離れた位置にある。調査面積は1,028♂で、掘立

柱建物 1棟が検出される。14世紀前半頃に比定される。出土遺物の中心時期は13世紀後半から14世紀

前半である。

カウントした土器・陶磁器の総数は138点である。内訳は、土師器皿109点 (790/0)、 珠洲16点

(11.60/0)、 人尾 4点 (2.9%)、 瀬戸美濃 4点 (2.9%)、 中国陶磁3点 (2.2%)、 瓦質土器 2点 (1.4%)

となる。供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は85:15。 供膳容器内の比率 (土師器皿 。中国陶磁・瀬戸

美濃の比率)は、94:3:3と なる。珠洲と八尾の比率は80:20である。サンプルの点数は少ないも

のの、土師器皿の組成比率は全地区中最も高い。検出した建物は 1棟のみであるから、隣接した未調

査地区 (北側)に、さらに多数の建物群が所在する可能性が高い。中国陶磁では玉縁状口縁を有する

白磁Ⅳ類の底部が出上している。龍泉窯系青磁 2点はⅣ類ないしはそれ以降の時期である。瀬戸美濃

は古瀬戸中期の瓶の破片があるが、残 りは後期以降の時期に比定される。瓦質土器は火鉢の口縁部破

片が 1点出土している。

出土遺物の分布では、やはり上師器皿が掘立柱建物の周辺に集中して出土しているのがよくわかる。

珠洲や施釉陶器や他の遺物も、数は少ないがほぼ土師器皿と同様の出土傾向を示す。

(10)B10地 区

B10地区はB9地区とB12地区の間に位置し、B12地 区の一部が接 している。469♂ と小規模であるが、

掘立柱建物 2棟が検出される。またB12地区のⅣ期にみられる堀囲いの溝の一部がB10地区の東端で

検出されている。建物の時期は12世紀中頃～13世紀前半と考えられる。出土遺物は13世紀前半と、堀

の時期と重複する14世紀後半から15世紀代に三分される。

カウントした土器・陶磁器の総数は54点 と少ない。内訳は、土師器皿25点 (46.3%)、 珠洲22点

(40,7%)、 瀬戸美濃 3点 (5.5%)、 中国陶磁 4点 (7.4%)で ある。全体の組成比率は、欠落器種があ

るものの、B地区内の平均的様相を示す。供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は59:41。 供膳容器内の
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比率 (土師器皿・中国陶磁・瀬戸美濃の比率)は、78:18:9と なる。珠洲と人尾の比率は、珠洲

1000/0と なる。個別焼物では、中国陶磁では白磁のⅣ-1類やⅨ類の底部がある。瀬戸美濃は全て後Ⅱ

期ないしはⅢ期の製品である。

出土遺物の分布は、点数が少なく傾向を絞 り込めない。堀からの出土遺物も少ない。

(11)BH地 区
Bll地区はB12地区の西側に接 して位置する。調査面積は749ドで、掘立柱建物 3棟が検出されてい

る。建物群の存続時期は12世紀中頃から13世紀後半頃である。出土遺物の様相では12世紀中頃～13世

紀後半頃と14世紀代にピークが三分される。

カウントした土器・陶磁器の総数は313点である。内訳は、土師器皿225点 (71.9%)、 珠洲57点

(18.2%)、 人尾 9点 (2.9%)、 瀬戸美濃 5点 (1.6%)、 中国陶磁 16点 (5,1%)、 土製品 1点 (0.3%)

となる。全体の組成比率では、B9地区に次いで土師器皿が高比率となっている。

供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は79:21。 供膳容器内の比率 (土師器皿 。中国陶磁・瀬戸美濃の比

率)は、91:6:3と なる。珠洲と人尾の比率は86:14で平均的な様相を示す。中国陶磁では、龍泉

窯系青磁 I類碗が 2点、Ⅱb類 1点、Ⅳ類ないしはそれ以降が 5点ある。白磁ではⅣ類皿底部 1点、

Ⅳ類ないしはⅧ類が 3点、青白磁は小壼 1点、これに黒釉陶器破片 2点が加わる。瀬戸美濃では後 I

～Ⅳ期の盤類、後Ⅳ期の香炉がある。

出土遺物の分布では、まず土師器皿は調査面積が狭いためか、調査地全体からバラバラと出土する

状態である。珠洲・中国陶磁・瀬戸美濃などは、調査地の中央付近の建物周辺から出土するものが多

い。全体に資料数が少なく、分布の粗密から出土傾向を把握するには至らない状況が窺える。

(12)B12地 区

B12地 区は調査面積が5,374♂で、B13地区に次いで規模が大きい。掘立柱建物12棟の他、方形囲続

区画を有する中世後期の屋敷地が検出されている。建物群は14世紀前半から16世紀前後まで存続する。

出土遺物の様相でも、12世紀後半から15世紀代の長期にわたる遺物がみられる。中世前期の規模の大

きな総柱建物もみられるが、中世後期の囲続施設を持つ屋敷地が検出された調査地区としては、B地

区中唯一となる。

カウントした土器・陶磁器の総数は4,036点 である。この点数はB4地区の 2倍の数値であり、今回

報告 したB地区の出土総数の 2分の 1に およぶものである。内訳は、土師器皿2,318点 (57.4%)、 珠

洲1,444点 (35,8%)、 人尾161点 (4%)、 瀬戸美濃49点 (1.2%)、 中国陶磁46点 (1.1%)、 瓦質土器

13点 (0.3%)、 土製品 5点 (1.1%)と なる。土師器皿の比率は60%弱で高 く、B地区中第 3位である

が、時期別に把握できない点が残念である。供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は60:40。 供膳容器内

の比率 (土師器皿・中国陶磁・瀬戸美濃の比率)は、96:2:2と なる。調理・貯蔵容器では、珠洲

の比率が入尾に対して 9:1と なる。但し時期の判別できる珠洲をカウントすると、 I～ ]期 までの

製品とⅣ期以降の製品の数は概ね50:50で均衡している。このことから珠洲の総出土量の 2分の 1を

I～ Ⅲ期と考えると、珠洲と人尾の比率はほぼ80120程度となる。この数値はB地区の平均値に近く、

12世紀～14世紀代における珠洲と八尾の、本来の組成数値である可能性が高い。なお人尾のなかには

1点の陶錘を含む。中国陶磁では、まず龍泉窯系青磁では古い時期の I類ないしはⅡb類が10点、Ⅲ

類が 1点、Ⅳ類ないしはⅣ類以降が16点 と、14・ 15世紀代の青磁が多くみられる。白磁は細片が多 く

分類が明確な事例が少ないが、玉縁状口縁を有するⅣ類の口縁部やⅢ類の白磁水注の破片などがみら

れる。青白磁も明確なものが少ない。黒釉陶器碗の破片は 2点が出土している。全体としてみた場合、
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建物群の新・旧時期に関係なく、あまり潤沢に中国陶磁を保持していたような様相は、出土量や内容

からは窺うことができない。一方瀬戸美濃では、古瀬戸前期の製品が 2点、中期が12点、後期が18点、

大窯期が 2点で、中 。後期の製品が中心となる。器種では前期では灰釉瓶子、卸皿が、中期では灰釉

合子、四耳壷、瓶子、筒型香炉、柄付片日、平椀、卸皿などが、後期では灰釉直縁大皿、折縁深皿、

瓶子、花瓶、平椀、筒型容器、小杯、盤類、鉄釉天目茶椀などが、大窯期では鉄釉天目茶椀や灰釉端

反り皿が出土している。また瓦質土器では火鉢、風炉がみられるが、量的にはさほど多 くない。

出土遺物の分布では、まず土師器皿は調査地の全体から出土するものの、南端付近に集中して出土

する部分がみられる。付近にはⅢ期の大型総柱建物を含む中世前期の建物群が所在する。これに比べ

中世後期の屋敷区画においては顕著に土師器皿の集中する地点はあまり見受けられない。土師器皿で

は接合関係が追えるものが 2例あるが、うち一例は60m以上離れて接合している。同様の事例は珠洲

でもみられることから、遺構面の広範囲な攪乱が想定される。ついで珠洲・八尾であるが、両者とも

土師器皿と同様に調査地区全体にばらつく様相を示す。但 し甕では集中する地点が 2カ 所にみられ、

該当地域周辺での珠洲甕の使用の可能性が指摘できる。中国陶磁と瀬戸美濃は調査地南側で多く出土

する傾向がみられる。瓦質土器は数も少なく調査地区内に点在するが、どちらかといえば中世後期の

屋敷地区画周辺に多く分布する傾向が窺われる。

(13)B13地 区

B12地区の東側に隣接 し、調査面積は5,542ポ とB地区のなかで最大規模を有す。主に調査地の中央

付近と東端付近の 2カ所で大規模総柱建物を含む掘立柱建物群が検出されている。これらの建物群は

12世紀中頃から14世紀後半頃の存続時期が想定されている。出土遺物の様相では、12世紀中頃から13

世紀代と15世紀代にピークがみられる。検出遺構は中世前期の掘立柱建物群が主外で、B12地区のよ

うに中世後期の屋敷地区画はみつかっていない。

カウントした土器・陶磁器の総数は361点 と、隣接するB12地 区の10分 の 1以下である。内訳は、

土師器皿185点 (51.40/0)、 珠洲129点 (35.7%)、 八尾21点 (5.8%)、 瀬戸美濃 6点 (1.70/0)、 中国陶

磁19点 (5,2%)、 瓦質土器 1点 (0.20/O)である。土師器皿の比率は50%を超えている。

供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は58:42。 供膳容器内の比率 (土師器皿 。中国陶磁・瀬戸美濃の比

率)は、88:9:3と なる。珠洲と入尾の比率は86:14で B地区の平均的様相を示す。人尾のなかに
は 6点の陶錘を含む。時期の判別できる珠洲では、29点中25点が I～ Ⅱ期、さらに2点がⅢ期に比定

され、12～ 13世紀代の製品が主体となっている。これに対 し後出するⅣ期の製品は 2点 と少ない。中

国陶磁では、まず龍泉窯系青磁碗では I類が 4点、Ⅱb類が 4点、Ⅲ類が 1点あり、Ⅳ類ないしはそ

れ以降の製品はみられない。一方白磁では、今回の調査では稀少なⅡ類碗 2点の他に、玉縁状口縁を

有するⅣ類碗、V類碗 2点、Ⅸ類の碗・皿 4点、Ⅲ類の壷破片などが出土している。全体的に古い時

期の白磁が主体をしめている。なお青白磁の出土はみられない。瀬戸美濃は数が少ないが、古瀬戸中

期が 2点、後期が 2点、大窯期が 2点みられ、13世紀に遡る古瀬戸前期の製品はみられない。瓦質土

器は火鉢が 1点みられる。以上の様相からも、B13地区で示された組成の数値は、概ね12～ 13世紀代

の掘立柱建物に伴うものと考えてよいであろう。

出土遺物の分布では、まず土師器皿はほぼ建物群の周辺に限定 して出土 している様相が明らかで、

建物群の所在しない空白地では、土師器皿の出土も少ない。珠洲もほぼ同様の傾向を示すが、とくに

調査地北側の大型掘立柱建物周辺での出土が多い。比較的接合関係が多 く把握されている橋鉢でも、

北側建物群周辺のなかで接合関係が完結している。中国陶磁も同様の傾向を示す。瀬戸美濃は中期の
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柄付片口 1点が北側建物群付近で出土する他、残 り5点のうちの 4点は東端付近から出土している。

(14)B14地 区

B14地区はB13地区の北側に隣接する。調査面積は1,856ぽ。南壁付近でわずか 1棟の掘立柱建物の

みが検出されており、B13地 区検出の建物群の北限を示す。建物は13世紀代と考えられている。出土

遺物の様相では断続的に12世紀～15世紀の遺物がみられるが、出土量自体はさほど多くない。

カウントした土器・陶磁器の総数は110点である。内訳は、土師器皿44点 (400/0)、 珠洲48点

(43.6%)、 人尾 6点 (5.4%)、 瀬戸美濃 4点 (3.6%)、 中国陶磁 7点 (6.40/O)、 瓦質土器 1点 (0.9%)

である。土師器皿は50%を切るものの、それほど少ないわけではない。

供膳容器と調理・貯蔵容器の比率は51:49。 供膳容器内の比率 (土師器皿 。中国陶磁・瀬戸美濃の比

率)は、80:13:7と なる。珠洲と八尾の比率は89:11で、珠洲が 9割近くを占め、数量的に圧倒す

る。中国陶磁は龍泉窯系青磁碗Ⅱb類 1点がみられる他、白磁碗・皿類 5点が出土する。瀬戸美濃は

後Ⅲ期の灰釉平椀、大窯期の鉄釉天目茶椀など新 しい時期のものが多い。瓦質土器は火鉢の口縁部破

片が 1点出土している。

出土遺物の分布では、数が少なく傾向をつかめるには至らない。土師器皿では、遺構が多く検出さ

れる調査地の東側に出土地点が点在している。珠洲や中国陶磁、瀬戸美濃などもほぼ同様の出土傾向

を示している。

4 ま とめ

以上任海宮田遺跡B地区出上の上器・陶磁器組成について、組成比率、個別出土遺物の特徴、出土

遺物の分布状況の 3点から分析を加えてきた。その結果各調査地間において共通する様相、あるいは

異なる様相がみられることが明らかとなった。以下に気のついた点を箇条書きしてまとめにかえたい。

まずこれまで報告したB地区の組成数値と、他遺跡の組成の数値とを比較してみる。比較の対象は

道場 I遺跡A地区、中名V遺跡Fl地区、中名Ⅵ遺跡A地区、任海宮田遺跡A地区である。まず供膳容

器と調理・貯蔵容器とのおおざっぱな比率では、道場 I遺跡が50:50、 中名 V遺跡F地区が80:20、

中名Ⅵ遺跡A地区、任海宮田遺跡A地区、B地区が60:40と なる。次に供膳容器内の比率、すなわち

土師器皿 。中国陶磁・瀬戸美濃の比率は、道場 I遺跡A地区93:3:4は 、中名V遺跡Fl地区95:

1:4、 中名Ⅵ遺跡A地区91:7:2、 任海宮田遺跡A地区83:13:4、 任海宮田遺跡B地区90:

8:2と なる。さらに調理・貯蔵容器内での珠洲と入尾の比率は、道場 I遺跡A地区59:41、 中名V

遺跡Fl地区86:14、 中名Ⅵ遺跡A地区75:25、 任海宮田遺跡A地区83i17、 任海宮田遺跡B地区87:

13と なる。

これらの数値から窺えるのは、まず供膳容器では圧倒的に土師器皿が卓越し、ほぼ 9割以上を占め

る様相が明らかである。これに対 し中国陶磁は10%程度、瀬戸美濃は 2～ 40/Oと なる。瀬戸美濃は各

遺跡ともほぼ同じ数値であるが、中国陶磁は中名V遺跡Fl地区 (1.2%)と 道場 I遺跡A地区 (3%)

がかなり低い数値となる。一方供膳容器と貯蔵・調理容器の比率では、中名Ⅵ遺跡A地区、任海宮田

遺跡A地区、任海宮田遺跡B地区では60:40で 同じ数値を示すが、中名V遺跡Fl地区は80:20と入尾

が少なく、道場 I遺跡A地区は50:50と 逆に貯蔵・調理容器が過半数を占めている。

以上をまとめると、供膳容器のなかでの焼物比率は、遺跡に関係なく土師器皿が 8～ 9割以上を占

め、次いで瀬戸美濃が 2～ 4%で共通する定率となり、中国陶磁は10%前後の遺跡と、ほんの数%の

遺跡に分かれることになる。貯蔵 。調理容器では珠洲が過半を占める。珠洲と人尾との比率は85:15

前後が平均値といえそうである。このなかで道場 I遺跡の人尾の比率は隔絶しており、注目される。
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他遺跡では貯蔵・調理容器内での人尾の比率は15°/o前後、全体組成に占める八尾の比率は 5%前後と

なる。この数値が富山平野内の中世集落における人尾の平均的流通量であるか否かは、今後の周辺地

域での検討事例を積み重ねて再検討する必要があろう。

次に各焼物別の出土状況であるが、まず中国陶磁では、B4地区の建物群では龍泉窯系青磁 I類が多

く次いでⅡb類がみられるのに対し、B6地区ではⅡb類主体で構成されているなど、建物群の違い

によって中国陶磁の保有状況に差があることが判明した。建物群間の階層格差を考える視点になろう。

なお白磁では14世紀以降の森田分類A～ D群に該当する製品や、龍泉窯系青磁ではⅣ類以降に位置づ

けられる製品が全体に少ないことが目に付いた。瀬戸美濃では灰釉平椀や卸皿といった他遺跡での出

土が比較的多い器種や、鉄釉天目茶椀の類があまりみられず、全体に出土する器種自体が少ない様相

が窺われた。瓦質土器についても同様で、出土量・内容ともあまり良好とはいえない状況であつた。

土錘資料では、B4地区などで建物群周辺でまとまって出土する事例があり興味深い。今後中世の河

川漁業などに関する資料の蓄積が期待される。

最後に出土遺物の分布状況であるが、簡単に要約すると、供膳容器も調理・貯蔵容器も基本的には

建物群と重複したエリアで出土 しているということである。従つて中名V遺跡Fl地区でみられたよ

うに、土師器皿は建物群の周辺、珠洲などの調理・貯蔵容器は建物群とはやや離れた外縁で出土する

という傾向と、やや異なる結果となっている。B地区では、とくに接合関係のわかるものも、建物群

単位のなかで接合関係が完結しており、遺物の帰属エリアが比較的はっきりと捉えられる事例が多い。

以上任海宮田遺跡B地区の中世土器・陶磁器組成と出土遺物の分布状況について若干の検討をおこ

なった。今後とも同様の検討を他遺跡でも繰り返し行っていく予定であり、新たな分析成果が明らか

になることに期待したい。
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表 1 中世の土器・陶磁器組成 (1)

焼物種類 中世土師器 珠洲 入尾 越前 瀬戸美濃

器種 皿 スリ鉢 甕 一霊 鉢 その他 スリ鉢 甕 士霊 陶錘 その他 奏 その他 椀 皿 一空 杯 その他

Bユ地区

遺構 1 0 0

包含層 1 l 0 1 0

小計 1[ 0 l 0

合計 1[ 0 7

B2地区

遺構 2 1 0 0

包含層 ユ 3 0 0 1

卜計 1 1 5 ユ 0

合計 1

B3地区

遺構 0 0

包含層 l 9 0

小計 0

合計 1曇 0 2

B4地区

遺構 l 0 4 0 1

包含層 104E 0

小計 0

合計 715 0

B5地区

遺構 l 0 0 0 0

包含層 1〔 0 1 ] 0 0 0

小計 1( 7 1 1 0 0

合計 2 0

B6地区

遺構 1 1 0 0 0 0

包含層 1 3 0 0

小計 l 3 0 0

合計 0 5

B7地区

遺構 よ 3 0

包含層 ユ 2 l 0

小計 1 3 0 l 0

合計 0 4

B8地区

遺構 ユ 0 0 0 0 0

包含層 l 3 0 0 0 0

小計 l 1 3 0 0 0 0

合計 7 0

B9地 区

遺構 1 1 0 0 0 C 0 0

包含層 1 0 l 0 G 0

/1ヽ言十 1 0 l 0 0

合計 4 4

B10地 区

遺構 2 l 1 0 0 0 0

包含層 2 0 0 0 0 0 0 l

小計 3 0 0 0 0 0 0 0 l

合計 0 3

Bll地 区

遺構 4 0 0 0 0 0 0

包含層 2 7 0 0 0 0 5

小計 2 0 0 0 5

合計 9 5

B12地区

遺構 ユ 4 1 4

包含層 5 l 1 7 6 3 4

小計 1 2 1 1 8

合計 231[ 1444

B13地区

遺構 0 0 C 0 0 0

包含層 0 C 3 2 1 0

卜計 0 3 2 1 0

合計 6

B14地区

遺構 2 2 l l 0 0

包含層 嘘 4 l 3 l 0

小計 44 4 3 ユ

合計 44 48 6 4

合計
457こ 1151 1485 433

457〔 1
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表2 中世の上器・陶磁器組成 (2)

焼物種類
中国陶器

瓦質土器 土製品
合計青磁 (同安) 青磁 白磁

青白磁 黒鶏
器種 椀 皿 その他 椀 皿 杯 その他 椀 皿 壷 その他 火鎌 その他 土錘 その他

Bl地 区

遺構 2 0 0 0

包含層 0 ] 3 1 l 4 0

小計 2 ユ 3 1 l 0 225

合計 2 0 0 225

B2地区

遺構 0 0 4 l l 1 1 1 0

包含層 0 0 0 1 0 1 1 l 0

小計 0 0 1 l ユ l 1 0 C 323

合計 l 0 0

B3地区

遺構 0 1 0 1 l 1 0 0

包含層 0 1 0 2 0 0

/1ヽ計 1 0 3 0 0

合計 0 0

B4地区

遺構 5 ] 0

包含層 1 ユ

小計 1 1 ユ 230'

合計 l 230乏

B5地区

遺構 1 0 0 0

包含層 8 2 1 0

小計 ユ 8 2 1 0

合計 ユ 0 0

B6地区

遺構 0 0 0 0

包合層 0 1 0 l 287

小計 0 1 0 l

合計 5 1 0

B7地区

遺構 0 l 0 C 1

包含層 0 l 0 0 1 2

小計 0 0 0 2

合計 0 0 2

B8地区

遺構 0 0 0 1

包含層 0 1 0 0 0 0

小計 0 1 0 0 0 0

合計 l 0 0 0

B9地区

遺構 C 0 0 0 0 0 0

包含層 C 0 0 ユ 0 0 0

小計 0 0 ユ 0 0 0

合計 ユ 2 0

B10地区

遺構 0 1 0 0 0

包含層 0 1 1 l 0 0

小計 0 l ユ 1 1 0 0

合計 2 2 0 0

Bll地区

遺構 0 1 0 0

包含層 0 1 0 l l 0

小計 1 0 l 1 C 0

合計 5 l 1 0 313

B12地区

遺構 1彊 l C ] 1 0 2568

包含層 7 l ユ 1 4 0

小計 l l 0

合計 5

B13地区

遺構 C 0 0

包含層 1( 0 1 0

小計 C lC 0 0 1 0

合計 9 0 l

B14地区

遺構 1 0 0 0

包含層 0 1 0 1 0

小計 1 0 1 0 1 0

合計 1 6 l

合計
31 228 5 1 1 6 7 8700

8700
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B地区全体

Bl地区

B2地区

B3地区

B4地区

B5地区

B6地区

B7地区

B8地区

B9地区

B10地区

B ll地区

B12地区

B13地区

B14地区

軌

　

　

　

　

凱

馴

土師器皿

瀬戸美濃

□

圃

雷

田

∞

■

60%

八尾

瓦質土器 口
ｍ

醐
　
　
　
鰤
　　製

國

□

010/O

1 50/O

第 1図 任海宮田遺跡B地区の上器・陶磁器組成表
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表3 中国陶磁・瀬戸美濃施釉陶器分類表
種 別 窯 納 分 類

青
磁

龍
泉
窯
系

虎 太宰府分類 類

蒐 太宰府分類 I

亮 太宰府分類 I-lb類

亮 太宰府分類 I-2類
亮 太宰府分類 I-2b類

太宰府分類 I-23類 3

腕 太宰府分類 I-2・ 4類 l

碗 太宰府分頬 I-2～4類

太宰府分類

太宰府分類 |

大華府芥網

I

「-4r
5

豊
:」

太宰府分類

太宰府分類

太掌府分類 orⅣ類

碗
太宰府分類 I ttPorⅣ 類

ユ

碗 太宰府分類 Ⅱ―a類 ユ

碗 太宰府分類 Ⅱ―b類

碗
太宰府分類 Ⅱ―b orⅢ ―

2c類
1

宛 太宰府分類 Ⅱ―b orⅣ 類 1

:早府分類 Ⅱ―c

早珊分類 Ⅳ類 ユ

宛 太宰府分類Ⅲ類 1

碗 太宰府分類Ⅱ-2類

碗 太宰府分類Ⅲ-2c類

碗
太宰府分類Ⅲ―b orⅢ ―

c委頁
ユ

宛 太宰府分類 Ⅲ-2 orⅣ 類

碗
太宰府分類 Itt or上 田
分類 DⅡ 類

ユ

碗 宰府分類Ⅳ類

宛 太宰府分類 Ⅳ類～

宛 太宰府分類Ⅳ類～ HJl代

宛
太宰府分類Ⅳ数～上田分

類Ⅱ類

宛
蠣B― T褥

1

碗 ユ

宛 ユ

碗
類D― Ⅱ類

碗
太宰府分類 Ⅳ類  or 上
田分類D― Ⅱ類以降

宛 上田分類 B― Ⅲ～Ⅳ類

宛 上田分類 D― Ⅱ類

宛 不 明 1

.石
免 太宰府分類 I-2類 l

/1ヽ碗 太宰府分類 Ⅱ―b類

太杯 太宰府分類 Ⅲ類

大杯 太早府分類 Ⅲ-3類 1

太宰層分類 Ⅲ類 1

13世紀後半～ 14世紀代 1

1

冊
皿  |
皿  |
皿 明イ

皿 不明

盤 明代以降

盤 不 明 1

香炉 太宰府分類Ⅳ類以降

初
ｏｒ壷類

不 明 1

重ヽ ? 太早府分類Ⅳ類以降 4

壺or瓶
|

太宰府分類Ⅳ類～明 1

壺蓋 ? 太宰府分類Ⅳ類～明 1

不明 |

前

不 明

窯 器種 類

青磁 龍泉窯系o

rΠ安案系

碗

龍泉:太軍府分毅Ⅳ以降

同安i太宰府分類Ⅱ or I

碗 ?
太宰府分類Ⅳ類～上田
⌒箱n萬つ

J

青磁or白磁

龍泉窯系

碗

大卒府分類Ⅳ類～上日

分類DⅡ類
ユ

白磁
太宰府分類V-2類Ⅲ森
日C群 ?

同安窯系
碗
大卒府分類 I類

ユ
自磁 太宰府分類Ⅳ～Ⅷ類

同隻窯系
碗 CD期

自磁

自穂

太宰府分類Ⅱ類 1

宛 太宰府分類 Ⅱ-34類 ユ

1

碗 太宰府分類Ⅳ～Ⅵ類

1

1

碗 太宰府分類Ⅳ～VI類 ? 1

V

V 1

VorⅧ類

V-lorⅧ -2

類
ユ

2

orⅦ類
1

V-4 orⅧ

太早層分毅V-2 or
1

碗 太宰府分類Ⅷ-13類 1

弓
一体
一碗
一碗

太宰府分類Ⅷ-2類

太宰府分類X類
太宰府分類Ⅸ-2頬

魔orlI 太宰府分類Ⅸ類 4

卜碗 太宰府分類X類 1

皿 太宰府分類Ⅳ頬 1

皿 太宰府分類Ⅳ類-2 1

皿 太宰府分類Ⅵ-la類 1

皿 太宰府分類Ⅷ-lb類 1

壷 太宰府分類Ⅱ orⅡ 類

太宰府分類Ⅲ類

一璽 ■世紀～13世紀 1

一璽 不明

四耳壼 太宰府分類Ⅲ類 1

水と 太宰府分類 Il類 1

水注 不明 1

小瀬 不明 1

小明 太早府分類Ⅸ類P 1

明

青白磁
型

子

小

合
CD期 1

一亜

4

梅瀬 l

黒釉陶器 建窯
天 目

茶碗
4

不明 大碗 太宰府分類Ⅱ類 l

種
"」

祗釉の種類 器種 分類 点数

瀬
戸
美
濃

え釉 ll皿 藤滓編年前Ⅱ期

釉 ll皿 際滓編年fI Ⅲ～Ⅳ剃 ユ

医TIH と,皿 藤浮編年中期 l

灰 釉 :,皿 藤澤編年後Ⅱ期 1

灰 釉 印皿 藤澤編年後Ⅳ期古 I

灰釉 印日付大皿 藤澤編年後 I～ H期 1

灰釉 折縁深皿 藤浮編年中IV期

灰釉 折縁深皿 藤澤編年後Ⅱ期 1

灰釉 夙釉小皿 藤澤編年後Ⅱ～Ⅳ期 1

灰釉 釉小皿 藤澤編年後Ⅳ朗新 1

灰釉 釉挟皿 羅澤編年夫窯 期 1

灰釉 荒反皿 羅洋編年夫筆 期 1

灰釉 帝反皿orttal 藤i華編年大窯

X4f4 常反皿orttll 籐滓編年夫窯 1

吹粕 化皿 藤滓編年大窯Ⅱ～IV期 1

灰釉 豆縁大皿 藤津編年後Ⅱ期 1

1

灰 釉 皿 不明 1

灰釉 平碗 籐澤編年後I期 1

〔釉

灰釉

灰釉 平続 藤澤編年後Ⅱ期

灰 釉 平碗 藤澤編年後Ⅱ～Ⅲ期 2

灰釉 平碗 藤澤編年後Ⅱ期 2

灰釉 平碗 藤澤編年後Ⅳ鋼 l

灰釉 勘 藤澤編年後V期古 1

大日茶続 際洋編年後Ⅱ期 1

鉄釉 天目茶碗 藤浮編年後Ⅳ期 1

灰 釉 丸碗 不明 1

灰 釉 瓶 藤澤編年中期 l

灰 釉 瓶子Ⅲ類 藤博編年後期 2

灰釉 瓶子 藤澤編年前Π～Ⅳ期 1

灰釉 瓶子 藤澤編年前TT期 2

灰釉 瓶子 藤津編年中期 1

1

一人

灰釉 去日言

灰釉 水注 藤澤編年後期

天釉 」ヽ重 藤澤編年後Ⅱ～Ⅳ期 1

天釉 騒.績類 震澤編年前期 I

天釉 三.瓶頬 藤澤編年中期 3

天釉 邑瓶頚 ユ

天粕 腰洋編年後Ⅱ～Ⅱ期 1

火釉 徹り鉢 ユ

胸付片日 藤滓編年中期 ユ

日 1

灰釉 盤類 藤澤編年後I～Ⅱ期 ユ

灰釉 盤頚 藤澤編年後1～ ll期 2

灰釉

灰釉 tl 藤澤編年後V期

天釉 筒■l香炉 藤浮編年中期 〕

天釉 旨型香炉 藤澤編年後期 ユ

天粕 懸滓編年中I～ コ期 ユ

天釉 際辞編年後期 1

映llI 1ヽ杯 腰滓編年後剤 ユ

藤滓編年後期 2
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第Ⅲ章

任海宮田遺跡は扇状地に位置し、この周辺一帯は利水に不便な地域であったためか弥生時代から古

墳時代にかけて非常に遺跡の希薄な地域である。周辺では扇状地の扇端部寄 りに立地する友杉遺跡で、

弥生時代後期後半の竪穴住居が 1棟確認されている。また背後の台地上では古墳時代中期の福居古墳、

古墳時代後期の伊豆宮古墳などが認められ、集落の出現が古墳時代以前に遡る可能性もあるが、現時

点では、この地域一帯で集落数が顕者に増加したのは古代以降と考えられる。

任海宮田遺跡における古代の耕地開発を目的とする集落は 8世紀前半頃から形成され始め、本格的

に竪穴住居や掘立柱建物が増加するのは 8世紀後半以降となる。また、周辺では吉倉 B遺跡や南中田

D遺跡などの集落が奈良 。平安時代に形成され10世紀前半まで存続するものが多 く、この地域周辺が

古代に活発に開発されたことが窺える。そして古代の集落が10世紀前半頃に一端途絶した後、中世集

落が12世紀中頃に形成され始め、12世紀末～13世紀初頭に活発化し、15世紀頃まで存続する。

(古代〉
当地区で検出された古代の建物群は、 8世紀後半以降の建物群であり、掘立柱建物12棟、礎石建物

1棟、竪穴住居36棟で構成される。これらの建物は位置関係や遺物の出土傾向から東西 2グループに

大別できる。西側建物群はBl・ B2・ B6地区で検出された建物で、掘立柱建物、礎石建物、竪穴

住居で構成される。一方東側建物群はB12・ B13地区で検出された建物で、竪穴住居だけで構成され

た建物群である。それらは更に、建物の配置から西側建物群で 3群、東側建物群で 2群に分離するこ

とが可能であり、B地区の建物群は全体で、 5群に細分することができる。それらの建物群は、西側

建物群で 4時期、東側建物群で 3時期の建物変遷が窺え、B地区全体では 5時期 (8世紀後半～10世

紀前半)の遺構変遷が想定できる。

各建物群は、①竪穴住居と掘立柱建物が混在するもの。②竪穴住居のみで構成されるもの。③掘立

柱建物のみで構成されるものの3タ イプが認められる。①については、建物群 3の Ⅲ期からV期 まで

認められる。①のものは竪穴住居数棟に1棟程度の掘立柱建物で構成される。このタイプは他の建物

群では確認されず、建物群 3が土師器焼成遺構の存在や鉄淳、製塩土器の分布状況から、手工業生産

に従事していた集団の可能性が高く、その様な集団の建物群に特徴的な建物構成の可能性がある。②

については建物群 2・ 4・ 5で認められる。竪穴住居は、 1辺 3m前後の小型竪穴住居で、収容人数

の低さや構造の簡素さから、冬期を除く農繁期のみの一時的住居棟の可能性が高く、居住者について

は使役等で駆り出された徴発労働者などが想定される。それら①②タイプの上位に位置するのが、恐

らく③タイプの建物群の居住者であろう。③タイプの建物群は、建物群 1の Ⅲ・Ⅳ期と建物群 3の Ⅱ

期が該当し、建物構造や配置、遺物の出土傾向から耕地開発を目的とする集落のなかでも、有力者の

居住した中心施設と考えられる。両建物群では、須恵器・土師器の供膳具の出土量が、貯蔵具や煮炊

具に比べ高い比率を示す。また、建物群 1では多量の樽型土錘が出土しており、魚網の管理などを担

つていた可能性が高い。時期的には洛北産緑釉陶器や灰釉陶器K14が出土した建物群 3の掘立柱建物

2棟がⅡ期の中核域のひとつを形成する。Ⅲ・Ⅳ期の中心施設は、建物群 1の灰釉陶器 (K90～ 053)

が多量に出上した大型掘立柱建物 2棟 と考えられる。両者を経営した集団が、建物群 3か ら継続的に

移動したのかどうか判然としないが、Ⅲ・Ⅳ期の墨書土器の文字が、建物群 1では「平」と書かれた

ものが多数を占めるのに対して、建物群 3では「成」と書かれたものが大半であり、両者で異なるこ

五
ＨＨ
結

′99



とや、 3群の北側 (C地区)で「成」が広範囲に分布していることから、別集団であつた可能性が示

唆される。また、吉倉 B遺跡で同時期の大型掘立柱建物が存在することや、東地区でⅡ・Ⅲ・Ⅳ期の

墨書土器「縄足」 。「式」・「城長」などの文字群が出土していることから、建物群 1や 3の ような

開発を管理・指導した有力者層の居住域が複数存在し、扇状地の開発を複数の勢力が割拠 して進めた

ものと考えられる。墨書土器の内容や、その他の遺物の分布状況、大型掘立柱建物の構造および掘立

柱建物の配置などから、B地区の遺跡の性格としては在地有力者層主導型の 8世紀後半から10世紀前

半までの扇状地における開発拠点集落と考えられる。特に大型掘立柱建物を確認した建物群 1は 9世

紀後半から10世紀初頭の開発拠点における中核域のひとつと考えられる。

(中世〉
中世の集落では遺構や遺物が12世紀中頃～16世紀以降のものが確認されており、集落の変遷を I期

～Ⅶ期の 7時期に分けた。建物は I期～Ⅵ期まで存続し、計124棟が確認されている。集落は配置か

らBl～ B8地区までの西地区とB9～ B14地区の東地区に大別でき、建物群は自然流路や谷状地形

などの土地条件により、更に細分することが可能であり、各微高地上に形成されたことが窺える。

当地区では総柱建物からなる集落が、西 。東地区で I期に開始され、Ⅱ期以降は側柱建物も加わっ

て建物群を構成する。特にB4地区では最大面積の建物が I～ Ⅳ期を通じて検出され、経営の中心的

な役割を担っていた可能性が高い。 I期～Ⅲ期までの集落景観は、有力層が居住したB4地区建物群

の周辺に、それよりも規模の劣る建物群が随伴するように展開したものと考えられる。また西地区で

は側柱の小型建物が徐々に増加し、大型建物を中心に、中型・小型建物が付随している。一方、東地

区では小型建物がなく、大型・中型の総柱建物で集落が構成される傾向にある。竪穴状土坑は I～ Ⅲ

期では、建物群の 2～ 3割に付随する。建物密度は I～ Ⅲ期にかけて西地区の方が高く、50♂以上の

建物数も多い。Ⅱ・Ⅲ期を通じて東西両地区において展開した集落はⅣ期を転換期として規模を縮小

していく。Ⅳ期は、東西地区共に4割ほどが側柱建物で占められ、建物密度も同様の傾向を示し、中

型 。小型建物のみの構成となる。特に東地区ではほとんどが小型建物となり、景観が一変する。続 く

V期は建物構造・密度ともに東西地区に大きな隔たりがなくなる。また、Ⅵ期に至ると西地区の集落

は断絶し、東地区のみとなる。東地区では S D 138,158に よる区画が継続して作られる。区画外に小

型建物が散在し、建物や溝周辺に大型土坑が作られていく。区画の内側には建物が認められず、遺構

や遺物も希薄である。こうしたあり方から、日常的な居住空間とは考えにくい。

Ⅶ期は東地区のB12地区に不整形の上坑などが認められるのみである。Ⅶ期以降は居住域として積

極的に利用されず、耕地化が進んだものと考えられる。他の地区も含め近世の遺物が出土することか

ら、調査区域外に居住域が移動し存続していた可能性がある。

以上、B地区の調査について簡単にまとめた。任海宮田遺跡は古代～中世を通じて、耕地や水産資

源を求め、扇状地の開発を進めた開発経営拠点としての性格の強い集落である。古代集落では幸い、

その中核域と末端の建物群を比較することができた。今後残 りのC地区の調査では、末端の建物群を

更に幅広 く検討することが可能である。また、中世集落では、時期毎に集落景観に違いがあることが

窺えた。この様な様相が周辺集落でも一般的な傾向であるのかどうか、遺物の組成も含め更に検討す

る必要がある。

2θθ

(武田 健次郎 )



写真 1
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胎上分類 1

1.須恵器 I群表面
5。 須恵器Ⅲ群表面
9.須恵器V群表面

須恵器 I群断面 3.
須恵器Ⅲ群断面 7.
須恵器V群断面 11.

須恵器Ⅱ群表面
須恵器Ⅳ群表面
須恵器Ⅵ群表面

須恵器Ⅱ群断面

須恵器Ⅳ群断面

須恵器Ⅵ群断面
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写真 2

胎上分類 2

1.須恵器Ⅶ群表面 2.須恵器Ⅶ群断面
5.土師器Ⅱ群表面 6。 土師器Ⅱ群断面
9.土師器Ⅳ群表面 10.土師器Ⅳ群断面

「

　

　

―

3.土師器 I群表面
7.土師器Ⅲ群表面
11.土師器V群表面

土師器 I群断面
土師器Ⅲ群断面
土師器V群跡面

４

８

１２
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